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        番外編　殺し屋は恋人を誰にも触れさせたくない


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　至極平凡な白月にとって、注目の的となる、ということは思い返してみても数えるほどしかないが、加賀井と付き合い出してその回数は格段に増えた。カフェや映画館、店頭など外に出ればたちまち人々の視線がこちらに向けられる。

        　もちろん注目の的となっているのは加賀井であって、視線の多くは白月を通り過ぎるのだが、隣にいると少なからず掠める程度の視線は向けられる。注目されるということに慣れていない白月にとって、加賀井とのデートは騙しているという後ろめたさや罪悪感とはまた違う意味で気が重いものだった。

        「……落ち着かない」

        　白月は重い溜め息と共に苦く呟いた。その表情は、洒落たカフェ――しかも街路に面した、昼の陽光が降り注ぐ爽やかなテラス席、には似つかわしくないものだった。

        「どうした？」

        　前に座る加賀井が首を傾げて訊ねる。彼の一挙一動に追従するかのように周囲の視線が揺らぐのを気配で感じる。しかし当の本人は気づいていないのか気にしていないのか平然としているので、白月はまたひとつ溜め息を漏らした。

        　加賀井は中身はともかくとして、見目が恐ろしくいいため、どこに行っても注目の的だ。洒落たカフェで座っているだけでも絵になり、人目を惹く。しかも今日はテラス席に座っているため、店の内外から視線に曝されている。さすがにじっと不躾に見詰め続ける者はいないが、視界の端で彼の姿に触れた瞬間、思わず振り返ってしまうといった通行人が後を絶たない。

        　自分に向けられている視線でないことは重々承知だが、それでも自意識が過敏に反応し、緊張してしまうのだ。

        　しかもカフェのある場所が、前に勤めていた会社とそう遠くないのだ。昼時ということもあり、元職場の人間が通り掛かる可能性もないとは言えない。白月一人であれば気づかれない自信があるが、こうも目立つ男が隣にいては見つからないものも見つかってしまう。

        　さっさと食事を済ませて店を出よう、と白月はこの店一押しのエッグベネディクトを無心に食べていると、

        「……あれ、白月？」

        　名前を呼ばれビクリと肩が揺れた。聞き覚えのない声だが、こちらの名前を知っているということは親交の深さはどうであれ知り合いであることに間違いない。

        　元職場の人間かもしれないという嫌な予感が胸を過るが無視するわけにもいかず、白月はゆっくりと、できれば聞き間違えであってほしいと願いながら顔を上げた。

        　テラス席と街路を区切る花壇を挟んで立つ男は、白月の顔を認めると相好を崩した。

        「やっぱり白月だ！　うわ、久しぶりだな」

        　花壇から身を乗り出さん勢いでスーツを着た男が話し掛けてくる。男に憶えはなかったが、彼の笑みや声が心地よいほど快活なものだったので不思議と嫌な気持ちはしなかった。むしろ好意的な笑みを向けてくれる彼を思い出せないことが申し訳ないくらいだ。

        「えっと……、すみません、どこかでお会いしましたか？」

        「え！　憶えてないのかよ！　山下だよ、山下！　ほら、小五の時同じクラスで漫画の話をよくしただろ」

        「え！　うそ、山下？」

        　白月は驚きのあまり思わず椅子から立ち上がった。

        「うわぁ、久しぶり。随分大きくなったなぁ」

        「なんだよ、その言い方、親戚のおじさんかよ」

        　上から下まで視線を巡らせながら感嘆する白月に、山下は小さく噴き出した。

        「いや、だって山下相当大きくなってるじゃないか」

        　すぐに思い出せなかったのは申し訳ないが、しかし彼があまりにも変わりすぎていたのだ。白月の知る山下は、クラスでも一番背が低く、小学校低学年に間違えられることも多々あった。

        　時間のブランクもあるが、その背の低さと無駄な肉どころか必要な肉さえも削ぎ落とされているような細さが強く印象に残っていたので、まさか目の前に立つしっかりした体格の男が山下とは思いも寄らなかったのだ。

        「中学にあがってから急激に伸びたんだよ。でも白月は相変わらずだな。特にこのもじゃもじゃ頭」

        「こら、撫でるな。犬じゃないんだから」

        　笑いながら頭をくしゃくしゃと撫で回す山下の手を邪険に振り払うが、しかし嫌な気持ちはしなかった。むしろこうして長い空白の時間を感じさせないほど気楽に接してくれるのが嬉しかった。

        　――カシャン

        　決して乱暴な音ではないが苛立ちを含んだ音だった。音の出処にあったのは加賀井の暗い瞳。右手の甲に顎を乗せてこちらを見上げていた。左手はソーサーの上に置かれたコーヒーカップの取っ手を握っている。どうやら先ほどの音はソーサーの上にカップを置いた時のもののようだ。

        　睨むというほどあからさまではないが、機嫌が悪いのは明らかだった。白月は内心慌てた。この場を取り繕うとして口を開いたが、それより早く山下が声を上げた。

        「あ！　もしかして加賀井？」

        　山下の問いに、加賀井は無言で頷いた。言葉を交わすことすら煩わしいといった様子だったが、山下は気づいていないのかしげしげと加賀井を眺めながら感嘆の溜め息を漏らした。

        「うわぁ、すげぇ、めちゃくちゃイケメンじゃん。え？　なに、モデルかなんかしてんの？　あ、それとも舞台俳優とか？」

        　興味津々といった様子で質問を投げかけられるが、お前の質問に答えるつもりは毛頭ない、と言外に告げるように無視して加賀井はコーヒーを口に運んだ。一瞬、その場にしん……、と冷たい空気が流れたので、白月は慌てて代わりに答えた。

        「いや、そういう仕事はしてない。もったいないよな。最高の素材を持ち合わせてるのに」

        「ほんともったいない。俺だったら芸能界デビューして地位と名声と美女を手に入れるのになぁ」

        「あはは、俺も俺も」

        　なんとか山下の冗談でその場は和んだが、視界の端で未だに不機嫌に口を結ぶ加賀井に心中穏やかではなかった。

        「でも本当にもったいないな、こんなに目立つ外見してるのにそれで金儲けしてないって。道行く女の子たちがキャーキャー騒いでたぞ。まぁ、だから白月たちを見つけられたんだけどな」

        「ああ、なるほど」

        　山下の言葉に納得する。

        　テラス席で外の通りからも見えるとはいえ、探すつもりで見ていなければ街中で旧友をたまたま見つけるなんて偶然、なかなかないことだ。よく気づいたなと感心していたのだが合点がいった。

        「それにしてもお前たち本当に仲いいな。昔もよく二人でいたもんな」

        　感心したように言う山下に、白月は曖昧な笑みを浮かべた。まさか、借金返済のために付き合っているだなんて言えるはずがない。

        「転校してからもずっと連絡とってたのか？」

        「あ、いや、最近たまたま再会してそれからよく会ってるんだ。時間がある独身だから暇なんだよ」

        「分かる、俺も俺も。最近彼女と別れて時間が有り余ってるんだよ。あ～、寂しい」

        　冗談めかした山下の自虐に、加賀井の瞳がさらに鋭くなる。どうやら恋人がいない男は彼の中では白月を狙う狼と断じられるようだ。

        　白月は慌てて話題を変えた。

        「そ、そんなに寂しいなら漫画でも読めば？　知ってるか？　あの『ババコン』の作者、今、別のギャグ漫画を書いてるらしいぞ」

        「え！　マジで？　わぁ、最近漫画読んでないんだよなぁ。久しぶりに読んでみようかな」

        「俺的には『ババコン』に似たシュールさがあってかなりオススメ」

        「それ絶対面白いやつだろ。白月その漫画持ってる？　よかったら今度貸し……」

        「駄目だ」

        　今まで沈黙を貫いていた加賀井が、突然口を開いて話を遮った。これにはさすがの山下も戸惑いを隠せずにいた。

        「あ、いや、ごめん、加賀井に今貸してるんだ。返してもらったら貸すから」

        「ああ、そういうことか」

        　声に戸惑いがまだ微かに残っていたが、何とか納得してくれた山下にほっとする。

        「あ、俺、そろそろ行くわ。今から打ち合わせがあるんだ」

        　腕時計を見ながら山下が言った言葉に、名残惜しさを感じつつも、加賀井が変なことを言い出す前に立ち去ってくれることに少しだけほっとした。

        「悪いな、引き留めてしまって」

        「いや、俺から話し掛けたんだし。それにまさか白月と再会できるとは思ってなかったから嬉しかった」

        　屈託のない笑みで恥ずかしげもなくそう言ってのける山下に、白月はつられるようにして笑った。

        「あはは、俺も」

        「お、相思相愛じゃん。つーか、連絡先教えてくれよ。また漫画の話もしたいし」

        「あ、うん、もち……」

        「すまない、白月のスマホは壊れている」

        　割り込んできた加賀井の言葉に、スマホを取り出そうとした白月の手が止まった。

        　あまりにも唐突で、しかし恐ろしいほど自然な嘘だった。その声は嘘特有の後ろめたさや焦りなどが少しも含まれていなかった。そのことに一層、腹の底が冷たくなった。

        「今日はこれからその修理に行こうかと話していたんだ。だから俺が山下の連絡先を聞いておいて、スマホが使えるようになったら白月に教えておく」

        「ちょ……っ」

        　スラスラと流れるように出てくる嘘に異を唱えようと白月が口を開きかけると、脚の脛を靴先で撫でられた。

        　ぞわり、と鳥肌が全身を駆けた。決して強い力ではなかったが、硬い靴先のひと撫では無言でありながら、絶対的な命令の意を孕んでおり、白月を黙らせるには十分なものだった。

        　幸いにもテーブルの下でのことだったので山下からは死角になっており見えていないようだった。

        「そうか、悪いな。じゃあ頼むよ」

        「ああ」

        　目の前で加賀井と山下の連絡先が交換されるのを、白月はただ黙って見ることしかできなかった。

        「じゃあ、またな」

        　山下は爽やかな笑顔で手を振り、その場を立ち去った。

        　残された二人の間に沈黙が落ちて、周囲の雑音が鮮明になる。加賀井はスマホに視線を落としたまま画面をいじっている。所作が荒かったり、眉間に皺を寄せたりといった分かりやすい苛立ちの様子はなかったが、無言の中に彼の不機嫌さを痛いほど感じた。

        　なぜあんな嘘をついたのか、白月には咎める権利はあったが、その勇気はなかった。

        　唐突に、加賀井が立ち上がった。そしてそのまま伝票を持ってレジへ向かった。

        　正直なところ、不機嫌な人間――ましてや殺し屋である加賀井の傍に行くのは気がすすまない。今日はこのまま帰ってしまいたかったが、時間を置くとまた面倒なことになることは目に見えていた。それに万が一、このことが原因で別れることになったら、今までの苦労が水の泡となる。加賀井の執着を考えればその可能性は極めて低いが、ないとは言えない。

        　白月は溜め息を吐いて、仕方なく重い腰を上げた。

        　

        　店の出入り口の横で白月を待っていた加賀井だが、白月が追ってきたのを認めるとすぐに歩き出した。

        　脚が長い加賀井が早足で歩くと、自然二人の距離は開いた。加賀井は白月を待つことはなかったが、姿を見失わない程度の歩調を保ち続けた。

        　人が多い街路をしばらく歩くと、不意に加賀井が左へ曲がり、ビルとビルの隙間に入って行った。それが彼の気まぐれなのか、何か意図があるのか分からないまま後を追う。

        　ビルの陰独特の暗さと臭いが薄らと立ち込めたそこは、爽やかな街路とはまるで別世界に思えた。

        　背を撫でる街路の賑わいが少しだけ遠のいてきたところで、加賀井は突然歩みを止め振り返った。彼の歩みを辿っていた白月も足を止めるが、あまりにも突然だったので前につんのめりそうになった。それを支えるようにして、加賀井が白月の腕を掴んだ。ありがとう、と反射的に礼を言う間も与えず、そのままギュッと抱き寄せられた。

        　家の外でのこういった恋人同士の甘い触れ合いを好まない白月は、咎めるように眉根を寄せて加賀井を下から睨んだ。しかし当然、加賀井に怯んだ様子はなく、真っ直ぐ見詰め返してくる。

        「……キスしてくれ」

        　どこか切羽詰まったような声で加賀井が言った。

        　白月は目を剥いた。街路の賑わいから隔絶されたようなビルの隙間とはいえ、人目がないわけではない。覗き込めば何をしているかぐらい街路からでも分かる。路地裏で交わされる男同士のキスがどういう目を向けられるか、想像に難くない。

        　だが、加賀井にそういった言い訳は通用しない。彼にとって、人の目が白月に対する甘い衝動を抑える理由になることなどあり得ないことなのだ。

        　それに、無理矢理唇を奪うのではなく、街路から外れた人気のない場所でキスを求めるのは、否が応でも白月からキスをさせようとしているからだ。彼の企みを諦めさせるのは容易ではない。ほぼ不可能と言っても過言ではないだろう。

        　こうなったら、彼の要求を呑んだ方が事態の収束は早い。それは今までのことで経験済みだ。

        　白月は少しだけ背伸びをして、加賀井の唇にキスをした。背後に忙しない人の往来を感じながらのキスは、やはり心臓に悪い。

        　もういいだろうと、唇を離そうとしたが、キスの終わりを察知した加賀井がすかさず後頭部に手を回しそれを許さなかった。

        　顔をよじってキスを拒もうとしたが、それ以上の力で後頭部を押さえつけられ、唇の隙間からは舌を入れられた。前も後ろも包囲され、逃げ道を断たれる。藻掻けば藻掻くほど舌は深く交わり、執拗に絡んできた。

        　咥内をたっぷり味わい尽くすと、加賀井はようやく唇を解放した。唾液で濡れた唇に、恍惚の滲む吐息が吹き掛かって、キスで甘くぼんやりとなった意識がキュッと竦み上がった。

        　非難を込めて睨むより早く、加賀井が口を開いた。

        「……俺の前で他の男といちゃつかないでくれ。嫉妬で頭がどうにかなりそうだ」

        「……は？」

        　痛切な響きを含んだ加賀井の言葉に、白月は目を丸くした。

        　恐らく山下とのことを言っているのだろうということは予想はつくが、誰がどう見てもあれは普通の会話であり、それをいちゃついていると捉えることが理解できなかった。

        「いちゃつくって……確かに久しぶりに会ったから嬉しくてテンションは上がったけど、いちゃついてはいないだろう」

        「いや、いちゃついていた。白月は楽しそうに笑うし、山下は馴れ馴れしく白月の頭は撫でるし……」

        　加賀井は憎々しげにそうい言って、白月の髪を撫でた。その手つきは愛撫というよりは、汚らわしいものを払い除けるような忌ま忌ましさに満ちたものだった。まるで髪を鋭いナイフで撫でつけられているような心地だ。

        　不穏な手つきに身を竦ませていると、不意に顎を掴まれ上を向かされた。闇を閉じ込めたような黒い双眸がじっと白月を見下ろす。瞳の中の自分がごくりと息を呑んだ。

        「……白月、約束してくれ。俺以外にあんなに可愛い笑顔を見せたり、体を触らせたりしないでくれ。俺の前ではもちろん、俺のいないところでもだ」

        　頬を手で撫でさすりながら加賀井が言う。言葉自体は恋人たちの戯れのような睦言の体を成しているが、その奥に潜む重く暗い感情は隠せていない。むしろ言葉だけが睦言の体を成しているために一層歪さを増し、嘘でも頷くことを躊躇わせる。

        　だからといって拒むことももちろんできない。それは伊巻との契約があるからではない。彼を拒絶することがどんなに危険なことか、本能的に察しているからだ。

        　従順で賢明な返答を促すように、唇を指でなぞられる。白月は怯えを奥歯で噛み殺して、ゆっくりと頷いた。

        　その様子を認め、至極満足そうに加賀井は目を細め、ようやく白月を毒のように重い拘束から解放した。

        「よかった。じゃあこれは消していいな？」

        　スマホを取り出し、画面を差し向ける。そこには山下の名前と連絡先が表示されていた。

        「消していいならここを押してくれ」

        　コンコン、と指先で画面を叩く。そこには視覚的にけたたましい赤色で『連絡先を削除』と書いている。赤い文字が警告している。その選択で間違いないか、と。

        　画面の前で躊躇する白月の指先をじっと加賀井が見詰める。その目はひどく冷たく無感情だった。

        　山下と会話を交わした時の高揚や喜びを頭の中から振り払って、赤い文字を指先でタッチした。画面の向こうで、加賀井の唇が微かに吊り上がる気配がした。

        「……よし、それじゃあ家に帰ろうか」

        　何事もなかったかのように加賀井はスマホを仕舞い、白月の手を取り歩き始めた。

        　白月は手を引かれるまま、加賀井の後に付き従う。明るい街路に出てからも、しばらく目の前から赤い文字が焼き付いて離れなかった。

        　

        


    

    
        番外編　殺し屋は浮つく心を許さない　
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        『好きなタイプは？』

        　プロフィールカードの何気ない質問に、どきりと心臓が小さく跳ねた。その質問がなぜか加賀井を思い起こさせたからだ。

        　思わず顔を上げ、辺りを見回すが、木調で統一された小洒落た店内に加賀井の姿はなかった。

        　加賀井に黙ってきたからいなくて当然なのだが、ほっと胸を撫で下ろす。

        　白月は小さなバーで開催されている街コンに参加していた。もちろん恋人を探すつもりは毛頭ない。加賀井の嫉妬深さを考えれば、こんな場所には一秒だっていたくない。それでも加賀井に黙ってまで参加しているのは理由がある。

        　それは、一昨日のことだった。

        　

        「頼む！　街コンに参加してくれないか？」

        　電話の向こうの必死な表情が容易に想像できる声は、以前勤めていた会社の元上司、河口宏典(かわぐちひろのり)のものだった。

        　河口は入社した当初からよく白月の面倒を見てくれた。明るく、優しく、仕事もでき、まさに理想の上司だった。入社してまだ間もない頃、大きなミスをした白月を責めることなくフォローしてくれたのも彼だった。

        　友人らとバーを立ち上げるため、一昨年に退職したのだが、河口が退職してからも、相談したり愚痴ったりするために、彼の経営するバーにちょくちょく顔を出しており、未だに交流は続いていた。

        「実はさ、俺のところが主催でやる街コンが明後日あるんだけど、急にキャンセルが三人も出てさ。さすがに三人足りないのはまずいんだよ。それで今、急遽参加してくれる人を探してるんだけどなかなかいなくて……」

        　なかなか参加者が見つからないのだろう。事情を説明する河口の声は疲れ切っていて、いつもの明るさがない。

        　お世話になった河口さんの頼みなら喜んで、と言いたいところだが、脳裏をよぎる加賀井の影が、口を噤ませた。

        　白月が他者と交流するのをあまり快く思わない嫉妬深い恋人が、街コンなどという出会いの場へ赴くことを許すはずがなかった。事情を話したところで絶対首を縦に振らないことは目に見えている。

        　しかし困っている河口の頼みを無碍に断るのも躊躇われ、返事に困っていると、

        「もちろん参加費はいらない。好きなだけ飲んで食ってくれ。あともしあれなら瑠璃ちゃんには俺から話しておくから」

        　畳み掛けるように言う河口の言葉に、心臓がどきりと跳ね上がった。

        　河口には瑠璃と付き合った当初、バーに連れて行き紹介したのだが、その後のことは話していなかった。女に騙されて借金を背負わされ、その上会社をクビになったなど、情けなくて言えるはずがない。

        「あ、いや、瑠璃のことは気にしなくて大丈夫です」

        　咄嗟に嘘を吐いたが、情けなさにより拍車をかけるだけで、胸が重くなった。

        「じゃあよかった。でももし瑠璃ちゃんとそのことでケンカになったら俺が土下座して謝りに行くから」

        「ははは……、どうもありがとうございます」

        　少し明るくなった河口の声に、ますます断りづらくなった。

        　どうすべきか迷ったが、世話になった河口の頼みはやはり断れないという恩義の情と、瑠璃のことを隠している後ろめたさ、そしてたった数時間くらいのことなら加賀井にバレることはないだろうという楽観的な考えから、ついに白月は頷いたのだった。

        


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　金曜の夜、いつもなら仕事帰りを装って、加賀井の家に行くのだが、今日は「取引先との飲み会」と言って街コン会場に来ている。

        　特に怪しんだ様子もなく「大変だな」とこちらを気遣う加賀井に、上手く騙せてほっとすると同時に、少しだけ後ろめたさを覚えた。

        　その後ろめたさが亡霊のように消えず脳裏にいるためだろう、ちょっとしたことで加賀井のことを思い出し、その度に思わず辺りを見回してしまう。

        　街コン開始十分前とあり、席もだいぶ埋まって来ていた。受付でもらったプロフィールカードに記入しているためほとんどの人が下を向いている。白月の前に座る女性もそうだった。

        　初対面の人間との会話があまり得意でない白月にとって、それは有り難いことだった。

        　バーには何度か来ているが、今日は街コン仕様なのか、少しテーブルの配置が違っていた。窓側の席に女性が座り、テーブルを挟んだその向かいに男性が座る形だが、普段よりも二人席を多く要するため、違う場所から持って来たのだろう種類のテーブルが混じっている。隣は正方形のテーブルなのに、こちらは丸テーブルで、それぞれのテーブルの間に微妙な間ができていた。

        　その頓着のなさから、河口の大雑把さを思い出して苦笑していると、カツン、と靴先に何かが当たった。

        　テーブルの下を見ると、床にボールペンが落ちていた。

        「あ、すみません……」

        　自分の前に座る女性が焦ってテーブルの下に手を伸ばすが、ペンは白月側に転がっている上、窓辺側の席はテーブルとの距離が少し狭く、余計取りにくそうだった。

        「どうぞ」

        　白月が取って渡すと、女性は小さな声で「すみません……」と言って受け取った。その手は少し震えていて、緊張していることがよく分かった。小柄で大人しそうな黒髪の女性で、不安と緊張が漂う目元は少女のようなあどけなさがあった。

        「狭くないですか？　もう少しテーブルをこっちに寄せましょうか」

        「あ、いえ、大丈夫です。ありがとうございます」

        　素直さを感じさせる柔らかな笑みを浮かべて頭を下げる彼女に心が和む。河口に頼まれたこととはいえやはりこういった場は苦手な白月にとって、近くの席に座る人間の人柄は重要だ。彼女ならば、安心して話せそうな気がした。

        　再びプロフィールカードへ記入し始めた彼女に、そういえば自分もまだ途中であることを思い出し、カードに向き合う。

        『好きなタイプは？』との設問に、何となく前に座る女性のことが気になって「物静かな人」と書きそうになったが、加賀井に訊かれた時とまんま同じ答えになっていることに気づいた。つきまとう加賀井の影が鬱陶しくなってきて、それを振り払うように「嫉妬深くない人」と力強く書き殴った。

        　

        　主催者である河口が司会を務め、簡単に注意事項や今日の流れを一通り説明すると、まずは十分ごとに男が席を移動して全員と話すという、いわゆる回転寿司型トークに入った。

        　ぎこちなく互いに笑みを交わして、カードを交換する。

        　紺野(こんの)いちか、二十六歳、事務員、趣味は読書、好きなタイプは優しい人……ひとまずざっと目を通していると、目の前で同じくカードを読んでいる彼女がくすりと笑った。

        「なんか変なこと書いてました？」

        　少し焦って訊くと彼女は慌てて首を振った。

        「すみません、笑ってしまって。全然変なことは書いてないんですけど、好きなタイプが嫉妬深くない人ってあって、きっと前に付き合った人がよっぽど嫉妬深くて苦労したんだろうなぁと思って」

        「はは……、まぁ、そんな感じです」

        　まさか今もその嫉妬深い恋人に現在進行形で悩まされているとは言えず、笑いが引き攣る。

        「気を悪くされたらすみません。でも私も前に付き合っていた人が嫉妬深くて大変だったんです。だからなんか親近感が湧いて」

        　影のある苦笑を零す彼女に、白月の方も親近感を覚えた。

        「きっと紺野さんが可愛いから心配だったんでしょうね」

        「そんなんじゃないですっ。私、全然モテないのに、会社の男の人と飲みに行っただけですごく怒って。しかも二人きりじゃないのに」

        　当時の理不尽さを思い出してか、彼女は頬を膨らませた。

        「あー……、でも分かります。俺も全然モテないのに、普通に話すだけでも勝手に勘違いしてヤキモチ焼いて……」

        「分かります分かります！　それで全然私も向こうもそんなつもりはないよって話しても全然聞き入れないし」

        「そうそう、思い込みが強くて、向こうが絶対俺を狙ってるみたいなありえないことを断言するんですよね」

        「わー！　分かる分かる！　分かりすぎます！」

        　興奮気味に声を大きくしたいちかに両テーブルから反射的に視線が向けられ、彼女はハッとしたように身をすぼめた。

        「す、すみません、声が大きくなっちゃって」

        　恥ずかしそうに声を小さくして彼女が謝った。

        「いやいや、全然気にしないでください。むしろ分かってくれる人がいて嬉しいというか」

        　事情が事情なので加賀井への不満を誰にも話せずにいたので、こうして共感して話し合えるのは素直に嬉しかった。

        「私もです。友達に愚痴っても、彼がイケメンだったこともあって惚気としか思われなくて……」

        「吐き出せないのって辛いですよね」

        「そうなんです。でもまさか街コンで元彼の愚痴を言えるなんて思ってもいませんでした」

        「俺もです」

        　最初の緊張など吹き飛んでしまったように楽しそうに笑う彼女につられて白月も笑った。

        「あ、街コンらしいことも話さないとですね。えっと、趣味のところ読書って書いてますけど、どんな本を読むんですか？」

        「小説と漫画をよく読みます」

        「あ、俺もです。紺野さんは漫画はどんなの読むんですか」

        「少女漫画から少年漫画までなんでも読みますよ。でも一番好きな漫画は『ババコン』っていう昔のギャグ漫画なんですけど……」

        「え！　俺も！　小学生の頃から『ババコン』ファン！」

        　思わぬ同志発見に嬉しくなってついタメ口になったが、彼女は全く気にしておらず「うそ！」と口元を両手で覆って興奮気味に目を輝かせていた。

        「うわぁ、すごく嬉しいです！　なかなかこの漫画知ってる人自体が少なくて……」

        「分かる分かる。本当にだからこそ同志に出会えた時の喜びは格別ですよね」

        「分かります」

        　しみじみとお互いに頷き合っていると、

        「はーい！　それでは十分経過したので席替えですー！」

        　司会の河口がマイクを通して、制限時間を告げた。

        　せっかく同志を見つけたのでもっと話したかったが、ルールを破るわけにもいかず名残惜しい気持ちで席を立つ。

        　それはいちかも同じだったようで、立ち去る間際「よかったら、またあとでゆっくり話してください」と声を掛けてくれた。

        　正直なところ、こういった場で異性とここまで会話が盛り上がったことのない白月は、今までにない好感触に思わず心が躍った。

        　

        　一通り全員と話し終わった後、一列に並んだテーブルは店員たちによって動かされ、立食型のパーティーに移行した。

        「それでは、今からはフリータイムに入ります！　さっき話して気になる人がいたらじゃんじゃん話しかけてください！」

        　司会者がそう言い終えると、店内の音楽のボリュームが大きくなった。

        　戸惑いが辺りに漂い少しぎこちなくなったが、勇気ある一人が動くと、それにつられるように男たちが徐々に意中の女性の元へ散らばっていった。

        　何となく白月はいちかの姿を探したが、彼女の隣にはすでに先客がおり、垢抜けた若い男と楽しげに話していた。

        　せっかく出会えた同志だったので、できればゆっくり話したかったのだが、桜である白月が真剣に出会いを求める人間を差し置いてでしゃばるわけにはいかない。一人になっている女性がいないことを確認してから、白月はカウンターの席に腰を下ろした。

        　すると河口がすす、とこちらにやって来た。

        「悪いな、無理を言って来てもらって、はい、これサービス」

        　河口は詫びながら、白月がいつも注文するお気に入りの酒をテーブルに置いた。今日は飲み放題ではあったが、メニューが限られていたので馴染みの酒に思わず頬が緩む。

        「ありがとうございます。でも河口さんにはずっとお世話になっていたので役に立ちたかっただけなんで、全然悪いことないですよ。酒までおごってもらってむしろラッキーです」

        「お前ってやつは本当にいい奴だな……！　面倒見ててよかった」

        　感激した風に言って、大げさに腕で目元を拭う河口に、白月は苦笑する。

        「大げさですよ。ところでキャンセルがあった分の補充は間に合ったんですか？」

        「いや、お前を入れて二人だけしか集まらなかったけど、女の子も一人キャンセルが出たから、男女ちょうどの人数になったんだよ。本当によかった。やっぱり女の子がひとりあまるっていうのはよくないからなぁ」

        「男だってあまったらつらいですよ」

        「あはは、経験者は語るってか」

        　豪快に笑うと、河口はカウンターの向こうに手を伸ばして飲みかけのペットボトルを取った。

        「ところでいい子いた？　……って瑠璃ちゃんに怒られるか」

        　ペットボトルの水を一気に飲み上げてから、河口が訊いてきた。

        　いい子、と言われて咄嗟にいちかの顔が浮かんで慌てて頭を振る。

        「そうですよ、怒られますよ。今日来るのだって大変だったんですからね」

        「そうかそうか、ごめんごめん。今度また二人で店来た時にたっぷりサービスするからさ」

        　そう言うと、ぽんと軽く肩に手を置いてから河口は席を立ち他のスタッフの元へ向かった。

        　河口にいつか本当のことを打ち明けなければと思いながら、溜め息と共に酒を飲み下していると、

        「あの、お隣いいですか」

        　背後から控えめに声を掛けられ振り向くと、いちかがにっこりと笑って立っていた。

        　まさか彼女の方から来てくれるとは思っておらず驚く。

        「あ、どうぞどうぞ、座ってください」

        　戸惑いと嬉しさでどぎまぎしながら答えると、いちかは隣の席に腰を掛けた。

        「よかった、白月さんが一人でいてくれて。ババコンの話したかったんです。もう正直、ずっとそのことばっかり考えていました」

        　照れ臭そうに、けれど生き生きとした声で言いながら彼女が笑う。

        　街コンで好意的に接してくれる女性ということで、瑠璃の影が胸をかすめて警戒しないでもなかったが、媚びるような甘さのない素朴で屈託のないその笑みは恐らく人を騙すような狡猾さとはまるで無縁に思えた。

        「よかった、俺も話したくてうずうずしてました」

        「ふふふ、じゃあ今夜はババコンについてじゃんじゃん語りましょう」

        　嬉しそうに言って、彼女は店員にカシスオレンジを頼んだ。

        「それじゃあ、同志に出会えた奇跡に乾杯ってことで」

        　彼女が運ばれたグラスを持ち上げて白月へ差し向ける。

        「うん、乾杯」

        　カラン、とグラスとグラスがかち合う心地よい音を聞きながら、白月は頬を緩めた。

        　

        　彼女との会話は予想以上に盛り上がった。お互い人見知りする性格だということが嘘のようだ。

        『ババコン』というマイナーな漫画の数少ない同志ということで興奮しているのもあるが、彼女とは笑いのツボなどの感性も近いと感じた。

        　彼女の口から出てくる言葉には爽快な共感しかなかったし、また彼女も同じ気持ちのようで、白月の言葉に深く頷き、時には声を上げて笑った。

        「でも今日は参加してよかったぁ。まさかババコン好きな人と会えるなんて、家出る時には思いもしなかった」

        　すっかり意気投合して互いの言葉からいつのまにか敬語は消えていた。

        「俺もまさか会えるとは思ってなかったよ」

        「しかも話がすごく合うし、ほんとラッキー」

        　少し顔を赤くして甘い酒を口に運びながらにこにこと笑う彼女に、可愛い酔い方をするなぁと愛しさにも似た甘く淡い感情を抱く。

        「前に、オフ会に参加したことがあったんですけど、同じババコン好きの人でも全然話が合わなくてがっかりしたんです。同じ漫画の話をしてるはずなのにちっとも盛り上がらなくて」

        　いちかはその弾まない会話を思い出してげんなりするように溜め息を吐いた。

        　彼女の言葉に、ふと加賀井のことを思い出した。彼も『ババコン』を読んでいるが、こんな風に共感し合ったことは一度もない。けれど、加賀井のズレた感想に対していちかのようにがっかりすることはなかった。むしろ腹を抱えて笑うことすらあった。

        　嫉妬深さは恐ろしいが、そういった可愛らしい一面もあるものだから全くおかしな男だと内心で苦笑していると、

        「ふふふ」

        　いちかが酔いに浮かされた楽しげな笑いを零す。

        「どうしたの？」

        「ううん、べつに。ただ今日白月さんと会えて本当によかったなぁって思って」

        　女のしたたかな打算や企みを持たない少女のような純粋な笑みでもって彼女が言った。なのにほろ酔いの潤みを帯びたその瞳に鼓動が速まって、どうしようもなく劣情を煽られる。

        　乾いた喉にごくりと無意識に唾液を送り込む。

        「あ、もしよかったら連絡先教えて。白月さんとは気が合いそうだから今度漫画オススメ会したいな」

        　スマホを取り出し楽しそうに提案する彼女の言葉に少し迷った。もちろん彼女とは好みが合うので、その提案は胸が躍るほど魅力的だった。しかし、加賀井のことを思うと軽い気持ちで頷くのは躊躇われた。

        　ただの友人として付き合うならば、嫌な顔はするだろうが加賀井も黙認するだろうし、そもそもそこまで口出しする権利もない。

        　だが、こんなにも気が合い可愛らしい彼女に、自分が恋愛感情を抱かない自信がなかった。

        「……あ、ごめんなさい、急に困りますよね。つい嬉しくて調子に乗ってしまいました」

        　返事に迷っている白月に拒まれたと思ったのか、恥ずかしそうに、そして悲しげにいちかはスマホを仕舞おうとした。敬語に戻ってしまった彼女に寂しさと申し訳なさを覚えて、気づけばその手を掴んでいた。

        「全然困ってなんかないっ。ただ、少し驚いただけというか……」

        　目を丸くするいちかに、つっかえながらも決して連絡先の交換が嫌なわけでないことを伝える。

        「だから連絡先よかったら……」

        　続く言葉をスマホのバイブ音が遮った。唸るように鳴り続けるテーブルの上にあるそれに目を遣る。

        「……っ」

        　画面上の『加賀井』の三文字を認めた瞬間、全身を駆け巡るようにぶわりと鳥肌が立った。心臓が変形してしまったのではないかというようなひしゃげた鼓動が胸を打つ。

        「あ、どうぞ気にせず出てください」

        　なかなか電話に出ようとしない白月に、自分に遠慮しているのだと思ったのだろう、いちかが言った。

        「あ、ああ、うん、ありがとう。じゃあちょっと出てくる……」

        　本当は出たくなかったが、後のことを考えるとここで電話を無視するのは賢明ではない。

        　しつこく鳴り続けるスマホを手に持ち、席を離れた。

        　店内の音楽があまりうるさくない入り口付近に行ってから、震える体を宥めるように深呼吸を数回繰り返して電話に出た。

        「ごめん、出るのが遅くなって。店の音がうるさくて気づかなかった」

        　声の震えを押し殺すようにして、なるべくゆっくり慎重に話す。肥大した鼓動が喉の手前まで迫ってくる。

        『こっちこそごめん。飲み会の時に電話して』

        　白月の緊張に反して、加賀井の声は普段と変わらない淡々としたものだった。そのことに少しだけほっとしたのも束の間、続く加賀井の言葉に胸の底がひやりと冷えた。

        『ちょっと用事で街まで出てるから、もしよければ飲み会終わってからどこかで合流できないかと思って』

        　この街に加賀井がいる――。その事実に、ぐにゃりと心臓が捩れた。

        　反射的にガラス張りの店の出入り口から外を見る。店の前を行き交う人々の中に加賀井の姿はない。

        　それでも不安で白月は店の扉に背を向けた。

        「……へぇ、そうなんだ。今どの辺にいるんだ？」

        　何とか平静を装いながら、探りを入れる。

        『駅の近く』

        　加賀井の返答に少しだけほっとした。この店は駅から徒歩で二十分はかかる。

        『白月のいる店は駅から遠いか？　店の名前を教えてくれたら近くまで行って待っとく。繁華街は変な奴が多いし』

        「え！　いや、来なくていいよっ」

        　加賀井の申し出に慌てて首を振ってからハッとする。こんなに慌てては、隠し事があると言っているようなものだ。

        　落ち着けと自分に言い聞かせながら口を開く。

        「あ、気遣ってくれたのにごめん。実は飲み会が盛り上がって、二次会も参加しないといけない流れになってさ。お得意さんも一緒だから帰るわけにいかないし」

        　全く参ったよ、といかにもこの展開が不本意であるように嘘を連ねる。

        『そっか、大変だな』

        　意外にもあっさりと引き下がった加賀井にほっと胸を撫で下ろした。

        「ごめんな、せっかく誘ってくれたのに。明日は休みだから、加賀井の家に行かせてもらうよ」

        　嘘を吐いている後ろめたさからというより、相手の意識を今から明日へ向けようという姑息な考えから、宥め媚びるように言った。

        『ああ、分かった。忙しいところすまなかったな。最後にひとつ聞きたいんだが、白月の行っている店はなんて名前だ？』

        　まさか店まで来るつもりではないだろうかと不安が胸によぎる。

        「あー……、なんか難しい文字で読めないんだよなぁ」

        　事実、河口の店の名前は『Ich　bin　dicht』と洒落ているが日本人には馴染みのないドイツ語で、大概の人間は読み方が分からず音にするのを躊躇う。カタカナに弱い白月も憶えるのに苦労した。

        　不用意なことを零さないよう話を打ち切ろうとしたところで、背後から、チリン、と扉のカウベルの音がした。

        　喫煙は外でとなっているので、街コンに参加している喫煙者が戻ってきたのだろう。白月は振り向かないまま、邪魔にならないよう壁際によけた。

        「俺、外国語の店の名前ってなかなか憶えられなくて。まぁ店の人に聞いてまた明日にでも教え……」

        「Ich　bin　dicht」

        　白月の言葉を遮るように、加賀井が馴染みの店の名を滑らかに発音した。

        　しかもその声は電話の向こうから届いたものではなかった。

        　重苦しいほど輪郭のはっきりとした気配が白月の背後に立つ。助けを求めて行き止まりの壁を死に物狂いで叩き続けるように激しく鼓動が胸を打つ。

        　体が石のように固まって動かない。なのに体のいたるところに汗が滲んで、今いる場所が現実であることを嫌というほど分からせてくる。

        「ドイツ語でベロベロに酔う、という意味だ」

        　耳元で、いつか河口が教えてくれた店の名前の意味を囁かれる。電話はとうに切れていて、ツーツー、と規則的な電子音がスマホと耳の間の隙間に冷たく響いている。

        「……白月、こっち向いて」

        　感情の読めない声で加賀井が言った。凄みをきかせているわけでも、高圧的なわけでもなかった。平板な口調にも関わらず、その言葉に逆らうという選択肢はなかった。

        　ゆっくりと、骨や筋肉が軋むようにぎこちない動きで振り返る。

        　分かっていたことなのに、後ろに立つ加賀井の姿を認めた瞬間、氷海に沈められたように全身の血が固まった。

        「駅にいるって嘘をついてごめん。……でも白月も嘘をついてたんだから問題ないよな」

        　皮肉っぽく言って口の端を歪ませる。嫌味な言葉選び、嘲りを含んだ声、こちらを見下ろす冷たい瞳……彼の全てが白月を責め、静かに、しかし苛烈な怒りを露わにしていた。

        　ぶわり、とおびただしい数の鳥肌が全身を覆った。

        「う、嘘ついて、ごめんっ、でも決して出会いを求めて街コンに参加したわけじゃなくて、河口さんに頼まれて、あ、河口さんって俺の元上司で、どうしても出てほしいって頼まれて、前にすごいお世話になった人だから断れなくて……」

        　気づけば頭を下げ、支離滅裂寸前の拙さで弁解を連ねていた。

        　話の着地点も分からないまま、許しを得るためただひたすらに口を動かし続けた。

        　喉も舌もすっかり干上がって、言い訳を連ねるほどに口内の乾いた粘膜に舌が引っかかって言葉がつまずく。

        　口を挟むことなく、黙って白月の弁解を聞き続ける加賀井だが、それが彼の心に少しも響いていないのは冷たい表情を見れば明らかだった。

        　気づけば弁解の材料も言葉も尽き、沈黙が重苦しく胸にのしかかってきた。

        「……言い訳はそれだけか」

        　蔑みをありありと含んで薄く笑うと、加賀井は白月の腕を強く引いて店のトイレに入った。

        　後ろ手でかけた鍵の音に逃げ場を完全に失ったことを悟り、ごくりと唾を飲み込んだ。

        　反射的に後ずさったが、すぐに洗面台にぶつかって狭い空間に二人きりであることをさらに自覚して体が竦んだ。

        「……いい女はいたか？」

        　加賀井が立ち塞がるようにトイレの扉に背をもたれて訊いてきた。

        　白月は縋る思いで、激しく首を横に振った。

        「い、いないっ。というか、本当にただ頼まれて来ただけだからそんな目で女の子を見てないし、それに、俺には加賀井がいるから……」

        　媚びるように言って、どうにかこの場をとりなそうと、加賀井が好みそうな言葉を選ぶ。けれどそんな浅はかなごますりは見透かされているようで、加賀井は嘲るようにして唇を歪ませた。

        「どうだかな。さっき小さい女とやけに楽しそうに話していたじゃないか」

        　追い詰めた獲物を甚振るような残忍さが感じられるひどく冷たい声で加賀井が言った。小さい女というのがいちかのことを言っているのだと分かった瞬間、ぞっと鳥肌が背中に走った。

        「どうしてそれを……？」

        　取り繕うより、恐怖のあまり率直な疑問が口から零れた。

        「窓から見えた。随分仲良さそうだったじゃないか」

        「ち、ちがう……っ、あれは『ババコン』の話が盛り上がっただけで全然恋愛系のあれじゃないから」

        　彼女との間になんら甘い感情はないことを強調するために『ババコン』の話を出す。しかし、それは大きな間違いだった。

        　一瞬にして、加賀井の纏う空気が変わった。禍々しいまでに重く苛烈な悋気の炎が、皮膚にひりひりと感じられる。自分が失言したことには気づいたが、何が怒りのスイッチを押したのかは分からず、ただただ狼狽えるしかなかった。

        　目に見えるほど怯えきって震える白月など構わず、加賀井は白月を個室のトイレに押し遣った。そして自分も中に入ると、白月の体をぐるりと反転させ、背後から覆い被さるように抱きついてきた。

        「白月……、あんまり俺をイライラさせないでくれ」

        　耳朶に噛み付かれるのではないかと不安になるほど近くで、苛立たしげに囁かれる。

        「ご、ごめ……っ」

        　意味も分からずとりあえず謝る白月だったが、下着の中に無遠慮に手を突っ込まれて言葉の途中で息を呑んだ。

        「ちょ、ちょっと、加賀井！　ここ店の中だぞっ」

        　白月のものを乱暴に掴んで扱き始めた加賀井に、堪らず制止をかける。しかし加賀井の手は少しも止まる気配はなく、ぐちゅぐちゅと水音が不気味なくらいに鮮明さを増していくばかりだった。

        「か、かが、い……っ、やめ、て……」

        　本当にこんな場所でやめてほしいのに、懇願する声に知らず媚びるような甘さが滲んでしまう。

        　加賀井は黙ったまま白月のものを扱き続けた。熱と微かな興奮を滾らせた吐息が耳元に吹きかかる度に、腰に甘い痺れが広がった。

        「……ふ、っ、ぁ……ん」

        　加賀井の手は白月が気持ちよくなる方法を知り尽くしていた。動きに緩急をつけたり、先端に甘噛みするように爪を立てたりと、白月を快感の渦へと突き落とす。

        「ン、ぁ……ッ」

        　白月は加賀井の手に翻弄されるがままに呆気なく精を加賀井の拳の中に吐き出した。

        　吐精後の爽快感に陶然となっていた白月だったが、次第に冷静になった頭が、壁の向こうに鈍く響く店の音楽や人の気配を拾い始めてハッとした。

        「か、加賀井、とりあえず、ここから出よう」

        　宥めるように言いながら振り返るが、加賀井は答えず、白月のものから溢れたものを指に絡め、そのまま窄まりへと押し入れた。

        「……ッ！」

        　乾いたそこに塗りつけるように卑猥に動かす指に、加賀井が何をしようとしているかは明らかだった。

        　サッと全身から血の気が引いた。

        「加賀井っ！　だ、だめだってこんなところで、ん……っ」

        　必死に制止しようとするが、そこを弄られた先に待つ快感をよく知る体は、言葉とは相反した歓喜するような甘い声を漏れさせる。

        　当然、加賀井の手も止まるはずがない。

        「ご、ごめん……ッ、もう加賀井に内緒でこんなところ来ないからっ。今日は、もう帰るから……！」

        　泣き縋るような声で懇願すると、意外な答えが返ってきた。

        「別に無理して帰らなくていい」

        「え……？」

        　今までの嫉妬心を剥き出しにした言動が嘘のような言葉に、白月は驚いた。

        　さらに加賀井は、窄まりを淡々と弄っていた指をあっさりと引き抜いた。

        「せっかく話が盛り上がったんだ、ゆっくりすればいい」

        　加賀井らしくない寛容な言葉に戸惑う。何か裏があるのではないかと怯え混じりの疑念は消えなかったが、とりあえずここでは何もするつもりはないのかもしれない、とひとまず彼の怒りが収まったことにほっとした。

        　しかし、

        「……ッ！」

        　突然、窄まりに固い何かが突っ込まれ、安堵した体が一瞬にしてまた強ばった。中に入れられたそれは妙な凹凸に覆われていて、微弱な振動を発しながら蠢いていた。

        　それが何なのか察せられないほど、白月も無知ではない。ヴヴヴ、と肉の内に響く卑猥な機械音にかたかたと全身が震えた。

        　急いでそれを取り出そうと下着へと手を伸ばしたが、すぐに察した加賀井がその手を掴み、容易く両手とも腰の辺りでひとまとめにして拘束した。

        「はっ、はなせよ！」

        　加賀井の拳の中から逃れようと藻掻くがびくともしない。中で蠢くものが陰湿な速度で奥の熱を燻らせる。

        「ぃ、いやだっ、か、かがい……っ、これ、だして……んッ」

        　喘ぎを押し殺しながら振り返って必死に懇願するが、加賀井は薄く笑うだけだった。

        「だめだろ、そんな可愛い声を出したら、男なのにここがえっちなのバレてしまうぞ」

        「ぁ、ん……っ」

        　背後から覆い被さって窄まりに入っているものをズボンの上からとんとんと指先で叩かれる。それだけで白月の先に蜜が滴った。

        「あ、ズボンに少し染みができてるな。でも店の照明も暗いし、ズボンも黒で目立ちにくいから大丈夫だろ。まぁそれで引くならその程度の女ってことだ」

        　染みになったズボンの部分を指先でくるくると触れる程度に触りながら加賀井が言った。

        「ふ、ぁ……っ」

        　外からも中からも、微弱な刺激のみを与えられてもどかしさで頭の中がどうにかなりそうだった。もういっそのこと激しくむちゃくちゃに犯されたいと思うくらいに、焦れったい刺激に追い詰められていた。

        「もちろん俺は白月がお漏らししても絶対引いたりしないからな」

        　見当違いな慈愛と女への優越感を滲ませながら言って、首筋にちゅ、ちゅとキスを落とす。その柔らかな感触に「あッ、ふ……っ」と声を甘く揺らす白月を見下ろしながら加賀井はくすりと笑った。

        「そろそろ戻らないとな。男は女を待たせたらいけないらしいからな」

        　甚振るような意地の悪い囁きを耳朶に吹きかけると、加賀井は白月の腕を引いてトイレの個室から出た。そして手を洗ってから、トイレの扉を開けた。

        　壁越しに聞こえていた店の音楽やざわめきが鮮明になって、怯えるように窄まりがきゅっと縮こまった。

        「俺はそこで待ってるから、ゆっくりしてくればいい」

        　殊更優しく言うと、とん、と背中を軽く押して白月をトイレから出した。中に入っているもののせいで足取りが不安定で、前のめりに倒れかけたが何とか持ち堪えて後ろを振り返る。

        　加賀井はトイレの横の壁にもたれかかって、監視するようにじっとこちらを見ていた。店の出口は加賀井の向こうにある。

        　店から出ることも、トイレに行って中に入っているものを取り出すことも許さないということだろう。

        　こんな状態でいちかの元に戻りたくなかったが、このままここで立ち尽くしていても事態は何も変わらないだろう。むしろもたもたしていたらもっとひどい仕打ちを受けるかもしれない。

        　白月は仕方なく重い足取りで店の中へと向かった。

        　　この状態では絶対に最後まで参加するのは不可能だ。途中で抜けるのは感じが悪いかもしれないが、体調が悪いということにして早退させてもらおうと河口の姿を探す。

        　幸いにも、司会者役で目立つ格好をしている彼はすぐに見つかった。

        「か、河口さんっ」

        　河口の元に急いで駆け寄る。脚を大きく開くと中に入っているものが肉壁にこすれて、思わず喘ぎが漏れそうになったが、寸前のところで飲み込んだ。

        「お、白月どうした？」

        「あ、あの、ッ、申し訳ないん、ですけど、体調が悪くて……今日は帰ってもいいですか？」

        「え！　それは全然いいけど、大丈夫か？」

        「は、はい、大丈……ッ」

        　心配そうに訊いてくる河口に気を遣わせないよう答えようとしたところで、中の振動が一段と強くなった。不意の快感に悲鳴を上げそうになったが何とか耐え、その場にうずくまった。

        　うねりを打って押し寄せてくる快感に、呻き声のような吐息が口から零れ出る。

        「お、おい、大丈夫かよ」

        　腰を屈め河口が気遣わしげに背中をさする。卑猥な意味を微塵も含まないその手つきにすら肌がざわめいて、吐く息が震えた。

        「だ、大丈夫です……ッ、昨日からちょっと悪くて、それで酒が早く回ってしまったみたいで……」

        　内で渦巻く浅ましさを気取られないよう何とか言葉を紡ぐが、河口の眉間から皺は消えなかった。

        「大丈夫じゃないだろ。汗がすごいぞ。タクシー呼ぼうか？」

        「い、いえっ、いいです……、道で捕まえるんで……」

        「そんな状態で歩け――」

        「河口さーん！　ちょっと来てください！」

        　なおも気遣い食い下がる河口の言葉を遮ったのは、若い店のスタッフだった。それは声だけでも、何かトラブルがあったのだと分かる慌てようだった。

        「河口さん、俺はいいんで、行ってあげてください」

        　こっちは大丈夫だという風に弱々しくも何とか笑みを作って言うと、河口は逡巡しつつも立ち上がり「気をつけて帰れよ。今度何かお礼させてくれ」と言い置いて、自分を呼ぶスタッフの元へ駆けて行った。

        　河口の背中を見送ってから、下腹部をこれ以上刺激しないよう慎重にゆっくりと立ち上がった。

        　このまま店を出ようとしたが、いちかの笑みが脳裏によぎり足が止まった。

        　今まで話していたのに何も言わず帰るのはさすがに失礼かもしれない。もどかしい快感に散々甚振られ頭はくらくらしていたが、彼女に不誠実なことをするのは躊躇われた。

        　一言挨拶するだけ、と自分に言い聞かせながら彼女の座るカウンター席へ向かう。

        「こ、紺野さん……」

        「あ、お帰りなさい……ってどうしたの！」

        　呼ばれて振り向いた彼女は目を丸くした。

        「ごめん、ちょっと体調が悪くなって……。申し訳ないけど今日は帰らせてもらうな」

        「それは全然いいけど、大丈夫？　一人で帰れる？」

        「大丈夫、大したことないから。酒の回りが早くて大げさに赤くなってるだけ。それじゃ今日は楽しかった。ありがとう」

        　気遣わしげないちかには申し訳ないが、早くここから立ち去りたかった白月は、やや早口で礼を言って踵を返した。

        　あとはかえるだけ、あとはかえるだけ……――

        　下腹部の奥で燻る熱に思考までもが溶かされてしまっているのか、頭が上手く回らず、店から出ることしか考えられなかった。

        　急かす心が知らず歩みを速める。しかしただでさえふらついている足がその速さについていけるはずがなかった。

        「……ッ」

        　椅子の脚に足先が引っかかり、その場に倒れてしまった。

        「だ、大丈夫？」

        　いちかが駆け寄って白月の顔を覗き込んだ。

        「あ、うん、大丈夫……、ちょっとつまずいただけ」

        「やっぱりタクシーまで送るよ」

        　気遣わしげに申し出たいちかの言葉に慌てて首を横に振った。

        「いやっ、いいよ、大丈夫だから」

        「ふらついて転んだ人が言っても説得力ないって」

        　くすりと笑っていちかは半ば強引に白月の体を支えながら立ち上がった。

        　店の出入り口で白月を待つ加賀井のことを思い出して、サッと血の気が引いた。いちかに支えられる白月を見た時、自分のみならず、彼女にまで害を及ぼしかねない。

        「いや、本当に大丈夫だからっ」

        「大丈夫、遠慮しないで。私、結構力あるし、それにせっかく見つけた稀少な同志の身に何かあったら大変」

        　こちらを気遣わせないよういちかにおどけるようにして笑った。それは下心の欠片もない、本当に根が優しい人間の善意に溢れたものだった。

        　だからこそ、加賀井の苛烈な嫉妬に彼女を巻き込みたくなかった。どうにかして彼女の善意をやんわりと断らなければと必死に考えるが、疚しい熱で煮立った頭では考えるそばから思考がすぐに煮崩れて溶けてしまう。

        　その間にいちかの足は着々と店の扉の方へ向かって行く。

        　窄まりの奥の卑猥な蠢きやこめかみから頬の横をゆっくりと伝い落ちる汗の感触、加賀井の冷たい瞳、いちかの優しい笑み……それらがぐちゃぐちゃに混ざり合って吐き気が込み上げた。

        「……うっ」

        　口元を手で覆いその場にしゃがみ込んだ。

        「大丈夫？」

        　足を止めたいちかが心配そうに顔を覗く。大丈夫だと答えようとしたが、止めのように玩具の振動が強くなって、その鮮烈なまでに毒々しい快感に危うく男らしからぬ甘い声が口をつきかけた。それを抑え込むようにして口元に当てた手にさらにぎゅっと力を篭める。

        「すごい汗……」

        　いちかは痛ましいものを見たかのような声で言いながら、額にはりついた白月の髪をそっと指先で掬った。その優しい手つきにすら、見境なく欲情する自分が嫌になる。

        「冷たいお水もらってくるよ。だからちょっと待っ――」

        　突如として、彼女の言葉と髪を撫でていた手が止まった。

        　俯く白月の頭上に重苦しい気配を感じて恐る恐る顔を上げる。

        「白月に触るな」

        　いちかの手を掴み、凄みのきいた低い声で加賀井が言い放った。その目は炎のように猛る怒気と氷のように冷たい凶暴性を孕んで彼女を睨み据えていた。

        　女性に向けるものとは到底思えないほど恐ろしい視線に居竦み当惑する彼女の手を無言で振り払うと、加賀井は白月の腕を引いて半ば無理やりに立ち上がらせた。

        「大丈夫か、白月」

        　彼女に見せつけるように甘い所作で肩を抱き寄せて耳元で囁く。その声は彼女に向けたものとは打って変わって、優しく、胃もたれを起こしそうなほどの甘さに満ちていた。

        「よく頑張ったな。辛かっただろう」

        「っ、んぁ、はぁ……ッ」

        　耳朶にキスをしながら下腹部をじっとりとした手つきで撫でられ、思わず聞き苦しい甘い声が漏れた。

        　ハッとしていちかの方を振り向いたが、青ざめた彼女の顔には、弁解の余地など微塵もなかった。

        　キスされる度に耳を濡らす湿った吐息の熱や、奥で悶える疼きを煽るように撫でさする手、そして男のものとは思えない喘ぎ声を彼女に聞かれてしまったという絶望に、抑えていたものが箍が外れたように溢れ出た。

        「ん、ふ、ひぁ、あぁ……っ」

        　媚びるようなあられもない声を上げる白月に加賀井は至極嬉しそうに目元をしなわせた。

        「白月可愛い。でもここでそんな可愛い声を出したらだめだ。俺以外に聞かせないでくれ」

        　優しく咎めるように言って、はしたない声を漏らす口を唇で塞がれた。

        　舌が入ってきて口付けが深くなると、この先の快感を知っている体が疚しい期待に疼いた。それは骨の髄まで染み込んだ条件反射だった。

        「ん……、ふ、……んン……っ」

        　互いの唇の隙間から、淫らな熱を帯びた吐息が零れ落ちる。それを恥じる気持ちはとうに消えていた。自棄になって放り捨てた理性は未だ行方知れずで、白月は与えられる快感を浅ましく貪った。

        　不意に、唇が離れた。物足りない気持ちで加賀井の顔をぼんやりと見上げると、笑みを口元に浮かべた。それは濃厚なキスの名残を帯びてひどく艶っぽかった。

        「そんな顔しなくてもご褒美はこの後たっぷりあげるから」

        　だらしなく開かれた唇を親指の腹で撫でながら加賀井が言った。ご褒美という卑猥な甘さを含んだ言葉に、いつかの快感が呼び戻されて知らず体が歓喜に震えた。

        　その反応に加賀井は満足そうに微笑んでから、白月の肩をぎゅっと抱き寄せ歩き始めた。

        　気になる女の子の前でとんでもない痴態を晒したにも関わらず、羞恥や後悔が襲ってくることはなかった。頭の中は、孔の奥から源泉のように止めどなく湧き上がる絶頂に至らぬ出来損ないの快感をどうにかしてほしいというもどかしさばかりが渦巻いて、それ以外のことについて考えることができなかった。

        　みだりがましい期待を募らせる白月の耳元に、加賀井が不意に唇を寄せた。

        「……でも、ご褒美の前にお仕置きも必要だな」

        　耳の輪郭が唇の熱に飲み込まれそうなほど密着して吹き込まれた声は、冷たく残忍なものだった。しかし怒張した雄根の凶暴な熱に似たものも孕んでいるのも確かで、背筋に走る鳥肌が、恐怖によるものなのか期待によるものなのか白月にも分からなかった。

        　白月は一度も振り返らないまま、店を後にした。加賀井の歩みは心強いほどに迷いのないもので、白月は全てを託すように目蓋を閉じた。

        


    

    
        番外編　殺し屋は恋人の胸の内を知らない


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　お互い出不精ということもあり、デートは専ら加賀井の家で宅飲みすることが多いが、今日は隣町の大型ショッピングモールで『北の味フェア』という催し物をしていたため、夕食の買い出しがてらそこまで出向いた。

        　蟹やウニ、海鮮丼など北海道や東北の特産品の数々に白月の胸は躍った。

        「他に買うものはないか？」

        　一通り店を見た後、加賀井が確認してきた。

        「うん、大丈夫。というか買いすぎたな」

        　加賀井と自分の手を塞ぐ戦利品の数々を見て白月は苦笑した。

        　本当は夕食分とデザートだけと思っていたのだが、試食をして白月が好反応を示せばすぐに加賀井が購入したので気づけば二週間は食に困らないのではないかというほどの量になっていた。

        「そうか？　二人で食べればすぐだろう。もしかして荷物が重いのか？　やっぱり俺が持つ」

        「いやいや！　大丈夫だって、荷物ぐらい自分で持つから」

        　伸びてきた加賀井の手を、慌てて体ごとひねってかわす。申し訳ないことに、懐の寂しい白月に代わって、加賀井が全てお金を出してくれたのだ。その上、荷物まで持ってもらうなんてことはできなかった。

        「でも白月は細いし体力ないからきついだろ」

        「いや、細くないし。これが普通だし。筋肉もちゃんとあるし」

        　加賀井に他意はないことは承知だが、それでも男の矜持を傷つける言葉は聞き捨てならずムキになっていると、

        「あれ？　もしかして白月君？」

        　背後から声を掛けられ、反射的に振り返った。人混みの中こちらを見ている声の主と目が合った瞬間、しまった、と振り返ったことを早々に後悔した。

        「やっぱり白月君だ～！」

        　内心焦っている白月などお構いなしに、女は相好を崩してこちらに近づいてくる。

        「……誰？」

        　隣の加賀井が露骨に不機嫌になって訊いてくる。

        「えっと……」

        　どう答えるべきか言い淀んでいるうちに、女が白月の前までやって来た。

        「久しぶり！」

        「あ、うん、久しぶり……」

        　屈託のない彼女の笑顔に気圧され、口の端をなんとか持ち上げる。

        「なに、その曖昧な笑い。もしかして私のこと憶えてないの？」

        　白月の引きつった笑みに、女が不満そうにむくれた。白月は慌てて首を横に振った。

        「そ、そんなわけないだろ。憶えてるよ」

        　憶えていないはずがなかった。彼女は大学時代に付き合っていた、人生初の恋人だ。

        　出会いはバイト先の飲食店で、彼女――板野律子いたのりつこもそこで一緒に働いており、新入りの白月の面倒を色々と見てくれた。サバサバとした性格だが面倒見がよくみんなに慕われていた。いわゆる姐御肌タイプの女性だ。

        　最初はその歯に物を着せぬ言い方に、内心苦手意識があった白月だったが、次第に慣れてくると、むしろその裏表のない性格が好ましく思えた。

        　アプローチしてきたのは、意外にも彼女からだった。何が琴線に触れたのかは分からないが、食事や映画に誘われ、五回目のデートの時に白月から告白したのだった。

        「よかったぁ、憶えててくれて。なにしろもう最後に会ったの十年前だもんね」

        「そ、そうだな……」

        　ほっと肩で息を吐く彼女に曖昧に笑みを返しながら、加賀井の方をちらりと見遣る。案の定、雲行きのよくない表情をしていて、内心ひやりとした。

        　これは何としても元恋人だと露呈する前に早く立ち去ってもらわねば……。

        「白月」

        　思った矢先に、加賀井が口を挟んできた。

        「この女は誰だ？」

        　あからさまに敵意を剥き出しにした物言いに、さすがの律子も面食らった様子で目を見開いた。

        　しかし、さすがはというべきなのか、律子はすぐに人好きのする笑みを浮かべて加賀井に向き直った。

        「あはは、ごめんね、いきなり話し込んじゃって。ついつい感動の再会にテンション上がっちゃてさ」

        　おふざけで彼女が口にした『感動の再会』という言葉に、冗談が通じない男の眉が神経質にぴくりと動いた。

        　嫌な予感しかせず、白月がフォローに入ろうとした時、

        「私、白月君の元カノの板野律子って言います！　よろしくね」

        　冗談の延長のように軽いノリで暴露した律子に白月は頭を抱えた。

        　律子は悪くないし、悪意もない。ただ事実を口にしただけだ。けれど、隣からピリピリと肌を刺す総毛立つような殺意にも似た黒い波動に、彼女を恨まずにはいられなかった。

        「えっと、白月君の友達？　超イケメンじゃん！　こんなイケメンな友達がいるなら紹介してよー」

        　殺気立つ加賀井に気づいていない律子は、悪戯っぽく笑いながら白月を肘でつついた。

        『昔の彼女に男紹介する奴なんているわけないだろ』

        　笑って返そうとした冗談は、ぐいっと力強く腕を引かれた拍子に飛んでいってしまった。

        「――友達じゃない。恋人だ」

        　肩をぐっと抱き寄せて加賀井が言った。冗談も訂正も入る余地のない至極真面目で、そして威嚇にも似た声だった。

        　今度こそ律子は目を見張って呆然と立ち尽くしていた。

        　慌てて弁解しようとしたが、加賀井に嘘がバレては元も子もない。仕方なく黙って律子の様子を窺っていると、最初こそ言葉を失って固まっていたが、しばらくすると興奮した様子で口を開いた。

        「え！　うそ！　白月君ってゲイだったの？」

        　幸いにも律子の顔に嫌悪や侮蔑の感情はなかった。むしろ純粋な好奇心で目が輝いている。

        　ゲイという直接的すぎる言葉に戸惑い答えあぐねていると、

        「いや、男と付き合うのは俺が初めてだ」

        　なぜか加賀井が答えた。しかもその声は少し得意げで優越感さえ滲ませていた。勝手なことを言うなと内心睨みつけたい気持ちだったが、加賀井の機嫌が幾分よくなっているようで少しほっとした。

        「へぇ、じゃあバイってやつか。なるほどね」

        　勝手に納得する律子に反論したかったが、加賀井の前で下手なことは言えないのでぐっと言葉を飲み込んだ。

        「まったく、いい男捕まえちゃって、羨ましい」

        「ははは、はは……」

        　唇を尖らせて羨ましがる元恋人に複雑な気持ちになりながら、口の端だけでかろうじて笑う。

        「でもなんか納得だわ。白月君には男の人の方が合ってる気がする」

        「え？」

        　思いも寄らない言葉に目を丸くする、

        「ど、どういう意味？」

        「だって、白月君ってリードされたいタイプでしょ？」

        　律子が断定するような口振りで言って顔を覗き込んでくる。真っ直ぐ見つめるその目にたじろいでしまう。

        「そ、そんなことは……」

        　ない、とは言い切れなかった。というのも、律子と別れた原因が、白月のリード不足にあったからだ。

        「グイグイ引っ張るのが好きな女の子もいるけどさぁ、やっぱり女は大事なところは男に引っ張ってほしいんだよねぇ」

        　悪意はないのだろうが、しみじみと感慨を込めて言う律子に、過去の苦い感情が引きずり出されて少し胸が苦しくなった。元恋人からの恋愛面における指摘ほど、人に惨めさと後悔を与えるものはない。

        「……あの、なんというか、ごめん」

        　彼女が白月を責めているわけではないことは分かっていたが、何となく居た堪れない気持ちから謝罪の言葉が零れた。謝罪が思いも寄らなかったのだろう、律子は少し目を見開いて驚いた顔をしたが、すぐに苦笑しながら手を横に振った。

        「別に謝らなくていいって。白月君が悪いわけじゃないし。単なる相性の問題よ」

        　彼女の口振りはとてもあっさりしていて、過去のことになど何一つ囚われていないようだった。それを少し寂しく思っていると、肩を抱き寄せる加賀井の手にぐっと力が込められた。

        　人の心の内など知りようがないのだから偶然に違いないが、それでも僅かでも抱いた元恋人への未練がましい寂しさを咎めるようなそのタイミングに、少しひやりとした。

        　何も知らない律子は、いまだに白月の肩を抱き寄せている加賀井の手を見ながらくすりと笑った。

        「白月君には彼みたいな少し強引な人がちょうどいいのかもね」

        「はは、は……」

        　何とも言い難い複雑な気持ちになっていると、

        「ママー！」

        　少し離れたところから男の子の声が響いた。律子はその呼びかけが自分に対してのものだと疑うことのない確信に満ちた速さで振り返った。

        　黄色いシャツを着た少年が、父親らしい男の手を引いてこちらに向かってくる。

        「トイレおそいよー」

        「ごめんごめん」

        　頬を膨らませる少年に、律子の目元が緩む。快活な彼女しか知らない白月は、その柔らかな表情に少し驚いた。

        「うんこだったの？　うんこ？　うんこ？」

        「そうそう、うんこ、うんこ」

        　律子が肯定すると、少年は彼女とよく似た快活な笑みでうんこうんこと連発してきゃきゃっとはしゃいだ。

        「すみません、お話中に」

        　少年に連れられてやってきた男は、申し訳なさそうに頭を下げてから律子に向き直った。

        「そろそろ、映画始まるよ」

        「あら、もうそんな時間？」

        　律子は自分の腕時計を確認した。

        「ごめんね、バタバタで。携帯の電話番号変わってないからよかったらまた連絡して。今度またご飯でも食べてゆっくり話そうよ」

        　食事の誘いに加賀井の目が瞬時に鋭くなる。それをなだめるように「もちろんお隣の彼氏さんも一緒に」とウィンクをして言い加えると、少年に腕を引かれそのままバタバタと白月たちの前から立ち去った。

        　律子と復縁したいとは決して思っていなかったが、こうして元恋人が家庭を築いているのを見るのは何だか自分だけが過去に取り残されているような寂しい気持ちにさせるものだな、と三人の背を見送っていると、

        「……食事、行くのか？」

        　嫉妬と不安を混ぜたような、殺し屋の彼のものにしては随分情けない声で訊かれ、思わず笑った。

        「行かないよ。話すこともないし」

        「そうか……」

        　溜め息のような呟きは、とりあえずの納得と安堵を含んでいるものの、まだ釈然としない何かを抱えているようだった。しかし面倒だったので、気づかぬ振りして歩みを進めた。

        「それより早く帰って、ビール飲みながら映画観よう」

        　そう言って腕を引くと、加賀井は柔らかく笑って頷いた。

        　

        　今日買った戦利品をテーブルに並べ、ビールと交互に口に運んでいると、

        「それにしてもあの女、白月のタイプとは随分違うな」

        　唐突に振られた話題に、口に含んでいたビールを危うく噴き出しそうになった。それを無理やりに呑み込んだ反動で少しむせ込んだ。

        「なっ、なんだよ、急に。しかも俺のタイプと違うって……」

        「だって初めてデートした時に好きなタイプは物静かなタイプだって言ってたじゃないか」

        　どこか拗ねるようにして言った加賀井の言葉に、ようやく合点がいった。

        　そういえば、好きなタイプを訊かれた時に『物静かなタイプ』と答えたのだった。しかしあれは伊巻の指示で、加賀井に近いタイプを口にしただけで別に本心ではない。

        　だが、もちろん加賀井に本当のことを言えるはずもなく、

        「律子は、その、例外というか……まぁ昔はタイプが違ったんだよ」

        　と適当にはぐらかした。

        　だが、言葉の選択を間違えたようで、眉間の不穏な影がますます濃くなった。

        「例外ということは、特別ということか？」

        「違う、そうじゃなくって……」

        　揚げ足をとるような言葉に頭を抱える。やはり嘘というものは必ず綻びが出るものだ。

        　観念して口を開く。

        「律子は、なんというか、向こうから、その、グイグイきてくれて、浮かれてたんだよ。だからタイプとか関係なくて……」

        　言いながら自分の単純さに呆れる。こんな風だから女に騙されてしまうのだ。

        「……やっぱり特別じゃないか」

        　むっと口の端を引き下げてすっかりへそを曲げてしまった加賀井に、白月は面倒なことになった、と心の中で溜め息を吐く。

        　子どもの頃は、加賀井は同級生に比べ大人びていると感じていたが、今は逆だ。こんな幼稚な拗ね方をする三十手前の成人男性など数えるほどしかいないだろう。

        　特に白月に関わることでは、すぐに子どもっぽいヤキモチを焼いたり、わがままな要望を押し通そうとしたりする。子どものそれと同じで、どんな正論も彼の前では無力だ。その上、子どもと違って時間が経てば忘れるということがないので、放置すればするほど厄介なことになる。

        　白月は仕方なく、口を開いた。

        「特別っていうなら、男を好きになったの加賀井が初めてだから、俺にとってはそっちの方が特別なんだけど」

        　わざと少し拗ねたように言えば、途端、加賀井の目が輝いた。

        「特別……？　俺が白月にとって？」

        　言葉の意味を噛みしめるように繰り返す加賀井は、目に見えて機嫌がよくなっていた。そういうところも子どもっぽいが、なぜか嫌ではなかった「そうだよ、特別」

        　加賀井が望む言葉を丁寧に返せば、先ほどまで彼の口元を占拠していた不機嫌さはすっかり消えていた。

        「そうか、ならよかった」

        　安堵したように穏やかな声で言って、加賀井はウニの寿司を口に運んだ。

        「ウニうまい？」

        「ああ、うまい」

        「じゃあ俺も食べよう」　

        　律子のことを掘り返されないよう話題を変えるようにして、ウニの寿司に手を伸ばした。

        「うわ、うまい！　さすが本場のウニはやっぱり違うな」

        　舌鼓を打ちながらウニを味わう白月を、加賀井は目を細めて見つめるだけで、それ以上律子について追及することはなかった。

        


        「……白月は子どもが欲しいか？」

        　事後の気怠さと微熱を孕むベッドの中で、白月を背中から抱きながら加賀井が訊いてきた。

        　突拍子もない質問に首を傾げながら振り返る。

        「どうしたんだ急に？」

        「今日会った女の家族をじっと見つめてたから子どもが欲しいのかと思って」

        　どこか寂しげに言う加賀井の言葉に軽く目を見張った。ただ見送っていただけだというのに、加賀井の目には羨ましがっているように映っていたのかと思うと、途端に恥ずかしくなった。

        「別にそんなつもりで見ていたわけじゃない」

        「そうか、ならよかった。俺も白月も子どもを産めないからな」

        　臍から下腹部をじっとりとした手つきで加賀井が撫でた。皮膚と肉の奥にある、先ほどまで快感を過剰なくらい与えられ喘いでいた部分が、じくりと甘く疼く。

        「あ、当たり前だろっ」

        　女のように反応する腹の奥を悟られたくなくて、語気を荒げる。

        　けれど、密着した皮膚には微かな快感の震えさえ伝うようで、加賀井はくすりと笑って下腹部を撫でていた手を下生えの向こうに隠れた窪みに伸ばした。まだ事後のぬめりを含んだそこは、容易に加賀井の指を銜え込んだ。

        「っ、あ……」

        「俺は子どもは扱い方がよく分からないが、白月の子なら育ててみたい」

        　じゅくじゅくと指で入り口を掻き混ぜながら加賀井が耳元で陶然とした声で呟く。一度は落ち着いていた過敏な場所が、浅ましく再び熱を帯び始めた。

        「……もっと奥なら子どもができるかもな」

        　子種を植え付ける最適な場所を探すように、奥まで指を入れながら加賀井が言った。冗談めかした口調だが、言葉の端々から歪な熱が漏れ出ていて、否応なく戦慄を誘う。

        　なのに指が過敏な箇所を掻くたびに生まれる快感が、その正常な反応とも言える戦慄を掻き消していく。それが怖くて、奥歯をぐっと噛み締めていると、

        「……不安なんだ」

        　ぼそりと、沈鬱な声音で胸の内を吐露するように加賀井が呟いた。

        「俺は白月が望むことなら何だってしてあげたいけど、さすがに子どもは作ってあげられない。もし子どもが欲しいと思ったら俺にはどうすることもできないからな……」

        　指をナカから引き抜くと、加賀井はぎゅっと腰を抱き寄せた。それは子どもが母親に縋り付くような甘く儚い力だった。

        　白月は分かりやすく溜め息を吐いてから体を反転させ、彼の広い背中に腕を回した。

        「こんな大きい子どもがいるのに、もう一人子どもなんて考えられないよ」

        　苦笑するように言って加賀井の髪を両手で掻き撫でる。自分とは正反対の髪質のそれは、一本一本が柔らかく、手触りも滑らかで子どものものとよく似ていた。

        「……大きい子ども、というのはもしかして俺のことか？」

        　きょとんとした声で聞き返され、白月は思わず噴き出した。

        「他に誰がいるんだよ。……ってもしかして嫌だった？」

        「いや、子ども扱いされることなんかなかったから少し驚いただけだ。子どもの頃は子どもらしくないってよく言われたからな」

        　よっぽど言われ慣れていないのだろう。珍しく戸惑いを見せる加賀井にくすりと笑った。

        「俺も昔は加賀井のこと大人っぽいって思ってたよ。でも今はなんか大きい子どもに見える」

        「……頼りないということか」

        「そうじゃないけど、何というか、ヤキモチ焼きなところとか、変なところで頑固なところとかが子どもっぽいなと思って」

        「そんな風になるのは白月のことだけだ」

        「振り切れてるなぁ」

        　苦笑すると、加賀井がまた強くぎゅっと抱きついてきた。

        「子どもっぽいのは嫌か」

        　怯えを少し含んだ声で加賀井が問い掛ける。答え次第でひどく傷ついてしまいそうな繊細さが垣間見える問いだった。

        　正直なところ、子どもっぽいヤキモチには毎度辟易していたし、拗ねた彼の機嫌をとるのは至極面倒だった。

        　しかし、殺し屋である加賀井に対する恐怖が以前より和らいだのは、彼が時折見せる子どものようないたいけさによるものが大きかった。

        　加賀井にもしこのような子どもっぽさがなければ、きっと今しているように抱き返すこともなく、彼の抱擁はただの恐怖でしかなかっただろう。そして、彼を騙していることに対して罪悪感で胸が締め付けられることも……。

        　目を閉じて、不安で強張っている相手の背中をぽんぽんと優しく撫でた。

        「嫌じゃないよ」

        　嘘ではない。それは彼を欺き続けるために紡いだ返答だったが、同時に事実でもあった。

        　加賀井とは、伊巻と結んだ契約の元、付き合っている振りをしている、だけのはずだった。伊巻の企みがバレないよう紡ぐ言葉も、示す愛情も全て嘘で塗り固められたものだった。しかし最近は全てが嘘というわけではなくなっていた。

        　それはよくドラマや映画であるような、騙しているつもりが本当に好きになっていた、というような誠実な変化では決してない。

        　けれど、確実に白月の中で何かが変わり始めていた。

        「それに嫌だって言ったところで、その子どもっぽいヤキモチは治らないだろ」

        　悪戯っぽく笑って指摘すると、加賀井は困ったように黙り込んだ。その子どものように分かりやすい反応に、知らず笑いが零れた。

        「まぁ、子どもっぽくない加賀井なんて加賀井らしくないけどな」

        「それはこのままでいいということか」

        「変なヤキモチで暴走するのは勘弁だけどな」

        「……なるべく善処する」

        　ぼそぼそと小さく呟いて、甘えるように首元にすりついてきた加賀井に、これは改善は期待できないな、と苦笑する。

        　──貴方、優しいから付き合いが深まると絆されちゃいそうですわ。

        　不意に、いつか言われた伊巻の言葉が脳裏によぎった。まるで、咎めるようによぎったそれは、警告にも似た冷たさで頭の中に響いた。

        　自分は優しくなどない。それだけは断言できる。優しい人間ならば、加賀井に伊巻の企みを早々に明かしているだろうし、そもそもこんな物騒な計画に加担しないだろう。

        　だが、絆されてしまいそうだという部分に関しては、強く否定はできない。事実、伊巻の計画が白紙撤回になればいいと切に願っているし、彼女にこの計画を取りやめるよう進言したこともあるが、計画は癌の進行のように着々と不穏さを湛えながら進んでいる。

        　自分にもっと勇気と力があれば……、と自分の無力さを呪わずにはいられなかった。

        「……白月？　どうした？」

        　黙り込んだ白月の顔を加賀井が心配そうに覗き込んだ。その気遣わしげな表情は、剣呑なはかりごとを胸に秘めている自分には不相応なもので、後ろめたさが胸裏の陰でじくじくと疼いた。

        「いや、なんでもない。少し眠くなっただけ」

        　首を緩く横に振り、笑みを取り繕うと、加賀井はほっとしたように微笑んだ。

        「そうか、じゃあもう寝よう」

        「え？」

        「どうした？」

        「いや、えっと……、いいのか？　もう一回しなくて」

        　白月の言葉に、加賀井が目を瞬かせた。

        　別に誘っているわけではないが、これだけ密着しているのだ、話の途中で加賀井のものがまた熱を持ち始めたことには気づいていた。

        　てっきり加賀井からもう一回したいと言い出すと思っていたので、すんなりと眠りにつこうとする彼に少し驚いたのだ。

        「……でも、白月眠いんだろ？」

        　加賀井がおずおずと訊く。まるで子どもが甘いお菓子と母との約束を天秤にかけて揺れるような声に、白月は小さく笑った。

        「こんなに固くしてる奴の隣で安眠できないよ」

        　笑いながら太ももですっかり固くなった加賀井のものを撫でると、びくりと小さく加賀井の体が跳ねた。

        「……じゃあ一回だけ」

        　明け透けな興奮と歓喜を懸命に押し殺すかのように震える声で言って、加賀井が貪るようなキスをしてきた。

        「ん……はっ、ぁ……」

        　零れる喘ぎすらひとつ残らず喰らい付くような激しいキスと、密着した下腹部に押し付けられる雄根に、少し前に戯れのように弄られたそこが浅ましくひくついていた。

        　人を騙す罪悪感と同じくらいに、男に抱かれるということに本能的な拒否感を覚えていたが、今ではこうして淫らに体を差し出すことが贖いの術となっていた。胸の内を激しく掻き毟る罪悪感を和らげるための、分かりやすく、独りよがりな罪滅ぼしだ。

        　そうとも知らず、自分の体を嬉々と貪る目の前の男が一層哀れで、白月は上に覆いかぶさるその体に脚を絡ませ、首に腕を回した。

        　珍しく積極的な動きを見せた白月に、加賀井は情事の最中とは思えないあどけなさで微笑んだ。

        　瞬間、胸が悲痛な響きでもってざわめく。それはいつもの無責任で感傷的な、憐れみと罪悪感だった。しかしその中に愛しさにも似た何かが生まれる気配に、白月は気づき始めていた。

        　けれど気づけば最後、目の前の男を騙し通すことが困難で、今まで以上に辛くなることは簡単に想像ができた。

        　だから気づかない振りをして、体だけ明け渡し、心は固く閉じた。

        　気づきたくない感情から目をそらすようにして、瞼を閉じる。そして何もかもを誤魔化すように、抱きつく腕にぎゅっと力を込めた。

        


    

    
        番外編　殺し屋は恋人と一緒に暮らしたい


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　大概の人間において仕事はストレスの原因でしかないが、働かざる者食うべからずと言う言葉があるように、働かなければ生きていけないのが世の常である。

        　　

        『あなたに合う求人があります！』

        　求人サイトに登録してから、こういった件名のメールが増えた。

        　ソファに座ってテレビを見ていた白月は、その胡散臭いほどの明るさが滲む件名のメールを開いた。そこに連なる求人情報を順番に見ていくが、これはと思うものがなかなかない。何をもってして『あなたに合う求人』と思ったのか求人サイト側に訊いてみたいものだ。

        　白月はハァと溜め息を吐いてソファの背もたれにしなだれた。

        　転職は難航していた。難航、といってもまだ求人情報を見ているだけの段階で、まだ履歴書すら書いていない状態だ。

        　それでも難航と言わざるを得ない原因は……――。

        「白月、誰からのメールだ？」

        　風呂から上がった加賀井が、髪をタオルで拭きながらリビングに戻ってきた。

        　頭に思い浮かべた人物がやって来たので思わず肩が跳ねた。白月の反応であればどんな小さなものでも見逃さない加賀井が、それに気づかないはずがなかった。

        　加賀井の目が訝しげに細められる。

        「なんでそんなにびっくりするんだ？　まさか浮気じゃ……」

        「違う違う！」

        　突拍子もなく繰り広げられそうな不穏な妄想を慌てて打ち切る。

        「求人情報を見てたんだよ。ほら」

        　身の潔白を証明するようにメールの画面を見せると、加賀井が目を丸くした。

        「求人って……白月、仕事をするのか？」

        　信じられないといった様子の加賀井に、白月はこめかみを引き攣らせた。

        「するに決まってるだろう。いい大人がいつまでも無職でいるわけにはいかないからな」

        「でも白月が働き出したら俺と過ごす時間が減ってしまう……」

        　しゅん、と悲しげに加賀井が言う。

        「いやいや、普通の恋人たちはお互い仕事をして、それ以外の時間に会うのが普通だから。デートをするのにも金がかかるだろう？　人はそういった金を働いて稼ぐんだから、楽しいことばっかりじゃ人生やっていけないんだよ」

        　世の常識、世の摂理をどうして同い年の男にこんなに丁寧に説明しなければならないのだろうかと辟易しながらも諭すようにして白月は言った。

        「デート代は俺が払う」

        「いや、必要なのはデート代だけじゃないから。食費やら家賃やら生きるには色々金がいるだろ？」

        「じゃあそれら全部俺が出す。あ、いっそ一緒に住めばいいんじゃないか？」

        　さも名案とばかりに目を輝かせてそう言うと、加賀井は嬉々とした様子で白月の横に腰を下ろした。

        「そうすれば白月が必要な時に金をあげられるし、一緒に過ごす時間も増えるしいいことづくしだ」

        　旅行の計画でもするかのように楽しげに話す加賀井に反して、白月は顔を顰め、心の中で〝面倒なことになった〟と溜め息を零した。

        　加賀井は白月に関する名案――大概それは白月にとっては迷惑に他ならない――を思いつくと頑としてそれを貫こうとするところがある。これを覆すには相当に骨を折る。無駄骨になることも少なくない。

        　もちろんそんな気持ちはおくびにも出さず、白月は子供に言い聞かせるような口調を意識して口を開いた。　

        「いや、それだと加賀井の負担が大きいだろう？　それに最近、仕事を引き受けるのを控えているんだし……」

        　ちらり、と加賀井の反応を窺った。

        　加賀井は白月と付き合い始めて殺し屋の仕事を減らし始めたようだ。いつか二人でふれあい動物園を作ろう、という夢を意識してのことのようだ。

        　彼が血生臭い仕事から足を洗うことは、純粋に喜ばしいことだ。ただ、仕事を控えているということはつまりその分収入も減っているということだ。

        　無職の自分が人のことを言えた義理ではないが、生活は大丈夫なのだろうかと心配になる。

        　金に困った素振りは見せないが、世間知らずな面や金銭感覚がおかしい面もあるので、貧窮している自覚がないのではなどとも勘ぐってしまう。

        　しかし白月の心配を余所に加賀井は鷹揚に答えた。

        「大丈夫だ。蓄えがあるから」

        　楽天的な言葉に、白月はかぶりを振った。

        「加賀井、いつまでもあると思うな親と金、ということわざを知ってるか？　確かに今までの蓄えはあるかもしれないけど、本当に金はいつまであるものじゃない……」

        　くどくどと説き伏せていると、加賀井が不意に立ち上がり部屋を出た。

        　白月は首を傾げた。加賀井が話の途中で無言で席を立つなど珍しい。

        　説教じみた話が鬱陶しくなったのか、一緒に住もうという提案に頑として首を縦に振らない白月に拗ねたのか……。いや、どちらでもないだろう。

        　まず加賀井が白月の言動に鬱陶しそうにしたことなどほとんどない。むしろどんな言動も全て取りこぼしなく拾い集めたいというくらいの気迫めいたものが感じられ、白月の方が辟易するくらいだ。

        　拗ねる、に関してはよくあることだ。ただ、白月の前から姿を消すことはない。白月に罪悪感を覚えさせようとしているのか、それとも単に構って欲しいだけなのか、白月の視界に必ず入って態度で、あるいは直接的な言葉で拗ね、こちらの様子を窺ってくる。

        　可愛い女の子がしても嫌気が差しそうなことを、自分より大きな男がするのだ。鬱陶しいことこの上ない。

        　ただ、それはドロドロとした嫉妬心や独占欲を何とかオブラートに包もうと彼なりに苦心しての行動のようだ。だから強く非難は出来ない。

        　あの日に見せた暗く重い執着を剥き出しにして迫られるくらいなら拗ねるくらい可愛いものだ。……いや、可愛くはないがそう思わないとやっていけない。

        　加賀井が席を立った理由を考えているうちに、当人が戻ってきた。

        「これを見てくれ」

        　白月がどうしたのか尋ねるより早く、加賀井が手に持ったものを差し出した。

        　それは加賀井名義の通帳だった。白月は眉を顰めつつそれを受け取り、ページを開いた。そこに書かれている金額に目を剥いた。

        「え、えぇっ！」

        　およそ自分の人生には無縁な数字と、通帳の名義人である加賀井の顔を交互に見る。

        　加賀井はその様子に満足げに微笑んで白月の横に腰を下ろした。

        「今まで働いてきた報酬と、父親や加賀井家の人間が死んで使い切れなかった金だ」

        「す、すごいな……」

        　驚きすぎて率直な感想しか出なかった。自分の金でもないのに、通帳を持つ手が我知らず震えた。

        「これで金の問題はない。だから一緒に住もう」

        「ちょ、ちょっと待て！」

        　押し倒さん勢いで迫ってくる加賀井の顔の前に手の平を突き出す。

        「どうした？」

        　加賀井がきょとんと首を傾げる。

        「いや、どうしたじゃない。話が飛躍しすぎだ」

        「別に飛躍してないだろう。十分な金があれば白月も安心して働かずこの家に住むことができる」

        「……っ！」

        　働かなくていいという魅惑的な言葉に心が揺れかけて、慌てて首を横に振った。

        「だめだ、だめ！」

        「どうして？」

        　真顔で詰め寄られ言葉に詰まる。

        　白月にとって働く理由は生活費を稼ぐこととは別にもうひとつあった。しかも極めて重大な問題だ。

        「……加賀井は瑠璃との一件は知ってるんだよな？」

        　瑠璃の名前が白月の口から出た途端、加賀井の表情が曇った。

        「……ああ、知っている」

        　あからさまに不機嫌な声で加賀井が答えた。それは白月が瑠璃からどんなひどい仕打ちを受けたか知っているからだろうがそれだけではなく、昔の女の名前を口にする白月の無粋さに対する苛立ちも少なからず含まれているように感じた。

        「じゃあ俺がそのせいで借金があるのも知ってるだろう？　俺は借金返済のためにも働かないといけないんだよ」

        　無実を証明するかのように――瑠璃に対して一切の未練も恋愛感情も残っていないことを示すように、白月はなるべく感情を排して話した。

        　それが功を奏したのか、加賀井の表情から不機嫌さがサッと引いた。

        「なんだ、そんなことか」

        「いや、全然そんなことなんて軽いことじゃないからな。三千万だぞ、三千万」

        　指を三本立てて加賀井の眼前に突き出す。

        「簡単に返せる額じゃない。だから一刻も早く仕事を見つけて……」

        「もう返してある」

        「え？」

        　加賀井がさらりと言った言葉に、白月は目を丸くした。

        「は？　え？　今、なんて言った？」

        「だからその借金なら俺が返している。伊巻に聞いてなかったのか」

        「いや、聞いてない、というか、え？　え？　本当に返してるのか？」

        　加賀井の言葉を上手く飲み込めず困惑しながら確認する。加賀井は何とでもないように頷いた。

        「ああ、返している。伊巻と契約してから取り立てが止んだだろ？」

        　確かに伊巻と契約をしてから取り立てが止んだ。しかし借金を返済しているとまでは聞いていなかった。

        　もう自分には借金がない。その事実に、今まで体中に張り詰めていたものが一気に抜けた。溜め息、とは少し違う、萎びた風船から漏れ出る空気のような覇気のない吐息が口から零れる。

        「……っ、早く言えよ！　そういう大事なことは！」

        「すまない、伊巻が言っていると思っていた」

        「というか、本当に払ってくれたのか？　三千万だぞ、三千万」

        　白月は俄に信じがたい気持ちで再び確認した。もちろん加賀井が嘘を吐くとは思えないが、それでも他人の借金、しかも三千万という大金を肩代わりしてくれる人間なんてそうそういない。すぐに信じられないのも無理もない。

        「本当に払った。信じられないなら書類を持ってこようか」

        　ソファから立ち上がろうとする加賀井を白月は慌てて引き留めた。

        「いやいや、そこまで疑ってるわけじゃなくて……あの、何というか、えっと……ありがとうな」

        　ようやく加賀井が借金を返済してくれたという事実が飲み込めた白月は、とりあえず礼を言った。

        　本来ならば多額の借金を肩代わりしてくれた加賀井にもっと感謝感激の意を伝えないといけないのだが、なぜだか両手放しでは喜べない。胸に妙な引っかかりを覚えるのだ。

        　礼を言われ、加賀井は嬉しそうに目元を綻ばせた。

        「礼なんて言わなくていい。俺は白月の恋人なんだから、恋人が困っていたら助けるのは当然だろ」

        　どこか得意げにそう言ってのけた加賀井に、胸の引っかかりの正体にようやく気づいた。

        　借金を肩代わりしてもらったことで、加賀井に大きな借りができてしまった。借りは人と人の関係を繋ぐある種の鎖でもある。前に加賀井が白月につけようとした足枷の冷たさが脳裏によぎって、胸の奥がきゅっと縮こまった。

        「……その、本当にありがとうな。金はちゃんと返すから」

        　あくまで借金は自分の問題であることを示し、悩みや苦しみを共にしようとする恋人然とした加賀井の態度をやんわりと拒む。

        　それが気にくわなかったのだろう、加賀井の眉間に皺が寄る。

        「別に気にしなくていい。恋人なんだからそういう遠慮はいらない」

        「あー、うん、その気持ちは有り難いんだけど、恋人とはいえやっぱりその辺はちゃんとしとくべきだと思うんだ。家族ならまだしも恋人は言っても他人だからな」

        　加賀井が絶対的だと信じて疑わない恋人の脆さをそっと突く。しかしそのような遠回しな態度で、加賀井に真意を伝えられるはずがなかった。

        「じゃあ家族になればいい」

        　まるでこれで万事解決といった風に加賀井が言ったので、こめかみ辺りがじんじんと疼き始めた。

        「……簡単に言うけどな、普通の夫婦だって家族になるのに相当な時間がかかるっていうくらいだぞ」

        「じゃあなおさら早く一緒に住み始めた方がいいな」

        　加賀井が甘さを漂わせながら腰に腕を回してきた。まるで白月を囲い込むような手つきだ。

        　気づけばまた同棲の話に戻り、白月は慌てた。

        「いや、でも一緒に住むのはまだ早い気がするし、それにやっぱり加賀井にばっかり負担がかかるし……」

        「家族になるのは時間がかかるんだろう？　それなら早いに越したことはないし、金についても心配ない」

        　しどろもどろに一緒に暮らせない理由を並べてみたが、ことごとく逃げ道を塞がれてしまう。

        　やはり加賀井には遠回しな言い方は意味を成さない。白月は意を決して口を開いた。

        「……気を悪くしないでくれよ？　正直に言うと、俺は一緒に暮らしたくない」

        　ストレートな言葉に加賀井が目を見開いて固まった。その目には涙の気配すら漂い始めて良心をちくちくと苛んでくる。

        「……俺のこと嫌いになったのか」

        　答え次第では無理心中も辞さないというような張り詰めた表情に、慌てて首を横に振った。

        「そうじゃない。嫌いとかそういうんじゃなくて、もし一緒に住んだらこれまで以上に加賀井に頼り切ってしまいそうで……」

        　一番の不安はそれだった。一緒に住めば加賀井が自分を甘やかすのは目に見えている。人間は楽な方に流れやすいものだ。借金もなくなり、経済的に困ることがなければ、このままずるずると無職のままでいる自分が容易に想像できた。

        　そうなった時、自分は加賀井なしでは生きられなくなってしまう。大袈裟な話だが、加賀井の執着や経済力を考えれば、あり得ないとは言い切れなかった。

        「別に頼ってくれていいのに。むしろもっと頼って欲しい」

        　加賀井は愛おしげに白月の頬を撫でて言った。

        　こうにもしつこいほど熱心に一緒に住むことを勧めてくるのは、自分に依存させようとしているからなのか、それとも単純にただ二人で暮らしたいだけなのか。頬を撫でる手の感触を探っても真意は分からなかった。

        「そう言ってくれるのは有り難いんだけどさ、でも人に頼りすぎると人間だめになるからさ」

        「別に俺は白月がだめになっても構わない」

        「いや、俺が構うから……」

        　人の人生をなんだと思っているんだ……。真顔で無責任な発言をする加賀井に口から溜め息が漏れた。

        「それにもし別れることになったら、俺は無職無一文でこの家を追い出されることになるんだぞ。そんなの可哀想すぎるだろ」

        　冗談交じりで苦笑しながら白月が言うと、加賀井がなぜか不機嫌そうに口の端を下げた。

        「……別れない」

        「え？」

        「俺は絶対に白月と別れない。だからそんなことは絶対起あり得ないことだ」

        　そう言い切ると、加賀井はぎゅっと白月を抱き寄せた。

        　風呂上がりでまだ熱を持った体から、ボディーソープの清潔な香りがふわりと立ちこめた。

        「白月は俺と別れたいのか」

        　鼻先に広がる柔らかな香りに反して、声が微かに剣呑さを孕んでいたので白月は慌てて首を横に振った。

        「あ、いや、そういうわけじゃなくて、付き合っているんだからそういう未来も可能性としてはなくもないということで……」

        「あり得ない未来だ。俺は白月と絶対別れる気はないし、白月が泣いて嫌がっても別れてやるつもりはない。……だから冗談でも別れることなんて考えないでくれ」

        　縋り付くような繊細な力を込めてさらに抱きしめられる。言葉だけ聞けば、不安になっている恋人を安心させようとする誠実さと甘さに溢れているが、加賀井の執着をよく知る白月には笑えない冗談にしか聞こえない。

        　だが、加賀井にまるで子供が母親に縋り付くように抱きしめられると、どうしても振り払えない。泥のように重く暗い執着の奥底に、さみしがり屋の子供が膝を抱いて泣いていることを知ってしまったからかもしれない。

        　白月はそっと手を背中に回した。

        「……悪かった、軽率に別れる話なんかして」

        「じゃあ一緒にここで暮ら……」

        「それとこれとはまた別問題だ」

        　抜かりなく同棲へ持ち込もうとする加賀井にすげなくそう言うと、加賀井は口をへの字に曲げた。

        「なんでそんなに頑なに嫌がるんだ」

        「そっちこそなんでそんなに一緒に住みたがるんだよ」

        「恋人なんだからずっと一緒にいたいと思うのは当たり前だろ」

        「そうじゃない恋人もいる。ここにひとり」

        「やっぱり俺のことが嫌いなんだ……」

        「だーかーらー、そうじゃないって言ってるだろうっ」

        　拗ねた加賀井を宥めるのにそれから小一時間はかかった……。

        　


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　街の喧噪から守るようにして立ち並ぶ瑞々しい木々と、繊細かつ複雑に入り組んだ巧緻な薔薇の庭園。

        　それらをテラス席から眺めながら、魔法のムースと巷で有名なカシスムースを口に運ぶ。口に入れた瞬間、ふわりと溶けてしまうその食感は噂以上のもので、スイーツ好きの伊巻の舌を唸らせた。

        　文句のつけようのない最高な癒やしのひとときだ。……目の前で陰鬱な溜め息を吐き出す男さえいなければ。

        「白月が一緒になかなか暮らしてくれない……」

        　紅茶を口に運びながら、加賀井が言った。顔が整っているため、事情と彼の本性を知らなければ、その物憂げな表情に大概の女は少なからず甘い感情を胸に抱くだろう。だが、くだらない事情も彼の救いがたいほど拗れた本性も知っている伊巻はときめくどころか、ただただ鬱陶しいとしか思えない。

        「それは当然でしょう。監禁未遂を犯した男と一緒に住もうだなんて酔狂な人そうそういませんわよ。むしろ付き合ってもらってることが奇跡ですわ」

        　正論を言ってやると黙り込んだ加賀井に、伊巻は小さく溜め息を吐いた。

        　加賀井は以前、運命屋の仕事で依頼を受けた相手だ。その依頼自体は完了したが、今もこうして時々、伊巻に相談しに来るのだ。

        　結構な額の相談料を貰えるので、最初の内は好奇心もあり嬉々として相談を受けていたが、それも段々面倒になってきた。というのも、相談内容が惚気混じりだったり、殺し屋とはとても思えない女々しい悩みだったりするからだ。つまり、あらゆる人間の多種多様な運命に介入してきた伊巻にはあまりに刺激がなく、凡庸な悩みばかりなのだ。

        　全く、犬も食わないというのはまさにこのことだ。犬も食わないのであれば、美食家の伊巻であればなおさら、即残飯行き案件だが、お金を貰っている以上、そして運命屋として関わった以上、放っておくわけにはいかない。

        「まぁ、何事もすぐに変えることはできませんわ。貴方の場合、まずは白月さんに信頼を得なければ一緒に住むことは難しいですわよ」

        「俺はそんなに信頼されてないのか……」

        　しゅん、と肩を落とす加賀井に、当たり前でしょ！　と思わず突っ込みそうになったが、紅茶を流し込んで喉の奥に押し留めた。

        「ここが頑張りどころですわよ。警戒心が解けてからの信頼は強いものですから」

        「そうか……」

        　伊巻の前向きな言葉に、心持ち表情が明るくなった加賀井を見ながら、本当に人は変わるものだとしみじみと感心した。

        　初めてバーで声を掛けた時、加賀井は表情が乏しいなどという言葉では言い表せないほどの無表情だった。事前の調査で加賀井に思い人がいることは知っていたが、彼が人を好きになる感情を持ち合わせているとは到底思えなかった。

        　運命屋という特殊な仕事上、様々な人間を見てきたが、加賀井ほど深い闇を抱えた人間は見たことがなかった。

        　その加賀井が徐々に表情らしきものを見せ始めたのは、白月と関わりを持ち始めてからだ。どちらかと言うとドライな恋愛観の持ち主である伊巻だが、この時ばかりは恋の力の偉大さを認めざるを得なかった。

        「だが、どうやったら信頼を得ることが出来るんだ？　できる限り白月の意見を尊重して無理強いはしないようにしているが、全く効果を感じられない」

        「ですから、そんな一朝一夕に信頼は得られるものじゃありませんわ。あと、相手の意見を尊重して無理強いはしないというのは、コミュニケーションにおいて基本中の基本ですわよ」

        　ピシッ、と加賀井を指差して伊巻は言った。小学校の道徳の授業でもこんな当たり前のことは言わないだろうと内心呆れた。まぁ、そもそも殺し屋という仕事に道徳など不要の長物なのかもしれないが。

        「あとは、そのおどろおどろしい執着とヤキモチをどうにかすることですわね。特にヤキモチは自分の狭量をさらすことになりますから絶対に禁止です」

        「そうは言っても、白月が人に好意的に接していると相手が憎らしく思えてしょうがないんだ。一緒に住んで白月が誰にも会わなければ俺もヤキモチを焼かずにすむんだが……」

        「言った傍から自分の狭量をさらしてますわよ」

        　真顔で言う加賀井に、思わず伊巻は突っ込んだ。

        「まったく、その嫉妬深さ、どうにかならないものでしょうかね」

        「好きな人が他の奴と楽しそうに話していて嫉妬しない奴はいないだろ」

        「それにしたって限度がありますわ。まぁ、嫉妬するのは仕方ないとしても、それを極力表に出さないことですわね。……ましてや鳴瀬瑠理のように殺さないように」

        「ああ、あの女か」

        　自分が殺した、愛する人の元恋人の名前を出されても加賀井は微塵も動揺を見せなかった。

        「そういえば、白月に借金返済していること話してなかったんだな。てっきり話していると思っていた」

        「言いませんよ。私は部外者ですもの。……それにあれは借金を返したというより、借りを返した、ではありませんか」

        　伊巻は意地悪く目を細めた。

        　瑠璃は恋愛詐欺の常習犯で、借金を取り立てていた闇金融ともグルだった。そのことを加賀井に教えると無言で立ち去ったが、数日後、瑠璃と闇金業者は行方不明となった。

        「白月に害を加えたんだ。当然の報いだ」

        　後ろめたさなど微塵も感じられない冷淡な口調で加賀井が言った。伊巻はくすくすと笑った。

        「あの女も騙した相手が悪かったですわね」

        　ご愁傷様、と心の中でそっと呟いてムースを口に含んだ。

        「まぁ彼女の件はともかくとして、とにかく嫉妬は厳禁ですわよ。他の男と遊びに行くと言っても笑顔で送り出すくらいの余裕を見せなくちゃ」

        「……だめだ、想像しただけで腸が煮えくり返りそうだ」

        　額に手を当て呻くようにして言う加賀井に、伊巻は肩を竦めた。

        「まずはその嫉妬深さをどうにかしないとですわね。あと白月さんを信じること。まずは自分が相手を信じなければ、相手の信頼を得ることなんて不可能ですわ」

        「信じる、か……」

        　神妙な面持ちでそう呟くと加賀井は黙り込んだ。

        　長年、殺し屋として人々の憎しみや裏切りを間近で見てきた加賀井にとって、信じるということはどんなに厳重な守りの中にいるターゲットを殺すより難しいことなのかもしれない。だが信じることなくしては、今後白月と深い関係を結ぶことは不可能だ。

        「……できるか分からないが参考になった。礼を言う」

        　加賀井は用は済んだとばかりに立ち上がった。その顔は少しだけ晴れやかな気がした。

        「いえいえ、どういたしまして」

        「ところでここのムースは美味しかったか」

        「ええ、絶品ですわよ」

        「そうか、なら白月にも持って帰ろう」

        　目元を和らげて加賀井が言った。その柔らかさは口に入れた瞬間ふわりと溶けるムースを彷彿とさせた。

        　鉱石のように固く冷たい表情しかできなかった男が、よくここまで変われたものだ。……もしかすると、いつか、時間はかかるかもしれないが、加賀井も白月を、人を信じられる日が来るかもしれない。そう思えた。

        「じゃあ俺は先に帰る。……あ！」

        　スマホを開いた瞬間、加賀井が声を上げた。

        「どうしました？」

        「白月が家を出てる。今日は用事ないって言っていたのに……」

        　加賀井は不安そうに顔を曇らせて、スマホの画面を食い入るように見た。

        「……まさか貴方、白月さんにＧＰＳつけてますの？」

        「白月につけるわけないだろう。スマホにつけているだけだ」

        「ほぼ同義ですわよ」

        　伊巻は大きく溜め息を吐いた。

        「……とりあえず、まずはそのＧＰＳを外すことからですわね」

        　互いに信じ合う関係に行き着くまでにはまだまだ時間がかかりそうだ。その時までこの面倒な相談役が続くのかと思うと、目眩のような疲労感を覚えた。

        　

        　

        


    

    
        番外編　殺し屋は初恋を実らせたい


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　信じる、ということは疑うよりも難しいものだと加賀井は鳴らないスマホをじっと見詰めながらつくづく思った。

        　

        　正式に付き合うようになって一ヶ月が経とうとした時、白月の再就職が決まった。何の前触れもなく「就職が決まった」との報告を受けた時は慌てふためいた。

        　前に「生活費は自分が出す、むしろ出させて欲しい。だから仕事に就かないでくれ」と頼んだことがあったがすげなく一蹴された。

        　情けない話だが、自分には金以外に繋ぎ止める方法がない。そのことを正直に白状すると、白月は呆れた様子で溜め息を吐いた。

        「それじゃあまるで俺が加賀井を金づると思ってるみたいじゃん」

        「別にそういうわけじゃ……」

        　確かに白月は加賀井の金が目当てで付き合っているわけではない。そのことはよく分かっている。

        　だが就職することで、経済的にも自立し、人間関係も広がり、あらゆる選択肢が増えてくる。その多くの魅力的な選択肢の中で果たして自分は選び続けてもらえるだろうか、と不安で堪らなくなるのだ。

        　しかしそんな女々しいことを口にすれば、白月がますます離れてしまう。だからといって、諸手を挙げて祝えるほど心に余裕はない。

        　ふて腐れるように黙り込んでいると、白月がまた大きく溜め息を吐いた。だが、その溜め息は仕方ないなというような優しいもので、響きは柔らかい。

        「そんな心配するなよ。少しは俺の気持ちも信じろよ」

        　そう言って優しく抱き締められると、加賀井はそれ以上何も言えなかった。

        　付き合う前は、たとえ演技でも、自ら抱き締めてくれることはあまりなかった。それがこうして少しずつではあるが体に触れてくれる回数が増えてきている。今は演技の必要もないのにだ。

        　そう考えれば、この腕も言葉も、演技ではない。信じるべき本心なのだ。これ以上、未来への不安と疑いを口にしたところで意味はない。

        　加賀井は口を結び、愛しい人の体をぎゅっと抱き締め返した。

        　

        　それが数日前のことだが、腕の中にいた人は今はいない。

        　ソファに横になり、見飽きたスマホの画面を見詰める。時刻は深夜零時五十分。白月からの連絡は未だない。

        　加賀井は沈鬱な表情で溜め息を吐いた。

        　今日は白月の会社の歓迎会だった。可愛い白月を理性が弱まる酔っ払い共のところへ行かせるのが嫌で断固反対したが、主賓であるため絶対参加だとすげなく一蹴されてしまった。本当は嫌で堪らなかったが、ここで子どものようにごねては

        　白月に見限られてしまうかもしれない、と加賀井はぐっと堪え、飲み会が終わったらすぐに自分の家に来ることを条件に渋々引き下がった。

        　主賓なので恐らく二次会まで行くだろうということだったが、それでも遅すぎる。

        　変な輩が白月に手を出していないか気が気でなかった。自分も店に行き見張ろうと思っていたのだが、白月に店の場所を訊くと「教えたら絶対店に来るだろ？　だから教えない」とこちらの考えを見透かした言葉を返されてしまった。

        　かくなる上は尾行しようかとも思ったが、バレたら白月の機嫌を損ねてしまうことは目に見えていたのでやめた。

        　飲み会の間の数時間をやり過ごせば、白月が家に来てくれるのだ。そう自分に言い聞かせ耐えようとしたが、やはり落ち着かない。

        　こうした時、決まって吸い寄せられるようにスマホで通販のページを開く。

        　今までに何度出し入れしたか分からない手錠をカートの中に入れる。もちろん購入ボタンは押さない。あの日、白月を信じることを決め手錠は捨てたのだ。

        　しかし強い不安に駆られると、こうしてカートに入れてしまう。買うつもりはないが、あとひとつボタンを押せば彼を捕らえるための準備ができるのだと思うと仄暗い安堵が胸に満ちるのだ。

        　カートから商品を出してスマホを閉じると、亀のイズミを水槽から出し膝の上に乗せた。

        「ほらイズミ、おやつだぞ」

        　優しく言って人参スティックを口先に差し出すが、イズミは迷惑そうにのっそりと顔を背けた。

        　不安になるたび、こうして餌をあげているのだ。イズミも満腹なのだろう。それでもこちらのイズミにまで振られてしまったようで、加賀井はますますうなだれた。

        　イズミも相手にしてくれなくなったので、仕方なく水槽に戻した時、インターフォンの音が鳴り響いた。

        　連絡は入っていないが白月に違いない。加賀井はインターフォンの画面に飛びついた。画面には待ちに待った白月が映っていたが、ゆらゆらと危なっかしく揺れていた。

        『加賀井、着いたー。あけてー』

        　酔いが滲んだ舌っ足らずな声で白月が言った。その普段見せないあどけなさに頬が緩む。しかしこんな可愛い姿を他の男にも見せたのかと思うと心情は複雑だ。

        「分かった、今鍵を開けた。一人で部屋まで来れるか？」

        『うん、大丈夫ー』

        　ひらひらと手を振ってエントランスの扉を抜けていく白月を見送ってからモニターを切った。

        　防犯のため、加賀井のマンションではエントランスで一度来訪者を確認した上で扉を家主が解錠するシステムになっているが、あとエレベーターを昇るだけのこの時間がこんなにももどかしいと思うのは初めてだ。

        　加賀井は玄関の扉を開け、白月がやって来るのを待った。酔って足取りがあまりよくないためだろうか、それとも待っていた時間が長かったせいだろうか、エントランスから部屋まで到着するのがいつもより遅い気がして落ち着かない。

        　ようやくやって来た白月は、いかにも酔っ払いといった風な足取りで、左右の壁にぶつかりながらこちらに向かってきた。

        「白月、大丈夫か？」

        「んー、だいじょうぶー。でもちょっと飲み過ぎたかな」

        　へらりと無防備に笑う白月は可愛いが、飲み会の間ずっとこの調子だったのだろうかと思うともやもやした。

        「とりあえず部屋に入ろう」

        　肩を貸して体を支えた瞬間、ふわりと嗅ぎ慣れない臭いが鼻先をかすめた。煙草の臭いだ。白月は煙草を吸わない。となると、他の誰かのものが移ったのだろう。微かに臭う程度なので、べったりと接触したわけではなく部屋に漂う煙が染みついたのだろうとは思ったが、それでも他の人間の匂いが白月を汚すのは不愉快極まりないことだった。

        「……白月、今日煙草吸ったか？」

        　吸わないことは分かっているのに、わざと訊いた。

        「いやぁ、吸ってないよ。もしかして臭う？　部長とかが吸ってたからかなぁ」

        　くんくん、と白月が自分のスーツを嗅ぐ。

        　そんな何気ない仕草ひとつをとっても恋人はひどく可愛らしく魅力に満ちている。その魅力に気づきときめくたびに、他の誰かもこの魅力に惹かれてしまったらどうしようという不安とまだ見ぬ相手へ怒りを覚えるのだった。

        　玄関に入るやいなや、加賀井は白月を廊下のフローリングに降ろした。そしてその上に覆い被さり性急なキスをする。

        「……ん……っふ」

        　酔いが回っているせいで状況を上手く飲み込めずにいるのだろう。口の中へ舌を滑り込ませても、抗うことなく受け入れた。積極的に動きはしないが、絡みつく舌にされるがままだ。

        　口内には酒の匂いや味が色濃く残っていた。酒の匂いや味が嫌いなわけではないが、あまりそこまで酒に強くない彼がここまで呑むということは、それを勧めた人間がいるということだ。その人間の影が酒の名残にちらつき、苛立ちは募るばかりだ。

        　その忌ま忌ましい影を掻き消すように舌を動かし、唾液で酒の味を薄める。

        　しかしそれだけではまだ足りない。煙草の臭いが染み込んだ服を剥ぎ取り、露わになった肌に消毒をするように満遍なくキスをしたい。そして、口で言うほど抵抗は見せず、むしろ健気に吸い付いてくるあの可愛らしい孔に自分のモノを咥えさせ、マーキングのようにナカへ精を注ぎたい。

        　欲望は卑猥な方向に加速し、呼吸に疚しい熱を帯びさせる。

        　もちろん、白月の同意なく勝手に事を進めることはできない。加賀井が今何よりも恐ろしいのは、白月に嫌われこの関係を絶たれることだ。

        「……っ、白月」

        　唇を離し、懇願するように名前を呼ぶ。しかし白月から返答はなかった。

        「…………寝てる」

        　唾液で濡れた唇からすうすうと漏れる可愛らしい寝息に、加賀井は肩を落とした。

        　一瞬、このままやってしまおうかとも思ったが、やはり白月の不興を買うのは恐い。仕方なく白月の体を抱き上げ、寝室のベッドまで運んだ。しかし煙草の臭いが移った服はどうしても許せず脱がせて、そのまま服はゴミ袋に入れた。

        　加賀井もベッドに入り、白月を抱き締めその柔らかな肌を堪能していると、くしゅん、と白月が小さくくしゃみをした。風邪を引かせては悪いと思い、父のシャツを借りようとクローゼットへ向かう。父も男にしては小柄だったので、自分のものを着せるよりサイズはちょうどいいだろう。

        　父のクローゼットを開けるのは久しぶりのことだった。開けた途端、不快というほどではないが空気の淀んだ匂いが鼻腔を微かに湿らせた。

        　加賀井の父――加賀井宗昌(かがいむねまさ)は、行方不明ということになっているが、仕事に出たきり帰らないので恐らくこの世にはいないのだろう。

        　だが、あの掴み所のない飄々とした男のことだ。もしかするとどこかで生きているのかもしれない。

        　決して生きていて欲しいという願望ではない。とっくの昔に成人し、金にも困っていない今、昔のように養育者は必要としない。

        　しかし白月と過ごしていると、そういった加賀井にしては幾分感傷的な推測が胸をよぎるのだ。それは、白月が好きな漫画『ババコン』を通して初めて宗昌を父親のように感じたからかもしれない。

        　シャツを探していると、足元に宗昌の物にしては可愛らしい木箱を見つけた。それが何かをすぐに思い出した加賀井はその木箱を手に取った。

        　そしてゆっくりとその木箱を開けた。封じられた年月を感じさせるように、蝶番がギィ、と軋んだ。


        　

        　＊＊＊＊

        　

        「宗親はほんと笑わないね。じいちゃんそっくりだ」

        　夕食中、宗昌がテーブルに肘をつきながらにこにこと笑って言った。

        　その笑顔が機嫌がいいからでも、酔っているからでも、ましてや息子を慈しんでからでもないことを加賀井はよく知っていた。

        「……宗昌こそよくずっと笑ってられるな。疲れないのか？」

        「疲れるも何も子どもの頃からずっとこうだからねぇ。俺からしたら宗親みたいな無表情でいる方が疲れるよ」

        　あはは、と声を立てて笑うが、それが本当の笑いなのかは分からない。

        　宗昌はいつも笑みを浮かべていた。食事中も、読書中も、寝る時も、そして人を殺す時も――。

        「無理に笑えとは言わないけど、笑ってた方が色々お得だぞ。笑ってるだけでみんなこの人はいい人だって思って油断するし」

        　けらけらと笑ってから酒をあおると、あ、と思い出すようにして付け足した。

        「でも葬式とセックスの時は笑っちゃだめだぞ。お前の母さんもヤってる間中俺がずっと笑ってたから怖がってた」

        　怯えてる女のナカってあんまり具合がよくないんだよなぁ、とぼやきながら空いたグラスに酒を注ぐ。

        　時々、こうして母親の話が宗昌の口から出ることがあるが、特に会いたいとも恋しいとも思わなかった。

        　母と宗昌は、加賀井を産んですぐ離婚している。しかしその結婚も離婚も、そして加賀井の出産もすべて契約の内であった。そこに愛はない。

        　加賀井家の掟に則り一流の殺し屋を育てるには母親は不要、ということだ。だから加賀井家の人間は面倒がないよう女性を金で雇い跡継ぎを産んできた。

        「……宗昌」

        「ん？」

        「せっくすってなに？」

        　純粋に分からず訊くと、宗昌は目を点にした後、噴き出した。

        「おいおい～、お前もう小五だろ？　友達とかとそういう話しないの？」

        　小馬鹿にするような物言いに、加賀井は少しむっとした。

        「友達いない」

        「いいね、一匹狼だ」

        　宗昌は茶化すように言って、つまみの生ハムを口に運んだ。

        「セックスってのはあれだよ。男のチンコを女のケツの穴じゃない方に入れるやつ。お前の好きな動物たちがしている交尾と一緒」

        「ふぅん、交尾か。紛らわしい。それなら交尾って言えばいいのに」

        「人間は特別がりたがるからねぇ。人間様の崇高な行為と動物の交尾を一緒にすんなって感じなんだろ」

        「崇高なのか？」

        　宗昌のこれまでの口振りに全く品性の欠片も感じられなかったので思わず訊いた。彼はグラスを揺らしながら「んー」と考える素振りを見せたが、単に酒で頭が上手く回っていないだけという可能性もある。

        「人によりけり、かな」

        　いい答えが思いつかなかったのか、勿体ぶった間を開けておきながら投げやりな感じで答えて、宗昌はまた酒をあおった。加賀井も特段その話題に興味があるわけでもないので、食事を再開した。

        　咀嚼の音やグラスの中でかち合う氷の音が微かに響くのみで、また日常的な沈黙が続いた。


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　白月が加賀井の学校に引っ越してきたのは、夏休みが終わってすぐのことだった。

        「白月泉です」

        　担当教師に促され緊張気味に自己紹介をする白月の頭をじっと見詰める。その癖のある髪の毛が何かの動物に似ているような気がして頭の中に記憶している動物図鑑と照らし合わせたが、結局分からなかった。

        　白月に対して意識を向けたのはその時だけで、転校生への関心はそれっきりだった。

        　初めて話したのは、白月が転校してきてから三日後のことだった。

        「今日はバトミントンをします！　二人一組になってくださーい！」

        　体育の時間、担当教師が言うと、クラスメイトたちは列を崩しそれぞれ仲のいい友のもとへ向かった。

        　友人と呼べる人間がいない上、クラスの人数が奇数のためこういう二人一組を作る場面ではいつも加賀井は一人になる。

        　そのことに対して加賀井自身は何とも思わなかった。しかし生徒の代わりに加賀井と組む担当教師の哀れみの表情を見る限り、友がいないということは一般的に悲しいものなのだろうことは察せられた。けれどやはり、悲しいという気持ちはどこからも生まれて来なかった。

        　その日もいつものように担当教師のところに向かおうとしたその時、

        「か、加賀井くん」

        　少し強張った声に呼び止められ振り向くと、そこには白月が立っていた。今まで一度も話したことのない転校生に呼び止められ内心首を傾げる。

        「……何？」

        　愛想の欠片もない加賀井に、白月は一瞬怯んだように見えたが、笑みを繕って再度口を開いた。

        「あの、一緒に組んでもらっていい？」

        　おずおずと言う白月に、転校生が加わったことでクラスの人数が偶数になったという単純な事実に気づいた。相手が担当教師であろうと、クラスメイトだろうと加賀井にはさしたる違いはない。

        「別にいいけど」

        　白月は加賀井の返事に、見るからにほっとした表情を見せた。

        「ありがとう」

        「別に礼を言われることはしてない、二人一組になれと言われたんだ。俺もお前も相手がいないから組むのは当然だ」

        　事実として感謝される理由はないことを述べると、白月は眉を下げて困ったような、傷ついたような顔をして笑った。

        「そうだけど……でも、それでも嬉しかったから」

        　それだけ言うと白月は体育館の端へ駆けて行った。

        　ホイッスルが鳴って、みんな一斉にバトミントンの羽を打ち始めた。

        　白月はお世辞にも運動神経がいいとは言えず、ラリーはそんなに続かなかった。それでも、必死に羽を打ち返そうと彼なりに頑張っていることは、焦りが滲む表情や動きから十分に伝わってきたので苛立ちはしなかった。

        　それどころか、白月が動くたびに小さく揺れる癖のある毛先は何か小動物的なものを彷彿とさせ、知らず心が和んだ。

        　

        　体育の一件から、加賀井と白月は二人で過ごすことが多くなった。しかし、白月が加賀井の横にいるのは、決して親しみを感じてではないことは分かっていた。

        「今日の算数、難しかったよな」

        　帰り道、白月が加賀井に言った。加賀井は首を傾げた。

        「どこが？」

        　その日、算数の授業で習ったのは少数の掛け算だったが、どこに難しさを感じるのか分からず訊き返した。

        　白月は戸惑いながらも答えた。

        「えっと、ほら、小数点の位置とか。あれがややこしい」

        「あれはまず小数点はないものとして普通に計算して、積の小数点から下の桁数は、かけられる数とかける数の小数点から下の桁の数の和にすればいいだけだ」

        　難しいと言うので、分からない部分を教えてやったのだが、返された曖昧な笑みに自分の返答が彼の望むものでないことに気づいた。

        「うーん、やっぱり分からない」

        　どこがどう分からないのか訊こうと思ったが、口を開きかけてやっぱりやめた。たとえ白月が少数の掛け算を理解できるまで解説したとしても、恐らくそれは正しい答えではないのだろう。しかし何と答えれば白月が喜んでくれるかは、全く分からなかった。

        「加賀井は頭いいよなぁ。すごいなぁ」

        「あの程度のことなら教科書を読めば分かる」

        　謙遜でも自慢でも、ましてや白月を馬鹿にしているわけでもなく事実として言ったが、白月はどう答えていいのか困った風に口を噤んでしまった。

        　沈黙する二人の横を隣のクラスの男子がはしゃぎながら走って横切った。その楽しげな声は彼らの背中が小さくなってもなお聞こえ、一層二人の沈黙に影を差した。

        　ちらりと白月の方を窺うと、声の方をぼんやりと見詰めていた。

        　しばらく歩くと大通りの交差点まで辿り着いた。

        「じゃあ、また明日」

        　二人の家路が分かれる交差点にさしかかると、白月はいつもそう言って、加賀井とは反対方向の歩道に渡っていった。

        　そしていつもその時、息苦しい沈黙から解放されほっとする微かな安堵が後ろ姿に漂うのを加賀井は知っていた。

        　きっと白月も先程横切った男子たちのようにはしゃぎながら楽しく下校したいのだろうということは分かっていた。しかし加賀井にはあんな風にはしゃぐことはできそうになかったし、今までもしたことがなかった。小さい子どもの頃でさえだ。

        　ふぅ、と小さく溜め息を吐いた。

        　白月は加賀井といる時、話題を振ったり、とりとめもない話をしたりして何とか二人の間に沈黙が訪れないよう懸命に口をよく動かしていた。それは溺れる寸前の足掻きにも似ていた。その痛ましいまでの必死さに、加賀井も応えたいとは思っていたが、どんな反応が適切か分からなかった。自分の返答が彼の望む通りでないことは、行き止まりの壁に行く手を阻まれてしまったかのように言葉を詰まらせる白月を見れば明らかだった。

        　いや、白月以外でも、加賀井の言葉は往々にして会話を途切れさせ、相手を困らせていた。自覚はあったが、さして困ることはなかったので改善しようとは思わなかった。

        　しかし、別れ際に微かな安堵を見せる背中を思い出すと、いつものように割り切ることはできなかった。それは、遠くなっていく白月の背中がまるで逃げるようでもあって、二度と自分のもとに戻ってこないかもしれない、という不安が胸裏にかすめるからだった。

        　

        　加賀井は近くの本屋でコミュニケーションの本を買ってみた。帯やタイトルに書かれた『会話が弾む』『一緒にいて楽しい人だと思われる』『好感度アップ』といった言葉は、今までの加賀井なら何の魅力も感じないものだったが、白月のことを考えると、なぜか少しだけ心が弾んだ。

        「宗親、なに読んでるの？」

        　リビングのソファに座って本を読む加賀井の後ろから、宗昌が覗き込んできた。

        「コミュニケーションの本」

        　本に視線を落としたまま答えると、宗昌が大げさに驚いた。

        「コミュニケーション！　それって人間相手？」

        「そう」

        　分かりきったことを訊く宗昌が煩わしく、加賀井は苛立ちを隠さず短く答えた。しかし、苛立っているのは宗昌の質問が鬱陶しいからだけではなかった。

        「へぇ、すごいね。勉強熱心だな、宗親は。えらいえらい。……で、コミュニケーションの真髄は分かりましたかな？」

        　おちょくるように言いながら横に腰を下ろす宗昌を、加賀井はキッと鋭く睨みつけた。

        　しかし、相手にするのも馬鹿らしく苛立ちを飲み込んでから、力なく首を横に振った。

        「全然」

        　パタン、と本を閉じて溜め息を吐く。

        　題名や帯の文で誰でもコミュニケーション技術を簡単に習得できると謳っているにも関わらず、その方法論はひどく曖昧で、宗昌の書斎にある医学書の方がよっぽど理解しやすかった。

        「あはは！　だろうね。俺たちには理解できない類の本だよ」

        「どうして？」

        　悪意はないが加賀井の深刻な心情を笑い飛ばすようなその軽さに、むっとしながら訊き返した。

        「宗親、コミュニケーションで一番大事なものって何だと思う？」

        「……相手を思い遣る心」

        　本に書いていたいまいちピンとこない言葉をそのまま口に乗せる。

        「そうそう。相手を思い遣る心。それって具体的には、相手がこの言動に対してどう思うか、もしくは今どんな言葉を欲しているか、なにをして欲しいのかとかを予測することなんだよね」

        「うん」

        　詳しく話し出した宗昌に、もしかするとコミュニケーションについて教えてくれるのだろうか、と少し期待して体を宗昌の方に向けた。

        「なにかを予測する時って知識はもちろんだけど、こと相手が人間の場合は、知識より経験なんだよ」

        「経験？」

        「そうそう、経験。こう言われて嬉しかった、悲しかったとかの感情的な経験。たとえば、落ち込んでいる相手にかける言葉を考える時、どう言ったら相手に元気が出るか考える。その時、自分がこう言われて元気が出たとか、相手が前にこういう言葉をかけたら喜んでたっていう経験をもとに考えるんだよ。でも俺たちにはそれができない」

        　宗昌は笑顔で断言した。

        「どうして？」

        「俺たちは感情が欠けてるからだよ。ほぼないと言ってもいいかもしれない。殺しに感情は邪魔だからね。……ねぇ、宗親。もう少し大きくなったらお前もこの仕事をすることになるけど、もしその時ターゲットが俺にそっくりだったらどうする？」

        　自分の顔を指差しながら訊ねる宗昌に首を傾げる。

        「どうするって、ターゲットなんだから殺すに決まってるだろ」

        　何を分かりきったことを言っているのだと眉根を寄せると、宗昌は「だよねぇ」と言って軽やかに笑った。

        「俺もターゲットがお前そっくりでも殺すよ。でも普通はね、躊躇うんだって。いや、相手が知ってる誰かに似てなくても躊躇う、普通の人はそうできているんだよ」

        　淡々と語る宗昌だが、普通という言葉にはどこか羨望じみた哀愁が感じられた。もしかすると掴み所のないこの男も、今の自分のように相手と心を通じ合える術を模索したことがあるのかもしれないと思った。

        「俺たちは殺しがしやすいように、それを阻む感情がない。安全装置のない銃みたいな感じ」

        「セイフティのない銃での殺しは危険だろ」

        「例え話だよ、例え話」

        　くつくつと喉で笑いながら、宗昌は加賀井が持っていた本を手にしてパラパラとページをめくった。

        「まぁ、読書に無駄はないから読んでも損はないと思うよ。どんな本でも学べることはひとつはあるからね。でも一般的にこういう風に言えば好感触っていう知識はあっても、知識はすべてに適応するわけじゃない。相手や状況によって心に響く言葉は変わる。だからまずは相手をじっくり観察することが大事かもね」

        　曖昧なアドバイスをしてから、宗昌は本を閉じて加賀井に渡した。

        「ところで誰とコミュニケーションするために必死になってんの？　好きな女の子？」

        　悪戯っぽく笑って宗昌が顔を覗き込む。加賀井は首を振った。

        「女子じゃない。男子」

        「じゃあ友達か」

        　友達、という言葉に尻こそばゆさを覚えたが、悪い気はしなかった。

        　こくりと頷き返すと、宗昌は笑って加賀井の頭をわしゃわしゃと撫でてから立ち上がった。

        「宗親の友達の話とか初めてだね。また進展があったら教えてよ」

        　そう言って宗昌は部屋を後にした。加賀井は撫でられてぐしゃぐしゃになった髪を軽く整えてから、また本を開いた。

        　

        　宗昌のアドバイスを受けて、まずは白月を観察することにした。

        　授業中の様子やよく話す内容など、些細なことでもメモをして、情報を集めた。けれどそのメモが十数ページに達しても、白月との会話が盛り上がることはなかった。

        　ひたひたと背後から近づいてくる重苦しい沈黙の気配から逃れるように必死に口を動かす白月と、それに上手い言葉を返せない自分。何一つ変わらない毎日に、焦燥感が胸の底をじりじりと焦がした。

        　しかし、焦りの原因はそれだけではなかった。

        「白月！　今週の『ババコン』読んだ？」

        　休み時間、クラスメイトの山下が白月の机までやって来て訊いた。

        「読んだ、読んだ。今回も面白かったよな」

        「そうそう、あの授業参観の場面でさ――」

        　盛り上がる会話から逃れるように、机に突っ伏して寝たふりをする。別に拗ねているわけではない。ただ、自分が起きていると白月が気まずそうにちらりとこちらの様子を窺ってきて、なんだか惨めな気持ちになるのだ。そしてこちらを気にしつつも山下との会話をやめない白月に、落胆してしまう。それはつまり、加賀井と山下を天秤にかけた場合、白月にとって山下の方が大事だということだ。

        　それを毎回思い知らされるのが辛いので、寝たふりをして天秤の上から飛び降りる。そうすることで白月に、そして自分に言い訳を作っているのだ。

        　山下は誰にでも隔てなく明るく接するため、友人も多くクラスの、そして学年の人気者だった。しかし加賀井はその馴れ馴れしさが嫌いだった。いや、嫌いというわけではなかった。嫌いと思うほどの関心もなく、蝿が耳のそばを通り過ぎた時のような瞬間的に鬱陶しさを覚える程度のものだった。

        　けれど白月と仲良くなり始めてから、あの快活な笑みや声が癇に障り、今では視界に入るだけでも舌打ちしたくなるほど嫌いになっていた。普段、人に対して興味が微塵もないため好きになることも嫌いになることもない加賀井が、初めて抱いた嫌悪感だった。

        「でも白月がこの学校に来てくれて本当によかった」

        「なんだよ急に」

        　山下の言葉に満更でもなさそうな白月の声に、胸がきゅっと痛くなる。けれど彼らの会話をひとつたりとも聞きこぼさないよう聞き耳を立てている自分がいた。

        「だって俺の周りでババコンの話ができるの白月だけだもん」

        「俺だって同じだよ。こんなにもババコンの話で盛り上がったの山下が初めてだし」

        「マジで？　やべぇ、白月の初めてもらっちゃった」

        「気色悪い言い方するな」

        　気色悪いという言葉に反して白月の声はすごく嬉しそうで、淀みなく交わされる楽しげな会話に、加賀井の胸はどんどん重くなっていった。

        　チャイムが鳴ると二人の会話は途切れたが、加賀井の心の内は重苦しいままだった。

        　

        「あらら、最近の宗親は勉強熱心だね」

        　感心したように言いながら、リビングのテーブルに筆記用具やノートを広げる加賀井の前に、宗昌が腰を下ろした。

        「って、勉強熱心かと思ったら漫画か」

        　今日、加賀井が下校の途中で買った『ババコン』を手にとってパラパラとページをめくる。

        「宗親って漫画読むんだ。知らなかった」

        「いや、今日初めて買った。……ねぇ、宗昌」

        「ん？」

        「これってどういう順番で読むの？」

        　一巻の一ページ目を開いて加賀井が質問すると、珍しく目を丸くした宗昌だったが、すぐに吹き出してけらけらと笑い始めた。

        「え？　なになに？　分かんないのに買ったの？」

        「……だって、白月がこれが好きだっていうから」

        　盛大に笑われてしまい恥ずかしくなった加賀井は、ごにょごにょと言葉を濁しながら答えた。

        　そんな加賀井を面白がるように目を細めて見詰めながら、宗昌はテーブルに肘をついた。

        「白月君ってこの間いってたお友達？」

        　訊かれて頷くと、宗昌の目尻が緩やかにしなった。

        「そっかそっか。それはしっかり読み込まないとな」

        　そう言って、加賀井が持つ一巻をスッと取り上げページを開いた。いつもの流し読みとは違う慎重なスピードで数ページめくったところで、宗昌が顔を上げた。

        「難しいね。実はさ、俺も漫画読むの初めてなんだよね」

        「え？」

        　困ったような笑みで告げられた言葉に少し驚く。宗昌はとにかく読書好きで、あらゆる本を読んでいたのでその答えは意外だった。

        「だって漫画とか小説って分量の割に得られる知識が少ないじゃん。はっきり言って知識を得るには効率が悪いよね」

        　確かに宗昌の言い分はもっともだった。けれどさっき散々笑っておいて自分も読んだことがないのか、と加賀井は眉間に皺を寄せじとりと睨みつけた。

        「そんな怖い顔しないでよ。俺もこれを期に漫画を読めるようになりたいから、協力するよ。まずは台詞の流れの法則性を見出さないとだな」

        　そう言って、宗昌はテーブルの上にある蛍光ペンを手にし、躊躇いなく線を引き始めた。その表情は楽しげで、目は好奇心できらきらと輝いていた。

        　本当は一巻から読みたかったが、今の宗昌に自分の声が届くとは思えなかった。なので仕方なく二巻を開いて、加賀井も蛍光ペンを手にして読み進めることにした。

        　

        　それからしばらくの間、加賀井も宗昌も時間があれば『ババコン』を読み、気になるところや、白月の会話で使えそうなところには蛍光ペンで線を引いたり、付箋を貼ったりした。そのため、漫画はどれもまだ買って一ヶ月も経っていないのにくたびれており、上や横から伸びる付箋のせいで使い込まれた参考書のような様相を呈していた。

        「だいぶ俺たちも読めるようになったな」

        　読み倒した漫画を手にしながら宗昌が嬉しそうに言ったが、加賀井の表情は暗かった。確かに最初の数日で漫画の読み方は把握したことは、今まで漫画を読もうともしなかった自分たちにとっては大きな前進だ。

        　しかし、それから先が本当の苦難の始まりだった。

        「ばーちゃんがさ、孫を崖から落とした時の孫のツッコミが俺すごい好きでさ」

        「わかる！　俺あそこ何回読んでも笑った」

        　白月と山下がいつものように『ババコン』の話で盛り上がっているのを机に突っ伏しながら、聞き耳を立てる。

        　自分と宗昌は恐らくこの二人より漫画を読み込んでいる自信があった。だが、自分たちの読み方は教科書を暗記するようなものに近く、読んでからの感想というものが一言も浮かばなかった。

        　あえて感想をあげるとすれば「結局こいつらは何がしたかったんだ？」ということだけだった。

        　ギャグ漫画というものは特段、話や台詞に深い意味はないということだが、そのことがますます加賀井を混乱させた。意味がないものに、どうすれば白月たちのような感想を抱けるのだろうか、と考えれば考えるほど分からなくなった。

        「ちょっと聞いて！　俺、すごい天才的なこと思いついたんだけど」

        　珍しく加賀井を玄関まで出迎えに来た宗昌の手には、分厚い紙の束があった。

        「なにそれ？」

        「あの漫画の感想だよ。ネットであげられているものを集めて印刷したんだよ」

        　得意げに言いながら差し出された紙には、確かにババコンの感想がずらりと書かれていた。

        「これどうするんだ？」

        「分析するんだよ。これを読んで、共通する感想をもとに、どのコマや台詞で読み手がどういった感想を抱くか分析して推測していけば、俺たちでも感想を作れるんじゃない？」

        　確かに、それなら感情に乏しい自分たちでも、一般的な感想を述べることができるかもしれない。気が遠くなる話ではあったが、白月との会話を盛り上がらせるためだ。できることはすべて試そう。

        「なるほど、いい案だ」

        「でしょでしょ？　そうと決まったら、それぞれ半分ずつまずは分析しよう」

        　機嫌よくそう言い置くと、宗昌はスキップのような軽やかさでリビングに向かった。

        　靴を脱ぎながら、ふと自分と宗昌が殺し以外で何かひとつのことをこうやって一緒に取り組むのは初めてだと気づいた。だからといって、嬉しいわけでも楽しいわけでもないが、何となく白月との会話で自分たちの努力の成果を出したいと強く思った。

        「宗親、ちゃんとうがい手洗いするんだよ」

        　リビングの扉から顔を出して宗昌が言ったので、加賀井は頷いてから洗面所に向かった。

        　

        　ネットに飛び交う感想を集めて分析するのは、虫を捕らえて解剖するのによく似ていた。苦労の結果、読み手がこういう台詞や話の流れを面白がるのだということが何となく分かってきた。

        「漫画持った？」

        　玄関で靴を履いていると、後ろから宗昌が声をかけてきた。

        「うん、持った」

        「そう、頑張ってね」

        　寝起きの気だるげな表情でへにゃりと宗昌が笑う。仕事がない日はいつも昼近くまで寝ている宗昌に見送られるのは初めてのことだった。

        　恐らく宗昌も気になっているのだろう。自分たちの分析した漫画の感想が果たして正解なのか……。今日、それを確かめに行く。

        「感想って人それぞれのところもあるから、相手の表情をよく観察してケースバイケースで変えるんだよ」

        「わかった」

        「あはは、なんか俺の方がドキドキしてきた」

        「宗昌が緊張しても仕方ないだろ」

        「そうだねぇ。でも子どものことを我が事のように感じるって、なんか父親っぽくていいじゃん」

        　悪戯っぽく笑って言う宗昌に、そもそも本当の父親はこういうことを言わないだろうと心の中で呆れる。

        　この男とは血縁上は紛れもなく親子だが、加賀井には彼が父親であるという認識があまりなかった。殺しの術を教えてくれる養育者、という感慨の淡い認識だ。しかし相手も息子を慈しむような父性は持っておらず、自分を育てるのも加賀井家のしきたりに従っているだけで、一般的な父親のような愛情があるとは思えなかった。

        　だが、ここ数日は同じ漫画を読み解く中で何か普段とは違う、血だけではない繋がりを感じていた。

        「それじゃあいい報告を待ってるよ」

        　ひらひらと手を振る宗昌に無言のまま頷き返して家を後にした。

        　マンションのエントランスを抜けると、妙に朝の陽が眩しく世界がきらきらと輝いているような気がして戸惑った。こんなことは、初めてだった。少し困惑しながら目をこすって辺りを見渡す。ゴミ捨て場の前で井戸端会議をする主婦たちも、マンションの向かいの塀で丸まっている猫も、電線の上で身を寄せ合うスズメも、いつもと変わりない。

        　やはり自分の気のせいだと結論づけると、気持ち足早に学校に向かった。

        　

        　教室にはまだ白月の姿はなかった。加賀井は自分の席に着くと、漫画を机の中に仕舞って白月がくるのを、今か今かと待ちわびた。

        「おはよう」

        　朝のホームルーム開始十分前に、白月は登校してきた。白月自身は普段と全く変わらないのに、知らず心臓が飛び跳ねた。

        　ドクドクと、今までの自分ではあり得ないほど速まった鼓動に戸惑いつつも、加賀井は静かに深呼吸をしてから机の中の漫画を手にした。ページの隙間からはみ出ている付箋に触れながら、大丈夫だと自分に言い聞かせて立ち上がった。

        「白月、おはよー！」

        　今まさに自分が白月に向けようとした言葉は、自分とは比にならないほど快活で、白月を笑わせるのが上手なあの声が掻っさらった。

        「おはよう、山下」

        「なぁなぁ、見て見て！　『ババコン』の新巻！」

        　山下の言葉に体が凍ったように固まった。山下が嬉しそうに両手で掲げるそれは、加賀井が持っていないものだった。

        「あー！　そうだった、昨日発売日だったな」

        「最後の方に書き下ろしの四コマもあってめっちゃ面白かった」

        「マジで！　見せて」

        　山下から漫画を受け取り、白月がパラパラとページをめくる。そして、紙面を指差しながら笑い合った。交わす言葉は「最高」「面白い」などの短く抽象的なものなのに、二人の笑いは仲良く重なり合って、加賀井の胸に重く響いた。

        　自分が準備してきた感想は、今彼らが笑い混じりに交わす会話より、具体的で分かりやすい自信がある。けれど、白月をあんな風に笑わせる自信はなかった。

        　加賀井は気配を殺すように静かにゆっくりと腰を下ろし、手に持った漫画を机の中に仕舞った。

        　そしていつものように、机に突っ伏して目を閉じた。机と唇の僅かな隙間に、息を吐く。机にぶつかり跳ね返ってきた吐息は、湿り気と震えを帯びていた。

        　

        「おかえり、漫画の感想、どうだった？」

        　帰宅するなり、玄関まで出迎えにきた宗昌が遠慮なく訊いてきた。自分の頑張りの成果を知りたいのは分からなくもないし、そこに悪意がないことも重々承知だ。だが、その時は触れられたくない話題だった。

        　ちらりと宗昌の方を見遣る。期待に輝く目からふいと目を逸らした。

        「……まぁまぁ話せた」

        　嘘は簡単に口から零れた。それは初めて宗昌に吐いた嘘だった。

        　別に嘘が悪いことだという道徳的な理由ではない。ただ嘘は話を進める上で混乱や矛盾を生み、煩わしく無駄なものだから嘘を吐かないだけだ。

        　なのに、その時はほぼ無意識に嘘が口を衝いて出た。

        「へぇ、よかったじゃん。やっぱり俺のナイスアイディアのおかげだねぇ」

        　宗昌は得意げに言ってぐりぐりと頭を撫でてきた。加賀井は下を向いたまま黙っていた。

        「特にどの部分が盛り上がった？」

        　踏み込んだ質問に少し戸惑ったが、すぐに口を開いた。

        「一巻の四話で主人公が釜で殴られるところ」

        　それはその日、白月と話そうと思っていた箇所だった。そう思うと、情けないような悔しいような苦い感情が喉元までせり上がってきた。それが口にまで達しないよう、加賀井は口を動かし続けた。

        「あと、五話の主人公の友達の話と、六話の猫の話。それから――」

        「宗親、もういいよ」

        　話損ねた話題の死骸を言い連ねる加賀井の言葉を、宗昌が遮った。

        　顔を上げると、そこには子どもの頃から剥がれないというお馴染みの笑みがあった。しかしいつもの飄々とした雰囲気はなく、どこか困ったような、彼にしては珍しく曖昧さを含んだものだった。

        「宗親さ、前にコミュニケーションで大事なものって何って訊いた時、何て答えたっけ？」

        「……相手を思い遣る心」

        　脈絡のない質問に首を傾げつつ、前に読んだ全く役に立たなかった本を思い出しながら答える。

        「そうそう、俺たちには無理って言ったそれ。でも前言撤回」

        　そう言うと、ぽんぽんと頭を優しく撫でた。

        「宗親、できてるじゃん。すごいなぁ」

        「……何が？」

        　意味が分からず眉を寄せると、宗昌がにっと笑った。

        「今、俺に気を遣って嘘吐いたじゃん」

        　宗昌の言葉に目を大きく張った。

        　自分が宗昌を気遣った？　まさかそんなはずがない。そんなことをして何の利もない。しかし、咄嗟に吐いた嘘もそれなら筋が通る。

        「……ってあれ？　もしかして無自覚？　ならなおさらすごいな」

        　がしがしとふざけた風にひとしきり頭を撫で回すと、スッと手を頭からどけた。

        「まぁ、俺にできたんなら、お友達くんにもできるよ。だから次はきっと上手くいく……たぶんね」

        　そう言うと、宗昌は踵を返してリビングに戻って行った。

        　残された加賀井は、しばらく玄関に立ち尽くしたまま動けなかった。


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　加賀井たちの通う市原小学校には、校庭の隅に飼育小屋があった。真ん中が壁で仕切られ、校舎側にニワトリが、そして反対側にはうさぎがいた。

        　各クラスに飼育委員がいて、月替わりで餌やりや飼育小屋の掃除をすることになっていた。遊びたい盛りの子どもにとって、貴重な放課後の時間を掃除や動物の世話で削られるのは苦痛のようで、飼育委員は人気がなかった。

        　加賀井からすれば、可愛い動物に触れられる上に、人と関わらず黙々と掃除をしていればいいのでこれ以上に楽な委員はないように思った。なので最初に立候補した。

        「やっぱり可愛いなぁ」

        　しゃがんでうさぎの背を撫でながら、目尻を緩ませて白月が言った。

        　加賀井のクラスに当番が回ってきたため、ここ数日、放課後は毎日小屋の掃除をしていた。自分の仕事なので帰っていいと言ったのだが、白月は手伝うと言って一緒に掃除をしてくれていた。

        「俺、お母さんが動物苦手で飼えないからこうして触れるの嬉しい」

        　初めて飼育小屋に入った時、うさぎを抱き上げながら白月が笑って言った。

        　最初は、友達がいないので放課後の時間を持て余し掃除の手伝いを申し出たのかと思っていたが、その笑みを見る限り、やはり本当に動物が好きなんだということが分かって、何となく嬉しくなったのを覚えている。

        「それにしても、関口さんも飼育委員なのに全部加賀井に押し付けてひどいよな」

        　白月が唇を尖らせて、もう一人の飼育委員である関口に対する不満を口にした。白月はただ彼女の無責任さを非難しているだけなのだろうが、まるで自分が庇われているようで、仄暗い喜びが胸の内に静かに湧く。庇うということは、白月は関口より加賀井を好いている、ということだ。それは山下のせいで強い劣等感を覚えていた加賀井に、目眩がするほどの甘やかな優越感を抱かせた。

        「……まぁ、動物が苦手なんだから仕方ない」

        　言葉少なく答えて小屋の床に散らばっている糞や毛玉を箒で掃く。

        　関口が動物が苦手なのは本当だ。飼育委員になったのも、ジャンケンで負けて嫌々なったのだ。そんな彼女が飼育委員の仕事を真面目にするとは思えなかったし、そもそも人と協力して何かをするのが面倒だったので、加賀井自ら自分一人で飼育委員の仕事をすると申し出たのだ。

        　だから決して彼女は無断でサボっていたわけではないのだが、それは白月には言わなかった。理由は至極単純なもので、その方が彼女に嫌な感情を抱いてくれるからだ。

        　白月が自分以外の誰かに悪感情を抱いている時、自分はその誰かより白月に好かれていると思え、その幼稚なランク付けに、山下に対する劣等感が少しだけ和らぐのだった。

        「あ、ハシクロまた餌にありつけてない」

        　餌箱から少し離れたところにいるハシクロに、見兼ねたように溜め息を吐いて白月がハシクロを抱え上げた。

        「ほらほら、隙間あけて」

        　餌箱に立ち並ぶ他のうさぎたちを軽く押しのけながら、その隙間にハシクロを降ろす。ハシクロは小さな鼻をひくひくとさせて餌を食べ始めた。その姿を認めて、白月の目が安心したように和らいだ。

        「体小さいし、ちょっとのんびり屋だからすぐあぶれちゃうんだよなぁ」

        　苦笑して言うが、その目は優しく、ハシクロに対する愛情がしっかり見て取れた。

        　ハシクロは白月のお気に入りだった。放っておけないということだが、加賀井からすれば白月も少し抜けていて放っておけないと思うのだが、もちろん口にはしなかった。それは白月が気分を害してしまうかもしれないという恐れからではなく、その言葉と一緒に自分の中で歪に育った感情までもが溢れてしまう恐れがあったからだ。

        「……ちょっとゴミ捨ててくる」

        「分かった。いってらっしゃい」

        　ちりとりに集めたゴミを袋にまとめて加賀井が言うと、うさぎたちの横にしゃがんだ白月が顔を上げて笑いかけてきた。ぶわりと胸が甘くさざめく。思わず頭を撫でたくなる衝動を、ゴミ袋を強く握ることでやり過ごし小屋を出た。

        　小屋の扉を閉めた拍子に、金具に軽く引っ掛けていた南京錠が地面に落ちた。拾って再び金具に引っ掛ける。中に白月がいるので、外から鍵を閉める必要はない。必要ないのだが、手が何かに囚われるように南京錠から離れなかった。

        　もし、このまま鍵を閉めたら、白月は小屋から出られない。外に出なければもう山下と話すことはない。そうなれば山下と比べて苦い劣等感に振り回されることもなくなる。自分だけの、白月になる。

        　馬鹿げた考えだった。いくら鍵をかけたとしても大人が来れば鍵を壊して救出することなど簡単なことだ。

        　非現実的な妄想だ。しかしその妄想じみた願望は、とくとくと鼓動を甘やかに加速させ、正気を蝕んでいった。

        　気づけば、カチン、と南京錠の閉まる音がしていた。

        　忍び足のようにゆっくりと視線を小屋の中に向ける。白月は鍵をかけられたことに気づいておらず、微笑みを浮かべてうさぎの背を撫でていた。

        　鍵ひとつで白月を手に入れられたような気持ちになり、その全能感にも似た高揚に胸が高鳴った。どろりと胸の内から溢れる甘い熱にうっとりとなる。ずっとこのまま時が止まればいいと思った。

        「……あれ？　ゴミ捨ては？」

        　小屋の扉の前から動かない加賀井に気づいたのか、首を傾げて白月がこちらを向いた。そのきょとんとした表情に、胸の中の甘やかな恍惚は一瞬にして霧散した。

        「……いや、鍵が落ちてたから拾っただけ。今から行く」

        「あ、そうなんだ。鍵なくなったら大変だもんな。ありがとう」

        　平静を装いながら答える加賀井に特段、不審に思った様子はなく白月は礼を言ってまたうさぎたちの世話を焼き始めた。

        　加賀井はこっそりと鍵を開けて、何事もなかったようにゴミ捨て場へ向かった。その途中、何度も鍵を閉めた瞬間の恍惚が蘇り、加賀井を悩ませた。


        　ハシクロの死は突然のことだった。

        　放課後、いつも通り白月と小屋に向かうと、隅の方で丸まって死んでいるハシクロを見つけた。最初、白月は気づかず寝ていると思っていたらしいが、加賀井はすぐに分かった。ハシクロの体に漂う冷たい気配が、宗昌に勉強と称して連れられる殺しの現場でよく感じるものだったからだ。

        「か、加賀井！」

        　ハシクロに触った白月が悲鳴のような声で叫んで振り返った。

        「ハ、ハシクロが、っ、死んでる……！」

        　今にも泣き出しそうな顔で白月が言った。助けを乞うような悲痛なその声に、どう応えればいいか分からず少し戸惑った。

        「そうみたいだな。死んでる」

        「なんで……っ、昨日まで元気だったのに……」

        「体も小さかったし元々体が弱かったもしれない」

        「そんな……」

        　ついにぽろぽろと涙をこぼし始めた白月の横に、加賀井もしゃがんだ。

        　何か言葉をかけて励ましたいのに、気の利いた言葉は何一つ思い浮かばなかった。せめて一緒に泣ければいいのだが、涙は少しも出てこない。死に慣れすぎて麻痺した心は、涙の流し方を知らなかった。

        　じっと横から白月の顔を覗き見る。次々に瞳から溢れる涙はきれいで、泣かないで欲しいと思うのにずっとこの涙を見ていたいとも思った。

        　ひとしきり泣くと、白月は目元を乱暴に拭ってからすくっと立ち上がった。

        「墓、作らないと」

        「墓？」

        　唐突な宣言に加賀井は首を傾げた。

        「どうして？」

        「だって人も死んだら墓に入るだろ。だからハシクロにも作ってあげないと」

        　純粋な誠意が溢れる提案だった。しかし加賀井は首肯しかねた。

        「いや、それは衛生上よくないだろ。こういう時は保健所に連絡して遺体を処理してもらわな……」

        　言葉の途中で、傷ついたように目を丸くする白月に気づいた加賀井は口を噤んだ。そして唇をぎゅっと噛み締めた。

        　また言葉の選択を間違えた。どうして自分は相手の感情に寄り添えないのだろうと歯痒い気持ちになる。いつも冷たい正論が先に口をついて出てしまい、白月を黙らせてしまう。

        　――宗親、できてるじゃん。すごいなぁ。

        　自己嫌悪が渦巻く頭の中に、スッと宗昌の言葉が爽やかな風のように横切った。

        　それは、せっかく調べた漫画の感想を話せずに帰った加賀井が、宗昌に初めて嘘を吐いたあの日の言葉だった。

        　――まぁ、俺にできたんなら、お友達くんにもできるよ。だから次はきっと上手くいく……たぶんね。

        　宗昌の言葉が、追い風のように背中を押した。

        　俯いていた加賀井は顔を上げ、白月に向き直った。

        「墓、作ろう」

        「え？」

        　加賀井の言葉が思いも寄らなかったのだろう、白月は目を丸くした。加賀井は気にせず、自分のパーカーでハシクロを包むと抱きかかえた。

        「裏山に埋めよう。倉庫にシャベルがあったはずだ」

        「あ、う、うん、でも保健所は……」

        　淡々と話を進める加賀井に、白月が戸惑い気味に口を挟んだ。加賀井はじっと白月を見詰めた。

        「白月は墓を作りたいんだろう？」

        「う、うん……」

        「じゃあ墓を作る」

        　たとえ死体の処理方法として間違っていても、白月の要望が最優先だ。決定事項のように強く言い切ると、白月は呆気にとられたように目を見張ったが、すぐに相好を崩し頷いた。

        「うん！　作ろう！　俺、シャベルとってくる」

        　嬉々とした様子で白月が立ち上がった。そして加賀井の方を真っ直ぐ見て、笑いかけた。

        「加賀井、ありがとう」

        　満面の笑みで礼を言うと、白月は小屋を後にした。

        　小屋に残った加賀井は、ハシクロの死体を抱えたまま固まっていた。まるで自分の心臓ではないように激しく打ち付ける鼓動に困惑した。

        　初めてだった。白月が自分の目をしっかり見てあんなにも明るい笑みを向けてくれたことなど、今までに一度もなかったのだ。

        　あまりにも鼓動が騒がしく鳴り響くので外に漏れてしまいやしないか心配になった加賀井は、空っぽになったハシクロの死体に鼓動を押し付けるようにして、白月が戻ってくるまでの間ずっと抱き締めていた。

        　

        　シャベルを両手に抱えて戻ってきた白月と校舎裏の山へ向かった。

        　鉛色を濃くした雲が西の空からゆっくりと迫ってきていた。

        「雨が降ったら作業がしにくい。早く終わらせよう」

        　裏山の傾斜を登りながら振り向いて言うと、白月は緊張した面持ちで頷き返した。

        　墓は分かりやすく、大きなブナの木の下に作ることにした。

        「もうこれくらいでいいかな？」

        　ハシクロ二匹分くらいの深さを掘ったところで白月がシャベルの柄に顎をのせて訊いてきた。シャベルを持って山を登り、その上慣れない穴掘りまでしたためだろう、声には少し疲れが滲んでいた。

        　しかし加賀井は首を横に振った。

        「だめだ。深さが浅いと匂いを嗅ぎつけた動物に掘り起こされて食べられる。もう少し掘らないと」

        「そ、そっか！　わかった、もう少し頑張るっ」

        　穴を掘る手を止めずに淡々と答える加賀井の言葉に、白月は慌てたように姿勢を正して穴掘りを再開した。

        　無言で掘り進めていくと、次第に土の音が乾いた軽いものから、湿気を含んで重量感のあるものへと変わっていった。

        「……よし、このくらいでいいだろう」

        　いつのまにか滲んでいた汗の額を拭いながら言って、シャベルを土の上に置いた。

        「結構深くまで掘ったな」

        　感心したように呟いて自分が掘った穴を眺める白月を、ちらりと横目で見る。その横顔は達成感にも似た爽快な疲労を湛えて微笑んでいる。どうやら満足らしいその様子に、ほっと息を吐く。

        「あとはハシクロを穴に入れて土をかけるだけだ」

        「わかった」

        　加賀井の言葉に頷くと、白月が不意に笑った。

        「どうした？」

        「いや、心強いなと思って。加賀井がいてくれて本当によかった」

        　柔らかにしなった目は、心からそう思っていることが伝わってくるほど澄んでいた。真っ直ぐな感謝と信頼を向けられた加賀井は、慣れないそれらに戸惑って顔を俯けた。

        「そんな大したことじゃない」

        　嬉しいのに照れくさくてついぶっきらぼうに答えてしまう。

        「大したことだよ。俺一人じゃできなかった」

        「……でも、山下の方がよかっただろ？」

        「え？」

        　口から無意識に零れた言葉は、脈絡のない卑屈なもので、白月も、そして加賀井自身をも戸惑わせた。

        　どうしてこのタイミングで劣等感に塗れた表に出しても何の利もない言葉を口にしてしまったのだろうと、自分を恨んだ。

        　すると、

        「……ふははっ」

        　胸中に渦巻く後悔を吹き飛ばすように、白月が吹き出した。

        「なんでそこで山下が出てくるんだよ」

        　加賀井の言葉を冗談の一種だと受け取ったのか、白月は声を立てて笑っていた。それでもまだ卑屈な想いは拭えず、ぼそぼそと反論する。

        「……だっていつも山下と楽しそうに話してるだろ」

        「それはそうだけど、でも山下は動物苦手だから絶対墓作りなんて手伝ってくれないよ。生きてる動物でもだめだから死んでる動物なんてもっとだめだと思う」

        　動物を怖がる山下を思い出したのか、おかしそうに喉を鳴らしていた白月だったが、ひとしきり笑うと加賀井にあらためて向き直った。澄んだ瞳に見詰められ、知らず鼓動が甘く跳ねた。

        「だから加賀井がいてくれてよかった。本当に、ありがとう」

        　心からの礼の言葉に、今まで胸の奥で燻っていた感情が嘘のように消え去った。

        　喉の奥から嗚咽のような熱を孕んだ何かが湧き上がってきた。それを堪えるように、下を向いて口をぎゅっと閉じた。口の中には涙の味がじわりと広がっていた。

        　何も言わずに俯いてしまった加賀井を特に気にした様子なく、思い出したように白月が口を開いた。

        「そういえば、ちょっと思ったんだけど、加賀井って獣医に向いてるんじゃないかな？」

        　唐突な話に加賀井は顔を上げた。

        「なんで？」

        　思わず眉根を寄せてしまったが、白月は眉間の皺に怯むことなく胸を張って答えた。

        「だって、死んだハシクロを抱き上げる動きがすごく優しかったもん」

        　まるでそのことが獣医になる唯一絶対の条件かのような言い方だった。

        「……獣医に関係あるか？」

        「あるよ。昔、近所の家にポコっていう犬がいて、俺もたまに一緒に散歩してたんだけど、だいぶ歳で、ある日ポコが倒れてさ。飼い主のおばさんと慌てて病院に連れて行ったんだけど、死んじゃって……」

        　ポコという犬のことを思い出したのか、白月は悲しげに目を伏せた。

        「俺は死んでるって思うだけで緊張して上手く抱けなかった。おばさんは何とか抱けたけどぎこちなくって、ポコがポコじゃなくなったみたいで悲しかった。でも獣医さんはすごく自然に優しく抱きかかえたんだ。なんか、そのことにすごく救われたんだよなぁ」

        　まるでその獣医の真似をするように、両腕で抱く仕草を見せた。その腕の輪郭があまりにも優しさに満ちていたので、見た事もないポコの姿が腕の中に見えた気がした。

        「慣れたら誰だって上手く抱ける」

        「そうかもしれないけど、でもそれって慣れるまではぎこちないってことだろ？　そしたら慣れる前の獣医さんに当たった人が、なんかちょっとかわいそう。それに加賀井は頭がいいし、動物の世話もすごく丁寧だし、うん、やっぱり向いてるよ」

        　獣医に向いている理由を並べて、なぜか当人でない白月の方が嬉しそうに頷き、納得していた。

        　しかし当の加賀井は頷きかねた。白月の言う、動物の死体を優しく抱きかかえられることが、獣医に向いている理由としていまいちピンと来なかったこともあるが、そもそも自分は生きた動物を抱けない。抱くどころか触れることすらかなわないのだ。

        　それは加賀井が動物との触れ合いを恐れているからではない。動物の方が恐れているのだ。人間に比べ感覚が鋭い動物たちは、遺伝子にまで染み込んだ血の臭いを察知できるのかもしれない、加賀井が近づくと、動物たちは皆一様に恐れ戦くように逃げていくのだった。

        　加賀井が唯一触れられる動物は、意思を持たない固く冷たくなった死体だけだった。そんな加賀井に、生きている動物の治療をすることなどできるわけがなかった。

        　それに自分の将来は既に決まっている。

        「……俺、家の仕事を継がないといけないから獣医にはなれない」

        　生まれた時から、いや生まれる前からもう決まったことだった。加賀井家の血を引く者は皆、殺し屋になることが定められていた。

        　そのことに何の疑問も反発も抱いたことはない。しかしこの時だけは、自分の血筋が背負う定めを少し、恨んだ。

        「あ、そうなんだ。ごめん、なんか変に俺の気持ち押し付けて」

        　加賀井の胸の内を知らぬ白月は自分の押し付けがましさに苦笑するように謝ると、シャベルを地面の上に置いてハシクロを抱きかかえた。その手つきは、壊れ物に触れるように慎重で、やはりぎこちなかった。

        「ハシクロってこんなに小さかったんだな」

        　穴にハシクロを横たえて、白月が悲しげに呟いた。穴の深さのせいもあるが、確かにハシクロは生きている時よりさらに小さく見えた。しかし加賀井の胸には何の感慨も湧かなかった。

        「そうだな。……雨が降る前に早く埋めよう」

        　白月の悲しげな呟きに寄り添う言葉が思い浮かばず現実的に話を進めたが、白月は特に落胆した様子もなく頷いて、シャベルを再度手にした。

        　シャベルから滑り落ちる土がハシクロの上に降り積もっていく。その音は、黙々と作業をする二人の間に冷たく響いた。

        「あ！」

        　土を埋め終え、地を平らにならしていると、白月が重大なことを思い出したかのように声を上げた。

        「どうした？」

        「いや、そういえば、花を持ってくるの忘れたと思って……」

        　きょろきょろと辺りを見回しながら白月が答える。しかし、周りは木々と雑草ばかりで彩りとなり得るものはひとつも見当たらなかった。

        「墓を作ったから十分だろ」

        「でも、せっかく墓を作ったのに、これじゃあ穴を掘って埋めただけって感じで、寂しいじゃん」

        　死んだハシクロが寂しいという感情を抱くとは思えなかったし、そもそも死んだものが外界を認識できるはずがないのだが、ハシクロを埋めたところを悲しげに視線で撫でる白月を見て、言葉を飲み込んだ。

        「……この辺にはなさそうだし、とりあえずまた今度持ってこよう」

        　加賀井なりに考え、白月の意向に沿うよう答えると、白月は安堵したように目尻を緩めて頷いた。その目元の穏やかな曲線に、加賀井の胸はまた甘くさざめいた。

        　

        　裏山を降りたところで、やはり花のことが気になるらしい白月は早めに帰路についた。

        　加賀井はまだ途中のままの掃除を終わらせるため飼育小屋に戻ったが、小屋の前で何やら話し込んでいる人の姿を認め足を止めた。

        　小屋の前にいたのは、加賀井たちのクラスの担当教師の小川と、六年生のクラスの担当である橋口だった。

        　二人とも若く、年齢が近いことから生徒たちの間では付き合っているという安直な噂が流れていたが、その時の二人に恋人同士のような甘い雰囲気はなかった。突き合わせた二人の顔は暗く、何やら深刻な事態に直面していることが見て取れた。

        　二人が話していることに興味はなかったが、顔を合わせて教師然とした明るく声をかけられるのも煩わしかったので、加賀井は二人に気づかれないよう、彼らがいるうさぎの小屋とは反対側のニワトリ小屋に入った。

        「気づいた時になんですぐ言わなかったんだよ」

        　ニワトリとうさぎで分かれているといっても同じ小屋だ。呆れるようにして橋口が溜め息を吐くのが、否応なく耳まで届いた。

        「だって、時間がなかったし、あとで確認しようと思ってたのよ。それにパッと見ただけじゃ死んでるか分からなかったし……」

        　少し涙ぐんだ声で反論する小川の言葉に、ハシクロのことだと分かり、掃除をする手を止めた。

        「今月の飼育委員はお前のクラスの子なんだろ？」

        「そう、加賀井君って子。でも小屋の鍵まだ返却しに来てなくて、校内を探しても放送しても見つからなくて……。やっぱり加賀井君がうさぎの死体、持ち出しちゃったのかな……」

        「だろうな。子どもって墓とか作りたがるからなぁ。もしこれでその子が菌で腹壊したとか言ったら、学校側の責任問題とかになるかもだぜ」

        「ちょっとぉ、嫌なこと言わないでよぉ！」

        「とりあえずその加賀井って子を早く見つけ出して話を聞いてみよう」

        　半泣きになった小川を宥めるようにして橋口が言った。

        　二人の声を背にして、加賀井は音を立てないよう気をつけながらニワトリ小屋を後にした。

        　やはり加賀井の思った通り、死んだ動物を土に埋めるのはよくなかったようだ。このまま黙って立ち去り、何を訊かれても知らぬ存ぜぬを貫こうとも思ったが、彼らは完全に加賀井を疑っているのでそれは難しいだろう。

        　賢明な判断をとるのならば、あのうるさく騒ぎ立てる教師たちにハシクロの遺体を差し出すべきだろう。だが、墓作りを手伝った加賀井に向けられた、あの感謝の笑みと言葉を思い出すと、それは憚られた。白月を裏切るようなことをすれば、その日もらったすべての温かな感情が無となることが目に見えているからだ。

        　それにせっかく白月と作った墓を掘り返されるのは、二人の秘密を土足で踏み荒らされるようで嫌だった。想像するだけで、その不躾な足に苦痛の極みを骨の髄まで刻み込んでやりたくなった。

        　その衝動を鎮めるように一呼吸して、柄にもない非現実的な想像に終止符を打つ。

        　とにかく、あの保身のために騒ぐ教師らを黙らせ、なおかつ白月に墓を掘り返されたことがバレないようにするには――。

        　方法はひとつしかなかった。加賀井はシャベルを持って再び裏山に向かった。

        　

        　昔、何かの本で読んだことがあった。半日かけて掘った穴に何も入れずまた半日かけてその穴を埋める、といった無意味な単純作業を繰り返すと人は精神に異常をきたすと。

        　そんなことを思い出しながら、加賀井はハシクロの墓を掘り起こしていた。

        　辺りはしとしとと雨の気配に濡れている。傘を差すほどではないが静かにじっとりと肌を濡らす嫌な雨だ。

        　深く掘ったつもりだったが、掘り返すのは思ったより時間はかからなかった。ハシクロの死体は、土で汚れている以外は何も変わっていなかった。あらかじめ準備していた段ボールにハシクロを横たえた。白月が褒めてくれた丁重さでゆっくりと。

        　雨とも汗ともつかないぬるい水滴がこめかみから頬、そして首筋へ伝う。

        　再び穴を埋めて元の状態に戻した。掘り返すことがなければ、この地面の下にハシクロの死体がないとはまず気づかないだろう。白月を裏切るようで申し訳ないが仕方がない。世の中には知らない方がよかったということは多くある。白月にとってハシクロが保健所で無機質な弔いを受けることもそのひとつだろう。

        　墓の下に遺体がなくとも、白月が信じるならそこは墓であり続ける。加賀井にとって、死んでしまったハシクロの弔いの方法よりも、そのことの方が何よりも重要だった。

        　気づけば空気を湿らす程度の小雨が、いつのまにか地を打つほどの強さになっていた。加賀井は小さく舌を打って、段ボールとシャベルを抱えると山を下った。

        　校舎は薄暗く、生徒はほとんど残っていなかった。自分の足音と外の雨音だけが響く廊下は、冷たい静けさに満ちていた。そのせいか、頭に浮かぶ雑念が妙に鮮明になって、職員室へ向かう加賀井の歩みを鈍らせた。

        　果たしてこれでよかったのだろうか、と柄にもなく迷いを含んだ自問が脳裏に疼いた。

        　確かに白月の想いを裏切る行為かもしれないが、早く手を打っておかなければ、騒ぎになった時、白月自身の手で墓を掘り返してハシクロの死体を保健所へ差し出さなければならなくなるかもしれない。そんなこと白月にさせたくなかった。

        　しかし、何も埋められていない墓に手を合わせる白月を考えるとやはり心が痛んだ。

        　加賀井は踵を返し、近くの空き教室に入った。そしてランドセルを降ろすと、中からカッターを取り出した。

        　段ボールを机の上に置き、蓋を開ける。キリキリと音を立てて出したカッターの刃をハシクロの耳の付け根にそっと当てた。死んで物言わぬハシクロはびくりとも反応を示さない。そんな当たり前のことになぜかほっとして、そのままカッターを横に引いた。肉と皮膚が裂かれる感触が微かに刃に伝った。

        　切り取った耳は加賀井の両手にすっぽり収まるほど小さく、この世のすべてに怯えて縮こまっているように見えた。

        　加賀井はその臆病な輪郭をそっとひと撫でしてから、ノートから切り取った紙で丁寧に包んだ。

        　それをランドセルに入れると、段ボールの中のハシクロの体をくるりと反転させた。切った耳側が下を向いているのでパッと見ただけでは、片方の耳がなくなっていることには気づかないだろう。

        　加賀井は段ボールを再び抱えて、職員室に向かった。その足取りに今度こそ迷いはなかった。

        　職員室の扉を開けると、担当教師の小川がすぐに振り返った。

        「加賀井君！」

        　よっぽどハシクロの遺体の行方が気がかりだったのだろう、小川は泣き出してしまいそうなほどほっと顔の筋肉を緩めて、こちらに駆け寄って来た。

        「探してたんだよ。どこに行っ……」

        「すみません、うさぎが死んだので墓を作ろうとしてました」

        　言葉を遮るようにして加賀井は淡々と本題に入った。小川は少し丸くしたが、すぐに優しく諭す教師然とした表情を繕い、加賀井と視線を合わせるように屈んだ。

        「そうだったのね。加賀井君は優しいね。でも勝手にお墓は作ったらだめだよ。ちゃんと先生に言ってくれないと」

        「はい、なのでやっぱり墓を作るのはやめました」

        　ハシクロの入った段ボールを差し出すと、小川は一瞬固まったが、「ありがとう」と言って何とか笑みを浮かべながら段ボールを受け取った。しかし、その手つきは口元に貼り付けた笑み同様にぎこちなかった。

        　白月も死んだハシクロを抱き上げるのはぎこちなかったが、それとは全く違う種類のものだった。それは、段ボール越しとはいえ、死体を腕に抱くことを明らかに忌避と嫌悪を示したぎこちなさだった。

        「……そのうさぎ、どうするんですか？」

        　保健所に引き渡すことは分かっていたが、それでも訊かずにはいられなかった。

        　小川はにっこりと優しく微笑んで答えた。

        「お墓はバイ菌とか衛生の問題があって作ってあげれないけど、ちゃんとプロの人にお葬式をしてもらうから大丈夫だよ」

        　最初から準備された台詞のようにつらつらと言い連ねる言葉は、まるで教科書のように正しく、そして白々しいものだった。

        「……そうですか。それじゃあお願いします」

        　加賀井はそう言って頭を下げると、すぐに職員室を後にした。

        　

        　帰宅後、すぐにハシクロの耳は袋で密閉して保冷ケースの中に氷と一緒に入れた。

        　本当は週末の内に、裏山の墓に埋め直しに行こうとしたが、絶え間なく降り続ける雨のせいで外に出られなかった。

        　週明け、ハシクロの耳を入れた保冷バックを持って登校した。ランドセルが揺れるたびにガサゴソと保冷バックが音を立てて、妙な存在感を際立たせていた。

        　教室に着くと、珍しく白月がにこにこと笑みを浮かべて加賀井の元に駆け寄って来た。

        「おはよう。この間はありがとうな」

        「いや、別に……」

        　教師にハシクロの死体を引き渡した後ろめたさで、知らず口ごもる。しかしいつもぼそぼそと喋っているためか、特に白月は訝しむ様子はなかった。

        　それどころか、上機嫌でそっと加賀井の耳元に口を寄せて、秘密を打ち明けるようにこっそりと囁いた。

        「花のことだけどさ、休みに家の手伝いをいっぱいしてお小遣いもらったんだ。だからそれで小さいけど花束を買ってきた」

        　嬉しそうに、そして得意げに告げるその声は、快活で爽やかなものだった。

        　なのに、耳朶に触れる吐息の熱や動く唇の濃密な気配、そして自分だけに囁かれる言葉のひとつひとつに、疚しい熱を孕んだ鼓動が胸の内に鳴り響いた。その余響を受けてさざめく血潮が肌を粟立たせた。内の昂ぶりが言い逃れできぬまでに露わになったその肌を隠すように、加賀井は自分の腕をさすった。

        「……よかったな」

        　胸に抱く劣情じみた熱が言葉や吐息に滲み出ないよう慎重に喉や唇を動かしたせいか、その一言を口にするだけでもひどく疲れた。

        　そんな加賀井の心情など知る由もない白月は、残酷なまでに無邪気な笑みを浮かべてまた耳元へ口を寄せた。

        「じゃあ放課後、最初の墓参り、一緒に行こうな」

        　耳と唇の間で交わされた密約めいた約束に鼓動がなお一層甘い熱を増した。

        　頬が燃えるように熱く、鏡を見なくとも自分の顔がどれほど赤くなっているかが分かった。赤くなった顔を、そしてその理由を知られるのが恥ずかしく、加賀井は俯いたまま頷きそのまま逃げるように自分の席へ向かった。

        　その日、珍しく加賀井は授業に集中ができなかった。意識は朝交わされた甘い約束と放課後の墓参りの想像を行き来するばかりで、目の前のことなど頭に入ってこなかった。

        　

        「それでは、みなさん、また明日も元気で会いましょうね」

        　担当教師がいつもの定型文を言い終え、ついに放課後になった。

        「加賀井、行こう！」

        　帰りのホームルームが終わると、そわそわと席で待つ加賀井のもとに白月が駆けて来て、その腕を引いた。

        　白月に腕を引かれるなど初めてで、胸が弾んだ。ハシクロの墓の件で、ぐんと距離が縮まった気がした。それが嬉しくてつい緩む頬を、俯くことで何とか隠した。　

        　教室を出た二人は、白月が朝早くに来て飼育小屋の裏に隠しておいた花束を持って裏山に登った。

        　加賀井のランドセルにはハシクロの耳が入っている。墓の主を持って、空っぽの墓に墓参りに行くというのは何とも奇妙なことだ。

        　しかし墓の下にハシクロの遺体がないとは夢にも思っていない白月は、上機嫌で歩みを進めていく。

        「なぁなぁ、これ見て」

        　墓の前に着くと、白月がカバンの中から拳ほどの木の板を取り出して加賀井の前にかざした。

        　板の表面にはマジックで『ハシクロの墓』と書かれていた。

        「昨日、かまぼこ買ってもらって、それで作ったんだ。このうさぎは自信作」

        　おちゃらけるように、しかしどこか得意げに言って指差した板の隅には手描きのうさぎの絵があった。その耳の端はちゃんと黒く塗られていた。

        「ちゃんと特徴を捉えているな」

        　線がガタガタで決してお世辞にも上手とは言えない出来だが、白月が苦心して描いたのだと思うと、不思議とその絵に愛しささえ芽生えた。

        「へへ、やった。初めて加賀井に褒められた」

        　照れくさそうに笑う白月の言葉に尻こそばゆい気持ちになった加賀井は、それを誤魔化すように墓の場所をぽんぽんと手で叩いた。

        「あとはここにその板をさして、花を添えれば完成だな」

        「うん、そう。完成だ」

        　嬉しそうに頷いて、白月は墓の近くに浅く穴を掘り、そこに板を刺した。板の足元を土で固めても少しぐらぐらしていたが、何とか立った体勢を保たせることができた。

        　その板の前に花束を添えると、白月は一仕事終わったかのように、ふぅと息を吐いた。

        「よし、完成！」

        　そう言うと立ち上がり満足そうに墓の様子を見下ろした。

        「ふふ、ちゃんと墓になってるな」

        　確かに板と花束のおかげでちゃんと墓らしくなっていた。墓の下に遺体がないことを除けば、それは歴とした墓だった。

        　加賀井は後ろ手でランドセルの留め具に手をやった。

        　本当は白月のいないところでハシクロの耳をこっそり埋めておこうと思っていたが、その時の白月との仲なら、本当のことを言っても大丈夫な気がした。むしろ賢明な判断だと褒め、礼を言ってくれるかもしれなかった。耳だけでもここに持ってくれてありがとう、と――。

        「よし、それじゃあお祈りしようか」

        　ハシクロのことを打ち明けようとしたと同時に、白月がそう言ってしゃがみ込んだ。

        　タイミングを逸した加賀井は、とりあえず白月にならって横に腰を下ろし手を合わせた。

        　墓参りなど行ったことのない加賀井は、手を合わせた後、どうしていいか分からず横を向くと、白月は合掌した指先と額をくっつけて目をつむっていた。

        　加賀井も同じようにすればいいのだが、白月の横顔から目が離せなかった。別に顔の造作が見惚れるほど美しいわけではない。なのに閉じた目蓋の輪郭や、笑みを消しているにも関わらず穏やかさを保つ口元には犯し難い清廉さを湛えていて、それが加賀井の心を捕らえて放さなかった。

        　今、白月は祈っている。死んだハシクロの安らかな眠りを。土の中にいるはずのハシクロに……――。

        　しかしそのハシクロは土の中にはいない。耳以外はきっと保健所で事務的に無感情に片付けられているのだろう。

        　今残っているのは、自分のランドセルに入っている耳だけだ。白月の清廉な祈りは、この耳だけに注がれる。

        　そして、その耳を持っているのは自分だ。

        　そう思った瞬間、白月をうさぎ小屋に閉じ込めた時と同じ歪な恍惚が、胸の底から際限なく溢れ出た。どろり、どろり、と病に蝕まれ腐食寸前の心臓から送り出される血液のように淀んだ感情が、鼓動を、思考を呑み込んでいくのが分かった。

        　加賀井は合掌した手を離し、外しかけていたランドセルの留め具をカチリ、と留め直した。その音はいつかの南京錠の音によく似ていた。

        　白月がゆっくりと目を開けた。

        「……よし、それじゃあ小屋の掃除に行こう」

        　地面に置いてあったカバンを手に持つと、白月は立ち上がった。

        「そうだな」

        　加賀井も遅れて立ち上がり、白月の後を追った。加賀井はランドセルを極力揺らさないよう慎重に山を下った。ハシクロの耳を少しでも傷つければ、その身に注がれた白月の祈りが流れ出てしまいそうだったからだ。

        　

        　初めてハシクロの墓参りに行った日から数日後、ハシクロの耳は保冷バックから、瓶の中に寝床を変えていた。瓶の中には腐敗を止める薬品がたっぷり入っている。

        　その瓶は常にランドセルの中に入れていた。折を見て墓に埋めようと思ってのことだ。しかし結局、家の外でその瓶を出すことは一度もなかった。

        　もちろん白月を裏切っていることに良心が疼き、やはり墓に戻そうと考えることもあった。だが、墓の前に来ると決まってあの白月の祈りの横顔が脳裏に蘇り、シャベルの先を土に突き刺すのをいつも躊躇わせた。

        　白月の祈りをその身に受けるハシクロの耳は、もはやただの死骸の一部ではなかった。聖遺物のような神聖さすら感じられる時があった。

        　有り体に言えば、手放すのが惜しくなっていた。白月の祈りに満ちたそれを独り占めしていたいのだ。山下と楽しげに話す白月の姿を見た日も、ハシクロの耳が入った瓶を抱き締めて寝れば、不思議と心が安らぐのだった。

        


        　

        　＊＊＊＊

        　

        「急だけど、来週引っ越すから」

        　夕食中、宗昌が唐突に宣言した。いつものことだが、今回はその言葉をすぐに飲み込めなかった。

        「……なんで？」

        　訊きながらもその理由は分かっている。大方、新しい依頼でも来たのだろう。

        「お得意様から依頼があったからだよ」

        　思った通りの答えが返ってきた。職業上、素性を知られないよう拠点を転々としているということもあり、加賀井にとって転校は特に大きなイベントというわけではなかった。いつかこうなる日が来ることは分かっていた。

        　だが、この街には白月がいる。初めて転校したくないと思った。

        「どうしたの？　珍しいね。宗親が渋るなんて。この街に居続けたい理由でもできたのかな」

        「別に……」

        　にやにやと目をしならせる宗昌の詮索を拒むように、食卓に並ぶローストビーフを口に入れる。

        　宗昌は苦笑するように溜め息を吐いた。

        「単身赴任みたいな感じで俺だけ行くようにできたらいいんだけどねぇ。でもお得意様だから宗親も顔を売っておいた方がいいよ。今後のためにも」

        　ローストビーフの飾りに置かれていたパセリを指先で弄りながら宗昌が言った。

        　その言葉に、白月と穏やかな日々を過ごす中で薄れていた加賀井家の定めを思い出す。定め、と言うと仰々しいが、そんな大それたものではない。産まれてすぐ他の雛を巣から落とすカッコウの雛のように、産卵のために自分が生まれた川へ帰る鮭のように、遺伝子に刻み込まれた本能に淡々と従うだけのものだ。

        　そのことに否定的な感情を抱いたことはなかったが、白月と離れなければならないとなったその時、初めて加賀井家の血に流れる定めを恨んだ。

        　しかし今更、普通の暮らしなど叶わないことも分かっていた。加賀井家の人間は、殺しを極めるために不要なもの――世間一般的な普通の感覚を捨ててきたのだ。その家系の血を濃く引く自分が、普通の世界に馴染めるはずがないのだ。

        　白月と離れたくないというのも刹那的な感傷だ。加賀井は膝の上で拳をぎゅっと握り締めて、込み上げてくる感情を抑えた。

        「……ここで友達できたなら、引っ越した先でもきっとできるよ」

        　宗昌が優しい声で諭すように言った。しかしその言葉は見当違いなものだった。

        　加賀井が欲しいのは友達ではない。白月だ。そして引っ越した先に、白月はいない。

        　しかしそれを言葉にしたところで、宗昌が引っ越しを中止するわけでも、加賀井がここに居留まれるわけでもないことは分かっている。

        　加賀井は会話を打ち切るように無言でまたローストビーフを口に運んだ。テーブルに並ぶローストビーフの断面の赤さは血を彷彿とさせた。まるで加賀井家の定めからは逃れられないことを示唆しているようで、加賀井はその忌ま忌ましさに目を閉じた。

        　しかし肉汁の中に含まれる微かな血の香りからは逃れることはできなかった。

        　

        　引っ越しが決まってから、頭の中はますます白月のことでいっぱいになっていた。

        　引っ越すことを告げた時の白月の反応や白月と離れてしまってからの日々など考えるだけで胸が捩れた。際限なく溢れる不安や寂しさに胸がどうにかなってしまいそうな時、残された白月のことを考えると少し落ち着いた。

        　白月がクラスメイトの誰かと話している姿を、山下との会話を除けば、ほとんど見たことがなかった。加賀井が転校した後、白月もきっと自分と同じように寂しがるに違いない。その確信めいた想像は、加賀井の胸に甘い安堵をもたらしてくれた。

        　

        「今日の飼育小屋の掃除だけどさ……」

        　引っ越しのことを話そうと思っていた放課後、いつものように加賀井の机まで来た白月が申し訳なさそうに口を開いた。

        「山下の家でババコンのアニメ観ることになって、それで今日はちょっと手伝えそうにないんだ……ごめんっ」

        　両手を合わせて謝る白月の言葉に、加賀井は目を見開いた。

        　別に小屋の掃除が手伝えないのは構わない。白月が申し訳なく思っているのも痛いほど伝わってくる。

        　きっと理由が家の都合などであれば、こんなに動揺することはなかっただろう。少し寂しく思いつつも、あっさりと了解しただろう。

        　しかし、白月は言った。山下の家に行く、と。加賀井には何の権限もないし、飼育委員の手伝いだって白月が善意でしてくれているだけで強制力はない。

        　なのにまるでひどい仕打ちを受けたかのような悲しみと怒りが胸の底から湧いてきた。口を開けば、理不尽な責めの言葉を投げつけてしまいそうな気がして、何とか唇を噛んで堪えた。

        「おーい、白月帰ろう！」

        　事の元凶である山下が飄々とした調子でこちらにやって来ると、白月はさらに慌てた。

        「あ、いや、その……」

        　明らかに不機嫌になって黙り込んでしまった加賀井と、事情を知らない山下を交互に見ながらまごつく白月に、山下は首を傾げた。

        「どうした？」

        「あ、いや……。あのさ、俺いつも加賀井の飼育委員の仕事を手伝ってるから、それ終わってから山下の家に行くよ。ごめん。でもなるべく早く終わらせて行くから」

        　どちらにも角を立てないよう気を遣って白月が言った。

        　他意はないのだろうが、早く終わらせる、という言葉には明らかに面倒ごとをさっさと片付けたいという意思が感じられ、加賀井にとっては幸せな二人きりの時間をないがしろにされたようで悲しかったし、裏切られた気分になった。

        「じゃあ俺も手伝う！　と言っても動物苦手だからゴミ捨てとか何か外でできることしかできないけど。まぁ人手はあるに越したことはないだろ？」

        　にっと人好きのする笑みを浮かべ手伝いを申し出た山下に、白月はほっとしたように表情を緩め頷き返した。

        「そうだな、人が多い方が早く終わるし――」

        「来なくていい」

        　白月の言葉を遮るように出て来た言葉は、自分で思った以上に冷たいものだった。しかしそれを取り繕うとは思わなかった。

        「勝手が分かってない人間が増えても手間が増えるだけだ。無理して来られてもかえって迷惑だ」

        　加賀井は淡々と冷たく言い切った。あまりに棘のある物言いに二人とも唖然として目を丸くしていた。しかし、さすがの山下もせっかくの厚意をここまで手ひどく突き返され頭にきたようで、目を尖らせた。

        「な、なんだよ！　こっちはよかれと思って言ってるのに！　大体お前――」

        　まだ何か言いかけていたが、一緒の空間にいるのも嫌で加賀井は無視して教室を後にした。

        　一度、廊下でちらりと後ろを振り返ったが、白月は追って来てはくれなかった。分かりきったことなのに傷つく自分がいた。そのことが加賀井を一層惨めな気持ちにさせた。

        　

        　その日の夜、いつものようにハシクロの耳が眠る瓶を抱えてベッドに入った。

        　こうしていれば、どれほど強く山下に対して劣等感を抱いても、不思議と心は凪ぎ、余裕すら生まれてくる……、はずだった。

        　しかしその日はどんなに強く抱き締めても、瓶の中の緩やかな水音に耳を澄ましても、心は荒れたままだった。むしろそれまで万能だったその瓶の力さえ効かなくなったことに焦りが増し、不安をさらに掻き立てた。

        　ずっと気づいていたことだったが、やはり白月は自分よりも山下といることを望んでいるのだと、その日はっきりと分かった。もちろん薄々気づいてはいたが、傷つくのを恐れ目を背け続けていた。

        　しかし一方で、ハシクロとの一件以来、自分たちの間には確かな絆が結ばれていることも実感していた。それだけに、今回のことは余計にショックだった。

        　自分が引っ越した後、白月は一人になり加賀井が恋しくなるだろうと思っていたが、そうではなさそうだ。むしろ、後ろめたさを抱くことなく山下のもとへ行けることに、ほっと胸を撫で下ろすのかもしれない。

        　自分は白月と離ればなれになってしまうことにこんなにも胸が引き千切られそうな想いでいるのに、相手はそうではない。その事実は、加賀井に怒りにも似た悲しみをもたらした。

        　自分が学校を去った後、山下と親交を深めていく様子を想像するだけで絶望的な気持ちが深まり、胸中の闇がより色濃くなった。

        　白月を誰にも渡したくない。深い闇の奥からどろりと湧き出た感情は、重い独占欲の塊だった。

        　その独占欲が心の安寧を取り戻すためにある方法を導き出した。

        　

        　山下との一件から数日間、加賀井は学校を休んだ。しかしふて腐れてのことではない。むしろ胸は高揚感にも似た期待に満ちていた。

        　自分の分の荷造りを早々に終わらせた加賀井は、行動に移った。

        　柔らかなタオルケット、ペットシート、大きな段ボール、アイマスク、手錠、スタンガン……。真新しいそれらを床に並べて眺める。それらを集めるのは宗昌の名義のカードを使って通販で買えば容易いことだった。

        　まず、段ボールの底にペットシートを敷いた。その上にタオルケットを重ねる。これでもしトイレに間に合わず漏らしても大丈夫だ。段ボールの側面には穴が開いているので、酸欠になることもない。

        　アイマスクと手錠は目を覚ました時にパニックのあまり暴れ出すのを防いでくれるだろう。

        　スタンガンはできれば使いたくなかったが、意識を失わせずに段ボールの中まで運ぶのは難しい。少々手荒になってしまうのも仕方がないことだった。

        　道具が揃うと、自分の計画がより現実味を帯び始め、心強い気持ちにさせてくれた。死体は運び慣れているが、生きている人間は初めてで不安もあったが、これなら大丈夫そうだ。

        　これで、白月を連れて行く準備は完璧だ。

        　捕らえてしまえば後は簡単だ。生き物の世話にも慣れている。

        　宗昌は一般的な感覚が壊れてしまっているので、息子が友人を飼育し始めてもさして干渉はしないだろう。口を出すにしても、自分に面倒ごとが降りかからないよう「世話は自分でしてね」と軽く釘を刺すくらいだろう。

        　休みが明けたら最後の登校日だ。その放課後に、計画を実行する。先日の一件で気まずさはあるが、別れの挨拶ということなら呼び出しやすい。

        　段ボールの底にハシクロの耳が入った瓶を横たえる。その横に白月の姿を想像すると、質素な段ボールが豪奢な宝箱に姿を変えた。その想像に、胸の底は仄暗い恍惚で満ちた。

        


        「おはよう」

        　教室に入ると、緊張した面持ちで白月が声をかけてきた。

        「……おはよう」

        　挨拶を返すと、白月はほっと頬を緩めた。

        「よかった、無視されなくて。あの日から休んでたからすごく心配だったんだ。俺が勝手なことしたから怒らせちゃったかな、って」

        「別に。家の用事があっただけだ」

        「そうか、ならよかった。でもそれはそうと、やっぱりあの時はごめん」

        　眉尻を下げて至極申し訳なさそうに謝る白月に、加賀井はふっと小さく笑った。

        「謝らなくていい。俺も変に意地張ってしまって悪かった」

        　さらりと許しと謝罪の言葉が出たことに自分でも少し驚いた。きっと胸の内に隠し持つ計画が、心に余裕を与えているのだろう。

        　加賀井の穏やかな返事に白月はすっかり安心しきったようで、表情を和らげて首を横に振った。

        「いや、俺が勝手なこと言ったせいだから。……今日は小屋の掃除手伝っていい？」

        「もちろん」

        　加賀井が頷いてそう言うと、白月は相好を崩した。

        「よかった。あとハシクロの墓参りにも行こうな！」

        「うん、行こう」

        　朗らかな笑みと約束を交わしたところで、朝のホームルームのチャイムが鳴ったので、それぞれ席に戻った。

        　席に着いてから、白月の顔をちらりと見遣った。その表情は、最初に声を掛けてきた時の不安や緊張がすっかり払拭され、晴れ晴れとしたものになっていた。

        　自分の言葉ひとつで変わるその表情に、安堵と愛しさが込み上げた。

        　今日、自分が転校すると知ったら一体どんな表情を見せてくれるだろうか。飴玉を口の中で転がすように甘い想像に浸っていると、

        「みなさんにお知らせがあります」

        　黒板の前に立った担当教師の小川が、悲しげな表情を作って言った。

        「加賀井君ですが、お父さんのお仕事の都合で、転校することになりました。急なことなので、お別れ会はできないけど、今日が最後なのでみんなそれぞれでお別れの挨拶をしてね」

        　彼女の言葉にクラスが少しざわついたが、加賀井はそんなことどうでもよかった。

        　ちらりと、白月の顔を盗み見る。目を見開いて固まっている白月に、加賀井は歪な喜びを胸に抱いた。

        　

        「それにしても、本当に急な転校だな……」

        　放課後、小屋の掃除を終え、ハシクロの墓まで来たところで、ようやく白月はその話題に触れた。

        　ハシクロの墓に視線を落としたままぼそりと呟いたその声は、戸惑いを含んで震えていたが、どこか非難めいていた。

        「親の仕事の関係で、俺も聞いたのは先週だった」

        「それなら先週教えてくれてもよかったのに……」

        　加賀井の方を振り返りながら、責めの口調を強めて白月は言った。その目は微かに潤んでいた。

        「ごめん、言い出すタイミングを逃した」

        　素直に謝ると、白月は困ったように視線を地面に落とした。

        「……いや、いいよ。ごめん、急な引っ越しで加賀井だって戸惑ってるよな」

        　自分の気持ちを宥めるようにして言い、白月は眉をハの字にしつつも笑った。

        「小川先生ももっと早く言ってくれればよかったのにな。そしたら加賀井だって言い出しやすかっただろうに」

        　唇を尖らせ、まだ胸の内でくすぶっているのだろう非難の対象を担当教師に移した。

        　実は転校のことを当日まで言わないで欲しいと頼んだのは加賀井だった。何度か転校をしてきたが、転校することを早くに明かすと他クラスの知らない女子から告白されたり、プレゼントや手紙をもらったりと色々面倒なことがあった。

        　一番嫌なのはお別れ会と称してクラス全員でドッジボールやレクレーションをすることだった。大して仲良くもないのに別れを悲しむクラスメイトたちの表情は白々しく、単に授業を潰して遊びたいだけの彼らに、自分の転校が上手く利用されるのは気分が悪かった。

        　そういったことから、加賀井は転校が決まると担当教師に必ず口止めをした。教師たちは最初は戸惑い諭すが、頑なに首を縦に振らない加賀井に溜め息を吐いて「そっか、別れが辛くなるもんね」と妙な解釈をして最終的には納得した。

        「いつ引っ越すの？」

        「明日」

        「そっか……。それじゃあお別れのプレゼントも渡せないな」

        　白月は悲しげに言って肩を落とした。

        「別にそんなこと気にしなくていい」

        　気を遣ってではなく本心から言った。だって、白月はこれからずっと自分と一緒なのだから……。

        　スタンガンを仕舞っているランドセルの留め具をカチリ、と外す。

        「でもやっぱりこれで最後とか寂しいじゃん。俺も今まで転校してきたけど、やっぱりプレゼントとかもらうと嬉しかったし、加賀井にはいっぱいお世話になったから何かしたいよ」

        　言いながら白月は墓の前にしゃがんだ。

        「ハシクロの墓参りも一緒に来るの今日で最後かぁ……」

        「ああ、そうだな」

        　いじけるような子供っぽさで寂しげに呟く白月の横に腰を下ろした。目をつむっていつも通りハシクロに祈りを捧げる白月の横顔を、じっと見詰める。その横顔はやはり純粋さに満ちていて、眩しいほどだ。

        　今日でこの横顔も見納めだと思うと、胸がきゅっと締め付けられた。これからずっと一緒にいるというのに、もうこの表情を見ることができないと思うと、途端に計画を遂行しようとする意志がぐらりと揺れた。そのことに自分自身でも驚いた。

        　白月が目を閉じているこの時こそ彼の無防備な体にスタンガンを押し当てるチャンスだというのに、体が動かなかった。

        　呼吸が知らず浅くなる。どんなに体を動かそうとしても、指先ひとつ動かなかった。忙しなく動く鼓動と呼吸の気配だけが体の中を駆け回っていた。

        「……あ！　そうだ！」

        　白月はその目を開けて、名案を閃いたように明るい声を上げた。そしてカバンから紙のようなものを取り出すと、太腿の上を机代わりにして、そこにマジックで何か書き始めた。

        「はい、これあげる」

        　白月は満面の笑みでその紙を差し出した。それは『ババコン』のキャラクターが描かれたシールだった。

        「ごめん、加賀井はいらないかもだけど、でも俺が今持っている中で一番の宝物。だからこれをお別れのプレゼントにさせてよ」

        　無邪気にそう言われては受け取らないわけにもいかない。加賀井はシールを受け取った。そしてその裏を見ると、所々線が曲がった字で住所が書かれていた。

        「それ俺の家の住所。転校して落ち着いたら手紙ちょうだい。俺も返事書くから」

        「……分かった」

        　思いも寄らない贈り物に戸惑いつつも頷き返すと、白月は満足したように笑みを深めて立ち上がった。

        「今日はスーパーに寄ってお菓子買って帰ろう。それで公園でお別れ会をしよう。それから……」

        　思いつく限りの送別の方法を並べながら白月は歩き始めた。その背中は隙だらけなのに、やはり加賀井は動けなかった。

        　

        　結局、白月をさらうことはできなかった。自宅に連れ帰れたのは、白月がくれた『ババコン』のシールだけだった。

        　しかしシールの裏に書かれた住所を見ていると、不思議と後悔はさほどなかった。準備していた段ボールやタオルケット、手錠などもあっさりと捨てることができた。

        　その日の夜、ハシクロの耳が入った瓶と白月がくれたシールを抱きかかえてベッドに横になった。腕の中の品々は、強く白月の存在を感じさせてくれた。こんなにも安らかな眠りに包まれたのは初めてだった。

        


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　白月の歓迎会があったあの日から、父のクローゼットで見つけた木箱を何とはなしに開けることが増えた。

        　箱は父が海外で買ったもので、箱の輪郭を縁取る金属には、細かく繊細な装飾が施されている。まるでアンティークな宝石箱のような可憐さがあった。

        　その箱の中には、白月がくれたシールと一度も使っていないレターセットが入っていた。いや、封印していた、と言ってもいいかもしれない。

        『転校して落ち着いたら手紙ちょうだい。俺も返事書くから』

        　白月にそう言ってもらったのに、加賀井は結局手紙を書かなかった。いや、書けなかったのだ。

        　手紙など書いたことがなく、何を書いていいか分からなかったのだ。最初の一行目に『白月へ』と書いたきり筆は進まず、気が遠くなるほど空白が続くその便箋の広さに目眩がしたのをよく覚えている。

        　加賀井の筆は進まずとも、時は無慈悲なほど淡々と進みその歩みを少しも緩めることはなかった。

        　時が経つほど手紙は出しにくくなり、ついには手紙を書くことを諦めた。

        　しかしやはり白月への想いが断てず、転校してから一年後、白月が教えてくれた住所へ訪ねたことがある。

        　特急の電車で四時間かかる距離だったが、白月に会えると思えば全く苦ではなかった。けれどようやく辿り着いたそこに、白月の姿はなかった。インターフォンを鳴らして出て来たのは、眉間に皺を寄せた無愛想な中年の女だった。咄嗟に部屋を間違えたと言った加賀井に、女は眉間の皺を深めて無言でドアを閉めた。

        　何度も確認したが、住所は間違えていなかった。そこでようやく、白月も加賀井と同じようにまたどこか知らない土地に引っ越したのだ、と理解した。

        　もっと早く手紙を出していれば、という後悔が苛むように胸を締め付けた。そのシールや便箋を見るたびに後悔の念に駆られるのが嫌で、しかし捨てるには未練が強すぎて、結局この箱に仕舞ったのだった。

        　書きかけの便箋を取り出し、子どもが書いたにしては整っている、それ故可愛げのない自分の文字と、空白部分の罫線を視線でなぞる。あれからもう十数年経っているというのに、未だにこの空白を埋める言葉を加賀井は持っていなかった。

        　ヴヴヴ、とテーブルの上に置いてあるスマホが鳴った。

        『今度の二十四日、空いてる？』

        　白月から珍しく予定を訊ねるメールだった。

        『空いてる』

        　即答で返事をした。

        『じゃあその日、俺の家に来て。話したいことがある』

        　話したいこと、という言葉に鼓動がどくりとうねった。

        　別れ話だろうか、と嫌な予感が胸をざわつかせる。だが、白月の嫌がることはしていないはずだ。もっと激しく抱きたいという衝動や他者へのどす黒い嫉妬も抑えているつもりだ。

        　しかし必ずしも恋愛における関係の終わりが、相手に対して嫌悪の念を抱くことだけが理由ではない。

        　たとえば、他に好きな人ができたり、愛情が薄れてしまったり……その理由は実に様々で、枚挙にいとまがない。そしてそれは自分の努力だけではどうにもならない理不尽なことも多々ある。

        　不安が胸に溢れ、今すぐにでも家に行って白月に直接詰め寄りたいくらいだったが、それが火に油を注ぐ結果になることも分かっており、ぐっと堪える。

        『分かった。時間は？』

        『できれば夕方がいいんだけど、十八時はどう？』

        『分かった。十八時に行く』

        　なぜ夕方がいいのか、何かそこに重大な意味があるのではないかと勘繰ってしまう。交わす言葉のひとつひとつに心が過敏に反応して、そのことが余計に加賀井を疲れさせた。

        　胸から溢れ出た不安が操るように加賀井の指を動かし、スマホで通販のページを開かせた。

        　そして、手錠、足枷、鍵……とにかく白月を自分のもとに縛り付けることができる道具を見つけては、手当たり次第にカートへ入れた。

        　カートの中にずらりと並ぶ牢固な品々を見ると、少しだけ心が穏やかになる。それは子どもの頃、引っ越し先に白月も一緒に連れて行こうと道具を揃えた時の気持ちと少し似ている。だが、あの時のような心強さはまだない。

        　この商品が実際に家に来れば、あの時のような万能感にも似た安堵を得られるのだろうか。加賀井は今まで押さなかった『購入』ボタンに指を伸ばそうとした。

        　だが、指先が画面に触れるギリギリのところで思い留まった。

        　まだ別れ話を切り出されると決まったわけではない。「話したいことがある」という言葉に自分が過敏に反応し、短絡的な妄想が暴走しているだけだ。

        　ゆっくりと深呼吸を繰り返しながら自分に言い聞かせ、スマホの画面を閉じた。その指は何かに抗うように微かに震えていた。

        　白月の信用を裏切るような商品を買わずにすみ、ほっと胸を撫で下ろす。これらを買ったが最後、加賀井は自分を止められる自信がなかったからだ。

        　しかし白月の家を訪ねる日まで、カートの中の商品を削除することはついにできなかった。

        


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　早く二十四日になってくれという気持ちと、永遠に二十四日が来なければいいという気持ちに板挟みになりながら、ついにその日を迎えた。

        　日増しに不安が色濃くなる鼓動を連れて、白月の家に向かう。電車の人混みが苦手でタクシーで行くと、約束の時間より二十分も早く着いてしまった。

        　外は昼間の熱気と、夕方だというのに衰えない西日特有の日差しの強さで、立っているだけで体の水分を奪われそうなほど暑かった。

        　どこかで涼みながら待とうと思ったがすぐ近くにカフェやコンビニはない。加賀井は仕方なくアパートの日陰で時が過ぎるのを待つことにした。

        　日陰に入ると西日の直接的な熱さからは逃れられたが、それでも暑いことには変わりない。時折、緩い風が吹くものの嫌がらせのようにぬるい熱を帯びていて、汗ばんだ肌にさらに不快感を与えるだけだった。

        　待つ時間をやり過ごそうと、白月から連絡をもらった日からずっと考えている、もはや習慣となりつつあるそのことをまた反芻する。

        　もし、白月が別れ話を切り出したら……。今日のところは大人しく引き下がろう。別れ話をするとなれば、白月も警戒しているだろうし、何らかの対策をとっているかもしれないので、今日手を出すのは得策ではない。

        　後日、準備を整え万全を期してさらえばいい。時間が経った方が相手も油断しているので事を運びやすい。

        　加賀井はスマホを取り出し、通販のページを開ける。カートの中は人ひとりを囲うには十分すぎるほどの道具に溢れている。

        　購入ボタンの上でしばし指先を彷徨わせたが、押さずにページを閉じメールを開いた。

        『少し早く着いたがもう家に行っても大丈夫か？』

        　送るとすぐに返信が来た。

        『いいよ。カギ開けてるから勝手に入って』

        　絵文字も何もない簡素な文からは、この先に待ち受けるものを何一つ読み取れなかった。

        　加賀井は溜め息をひとつ吐いて、白月の部屋に向かった。

        　メールで言った通り、ドアの鍵は開いていた。加賀井がすぐ来ることが分かっているとはいえ、この恋人の不用心さにはやきもきする。もっとも、この数分後には恋人ではなくなっているかもしれないが。

        　靴を脱ぎ顔を上げると、台所と居間を隔てる磨りガラスに白月の影が見えた。

        　暗く鬱屈した胸に、緊張の鼓動がより際立って鳴り響く。声を掛けようと思うのに、鼓動に喉が圧迫され言葉が上手く出ない。足音を消し部屋の奥へと進む。まるで自分の方が後ろめたさがあるようだ。

        　引き戸の取っ手に手を添え、息を大きく吸った。そして勢いに任せ戸を横に大きく引いた。

        　その瞬間、パン！　と空気が爆ぜるような音がした。その音に目を見開く加賀井の前を紙吹雪がはらはらと舞った。

        「加賀井、誕生日おめでとう、ございました！」

        　目の前にはクラッカーを手に笑顔で白月が立っていた。

        　白月の言葉も、この状況も何もかもが想定外で加賀井の思考は完全に停止した。

        「……ちょ、ちょっと！　何か言えよ！　俺がスベったみたいじゃん！　というか、ここ『おめでとうございましたっ何だよ』って突っ込むところだからな！」

        　沈黙に耐えかねたかのように白月が勢いよく言った。しかしそれは怒っているというよりも、照れ隠しのような荒っぽさだった。

        「え、あ、すまない。えっと……、おめでとうございましたって何だ？」

        　突っ込むというより純粋な疑問として口にすると、白月は待っていましたとばかりに、にっと笑った。

        「誕生日のお祝いだよ」

        　白月の言葉と、テーブルに並んだバースデーケーキや白月の得意料理で加賀井の大好物のオムライス、そして飾り付けられた部屋に、ようやくこの状況を理解することができた。

        　しかし、

        「俺の誕生日は六月二十四日だが……」

        　別に責めているわけではないが、純粋な疑問としてまた口にすると、白月はその言葉も想定済みといわんばかりの不敵な笑みでもって答えた。

        「だから、おめでとうございました、なんだよ」

        　そう言って『本日の主役！』と書かれたタスキを加賀井にかけた。

        「はははっ、誕生日っぽいな、うん」

        　少し体を引いて加賀井の全身を見ながら、満足そうに頷くと、白月は真っ直ぐ加賀井に向き直った。

        「加賀井、誕生日祝ってもらったことがないって言ってただろ？」

        「あ、ああ」

        　ただ生まれただけの日を祝うことに何の意味も感じられなかった加賀井は、誰かの誕生日を祝うことも、誰かから祝われることもなかった。

        　そのことを話したのは、運命屋の力を借り白月を自分のものにしようと最後の大芝居を打ったあの日――六月二十四日のことだった。

        「せっかくの誕生日だったのに、色々あって結局ゆっくり祝えなかっただろ？　だから何というか、お詫びというか、仕切り直しというか……とにかく、俺の意思で加賀井を祝いたかったんだよ」

        　そう言うと、白月は真っ直ぐ加賀井を見詰めて微笑んだ。

        「あらためて、誕生日おめでとう、加賀井」

        　胸の内から、ぶわりと溢れ出す愛しさや喜びが止まらなかった。気づけば白月をいつも以上に力強く抱き締めていた。

        「ちょ、ちょっと！　加賀井！　折れる！　骨が折れるから！」

        　腕の中に埋もれた白月が、焦った様子で加賀井の腕をバシバシと叩いて叫んだ。

        「あ、すまない……。つい嬉しくて」

        　感激のあまり力加減を忘れてしまっており、慌てて力を緩めた。だが、体中に漲る喜びをどうしていいか分からず、相手の肩口に顔をぎゅっと埋めた。

        「よかった……、てっきり別れ話をされると思って……」

        「は？　なんで？」

        　今まで体中に張り詰めていた緊張がどっと抜け大きな安堵の息を漏らす加賀井に、白月が驚いたように言った。

        「だって『話したいことがある』って言うから……」

        「あー、それはこのバースデーサプライズを成功させるための方便というか、何だろうってドキドキするかなぁと思って言ったんだけど、ごめん、効果てきめんすぎたみたいだな」

        　苦笑しながら髪をくしゃくしゃと撫でられる。あんなにも不安だった気持ちがそれだけで嘘のように消えていくのが分かった。

        「でもあの一言で別れ話まで飛躍しないだろ」

        「飛躍する。就職して出会いも増えただろうし人間関係も広がっただろうから俺なんていらなくなったんじゃないかと思った」

        「いや、職場は仕事するための場所だからな。恋愛する場所じゃないから」

        　加賀井は真剣そのものだったが、面倒そうに軽くあしらわれてしまった。

        「あと前も言ったけど、俺の職場はほとんど既婚者だから」

        「でも最近は不倫が流行ってるって……」

        「どこの週刊誌の話だよ」

        　白月は呆れきったように溜め息を吐いたが、しばらくするとくすくすと笑い始めた。

        「どうした？」

        「いや、べつに。ただ加賀井って頭はいいのに、俺の事になるとほんと馬鹿になるよな、と思って」

        　肩を震わせて笑う白月に加賀井は戸惑う。馬鹿という言葉は相手を貶めるものなのに、白月の言うそれには全くそういった意味は感じられなかった。むしろ、腕の中に響く笑いの震えのように柔らかで優しい。

        「さてと」

        　仕切り直すように言って、白月が顔を上げた。

        「料理冷めるから、先に食べよう」

        「……ああ、そうだな」

        　白月に腕を引かれ笑いかけられると、久しぶりに笑みが口元に浮かんだ。

        　

        「そういえばさ」

        　バースデーケーキを切らずに二人で端から食べている時のことだった。加賀井は既にその手を止めていたが、斜め横に座る白月は勢いを止めることなくフォークを口元に運びながら言った。

        「俺、引っ越すことにしたから」

        「え」

        　驚いて白月を見ると、口元についたクリームを指先で拭って、なぜか言い訳を連ねるような口調で続けた。

        「いや、ここ結構古いし……誰かのせいで俺の変な声が漏れてしまって近所の人の視線が痛いし」

        　じろりと白月が加賀井を睨んだ。

        「変な声じゃない。可愛い声だ」

        　いくら当人でもあの可愛い声を変というのは許せずすかさず訂正したが「いや、お前以外の人類からしたら変な声だから」と呆れ気味にあしらわれてしまった。

        「ということで、もし都合よければ手伝って欲しいんだけど」

        「分かった、一緒に手伝……って、まさか俺の家にやっと住む決心が――」

        「違う」

        　願望混じりの可能性に目を輝かせる加賀井だったが、すげなく否定されてしまった。

        　しゅんと肩を落とすと、白月が苦笑して溜め息を吐いた。

        「でも加賀井のマンションの近くだよ。徒歩十分。あと……防音もちゃんとしてる」

        　最後の言葉はケーキを飲み込む音と紛れて聞こえにくかったが、しかし白月が言わんとすることははっきりと伝わった。

        　目を見開いて凝視していると、白月がサッと顔を逸らした。

        「……また近所にバレて住みづらくなっても嫌だしな」

        　ぼそぼそと呟くその頬は赤みを帯びている。その可愛い横顔に愛しさが胸から溢れて止まらない。加賀井は堪らず腕を伸ばし白月を自分の胸へ抱き寄せた。

        「うわっ、ちょっ、食事中だろうが」

        　急に居ずまいを崩され白月が注意する。しかし気にせずさらに腕に力をこめ、柔らかいくせっ毛に顔を埋めた。白月の匂いが濃く胸に満ちて一層幸せな気持ちになる。

        「嬉しい。白月から誘ってくれるなんて」

        「誘ってない！　加賀井が我慢できないから仕方なくだ！」

        「……でも、白月もいつも我慢できなくなるじゃないか」

        　意地を張る可愛い恋人に、意地悪く耳元で吐息を吹きかけるように囁いて、床に押し倒す。

        「ちょっ、加賀……っ」

        　抗議の言葉を放とうとする唇をキスで塞ぐ。先ほどまでケーキを可愛らしく頬張っていた口の中はどこまでも甘く、胸をうっとりとさせた。

        　

        「……っ、あ、……はぁ……ッ」

        　仰向けの状態で脚を開く白月の腰を持ち上げ、繋がった部分をほぐすように緩く動くと、艶めいた吐息が白月の口から漏れた。床には欲に濡れた吐息と脱いだ服が散らかっている。

        「か、かが、い……っ」

        「ん？　どうした？」

        　か細い声で縋るように名前を呼ばれ、口元に耳を寄せた。言葉を聞き取る風を装って、胸と胸が重なるすれすれまで体を近付けさらに深くまでぐぷぐぷと雄根を押し入れると、白月の体は愛しいまでの素直さでびくんと跳ねた。

        「っ、ひ、あっ！　だ、だめ……っ！　せ、せめて、うつ伏せにさせてくれ……ッ」

        「何で？」

        「……こ、声が、抑えられない……っ」

        　ぼそぼそと羞恥に染まった声を震わせながら懇願するようにして言う白月に、胸の底がざわついた。

        　白月はこれまで手を口に当て何とか漏れ出る甘い声を抑えようとしていた。その姿は健気で心底愛おしかった。

        　しかし突き上げられる度に悲鳴にも似た喘ぎ声が固く閉じた唇を勢いよく突き破り、口元を覆う手は何の意味も成さなかった。健気な努力を自分の甘い声で台無しにしてしまい、悔しさと情けなさで唇を噛むその姿は、加賀井の嗜虐心を強くそそった。

        　もっと見たい。憐れみを誘うほど羞恥に打ち震えながらも快感に体を明け渡す愛しい恋人の姿を、あますことなく、ひとつのとりこぼしなく、見たい、と思った。

        　一度湧き上がった強烈な欲望は、手の施しようのないほど増殖し胸を覆いつくした。いくら愛する白月のお願いであっても、入り込む余地がないほどに。

        「……引っ越すから別に聞こえてもいいだろ？」

        「よくないっ、引っ越しは来月だぞ」

        「じゃあそれまで、俺の家に住めばいい」

        「そういう問題じゃ……っン」

        　言葉の途中で唇を塞ぎ、自分に都合の悪い言葉はキスの海に沈めた。

        　汗ばんだ手を重ね、さらに甘く深く濃密なキスをすると、加賀井の雄根を咥える窄まりが縋り付くようにきゅうきゅうと吸い付いた。　

        　

        　思う存分抱き尽くし満足した加賀井は、白月の体を抱きかかえベッドに運び、自分はベッドの縁に腰を掛けた。気怠げに伏せた瞼の輪郭には、下半身の熱をまた燻らせるほどの色香が漂っている。

        「……ひとつ白月に謝りたいことがある」

        　汗ばんだ額に貼り付いたくせっ毛を指先で掬いながら加賀井が言うと、白月が薄く目を開けた。

        「ひとつだけか？　思い当たることが多すぎるんだけど……」

        　じろりと、下から睨まれるが気にせず続けた。

        「昔、俺が転校する時に住所を教えてくれただろ？」

        「ああ、そうだったな」

        「でも手紙を一回も出さなかった。……すまなかった」

        　口にすると、ずっと胸の隅にもやもやとしていたものがスッと消え去るのが分かった。

        「え？」

        　事後のだるさを漂わせていた目がパチリと見開かれた。

        「謝りたいことってそれだけ？」

        「ああ」

        　頷いて答えると、白月が勢いよく起き上がった。

        「今、それ謝るところか？　もっと謝るべきことが他にあるだろ！」

        「たとえば？」

        　思い当たらず首を傾げると、白月のこめかみにぴきりと青筋が立った。

        「散々壁が薄いからだめって言ってるのに事に及んだこととか、せめてうつ伏せでって言ってるのにガンガン仰向けで攻めてくることとか、どこのスケベ親父だよってくらい言葉責めしてくることだよ！」

        　早口で捲し立てしばらく肩をいからせていた白月だが、きょとんとした加賀井に意を削がれたのか、大きく溜め息を吐いた。

        「……まぁ確かに当時は手紙来なくてちょっとショックだったけど、でも今言ったことに比べれば全然許せるし、むしろ可愛いくらいだ」

        「そうか、ならよかった」

        　許せる、という言葉にほっと胸を撫で下ろすと、白月が「……全然嫌みが通じてない」と苦く呟き、また溜め息を吐いた。

        「どうした？」

        「いや、なんでもない。というか、なんで今更そんなこと思い出したんだ？」

        「部屋のクローゼットから白月が餞別にくれたババコンのシールが出てきて……」

        「へぇ、まだ持っていてくれたんだ」

        　眉を上げて白月が驚いた表情を見せた。

        「白月がくれたものだから当然だ。白月がくれるものなら死ぬまでとっておく」

        「重い重い重い、気持ちが重い」

        　大真面目に言う加賀井に、白月は苦笑交じりに顔を顰めた。

        「でもそこまで大事に残してくれてたのにどうして手紙はくれなかったんだ？　あ、別に責めてるわけじゃなくて純粋な疑問として」

        　純粋な疑問、という言葉通り問い掛ける白月の目は全く過去を責める風ではなかった。

        「それは……」

        「もしかして想いをしたためすぎてポストに入らなかったとか？」

        　言い淀むと、白月は茶化すように言って笑った。

        　加賀井は静かに首を横に振った。

        「違う、その逆だ。……手紙なんか書いたことがなかったから何て書いていいか分からなかったんだ」

        　『白月へ』の三文字を書いただけで行き詰まってしまったあの日の戸惑いは、未だ鮮明に憶えている。

        　白月が書いてくれた住所を指先でなぞっても、墓参りの時に見せたあの清廉な横顔を思い出しても、ハシクロの耳が入った瓶を抱き締めても、言葉はなにひとつ思い浮かばず、恋しさが募るばかりだった。

        　むしろその恋しさは日増しに肥大し、醜い獣の咆哮のようなものをけたたましく鳴り響かせ、伝えたい言葉を徹底的に打ち砕いた。

        　早く手紙を出さなければと焦り、その焦りが一文字分さえ前に進まない自分を責めた。

        「でも今なら書けそうな気がする」

        　根拠はない。現に、手紙に綴るべき言葉は未だに見つかっていない。

        　それでも、なぜだか書けるような気がした。あの時の自分と今の自分は何かが、決定的に違う。

        　もう、飢えを訴える醜い咆哮は心の中に響いていない。静けさに満ちたそこならば、きっと伝えたい言葉を拾い上げられるはずだ。

        「……だから書いたら受け取ってくれないか」

        　白月の手をベッドの上でぎゅっと握る。手の平の厚い皮膚の向こうに、まだ情事の熱を薄らと感じた。

        　不意に、黙って話を聞いてくれていた白月が、ふっ、と小さく笑った。

        「加賀井って普段はすごいリアリストなのに、時々少女漫画顔負けのロマンチストになるよな」

        　しかもこの歳になって手紙って……、と肩を震わせて笑う白月に、加賀井は心配になって顔を覗き込む。

        「……だめか？」

        「いや、いいよ。ちゃんと受け取るから書いてよ。でももし書くことが思いつかなかったら、加賀井が好きなもの書いて」

        「好きなもの？」

        　加賀井が首を傾げると、白月は力強く頷いた。

        「そう、好きなもの。なんでもいいよ。好きな色とか、好きな食べ物とか、動物とか本とか……。俺、加賀井のことあんまり知らないから、もっと知りたいんだ」

        　白月はそう言って目元を和らげると、その微笑みと同じくらい柔らかな力で加賀井の手を握り返した。

        　手を握られているだけなのに、まるで体をすっぽりと包み込まれているようなあたたかく幸せな心地だった。

        　堪らず唇にキスをする。いつもの貪るような激しいものではなく、唇と唇が微かに触れる程度の軽いものだ。それでも胸は甘い幸福感で満ちていた。

        


        　明け方、加賀井は目を醒ました。隣で白月はまだぐっすり眠っている。その寝顔の可愛さにキスをしたい衝動に駆られたが、起こすのは悪い気がして毛先に軽くキスをしてベッドを静かに後にした。

        　朝日はまだ東の向こうに控えているが、その光はすでに空全体に滲んで夜の気配を溶かしている。

        　そんな紫色の空をぼんやりと眺めながら、ベランダの縁にもたれスマホを開いた。

        　そして昨日までまるで神に縋る妄信的な信者のようにカートへ次々入れていた商品をスクロールして見る。

        　それらは不思議なくらい加賀井の心に何も感じさせなかった。興味のない広告の品を視線でさらりと流すように微塵も感慨が湧かない。昨日まではこれらに歪な安堵を感じていたのが信じられないくらいだ。

        　加賀井はそれら全てカートから削除した。そしてその通販サイトもブックマークから外した。それだけなのに、スマホが軽くなったような気がした。まだ夏の暑さに侵されていない朝の清々しい風が頬を撫でた。

        　部屋に戻るとスマホをテーブルに置き、またベッドに入った。白月を起こさないよう慎重にゆっくりと抱き寄せる。「ん……」と小さく声を漏らして加賀井の腕の中で身じろいだが、すぐにまた規則的な可愛い寝息を立て始めた。

        　白月の髪に鼻をうずめながら手紙の内容を考える。慣れない作業に難航したが、思いつかなければ好きなものを教えてくれればいいと言った白月の言葉を思い出し、頭の中に好きなものを思いつくがままに並べた。

        　柔らかいくせっ毛、涙に濡れると艶っぽくなる目元のほくろ、あどけなさの漂う健やかな寝息……。思いついたものすべてを繋ぎ合わせると出来上がる人物と腕の中の人物がぴたりと重なり、加賀井は苦笑しながら愛おしい恋人を抱き締めた。

        　

        ―了―

        


    

    
        特別漫画　殺し屋の可愛いうさぎ（ささ山様・作）


        


        


    

    
        あとがき

        　

        　この度は拙作『殺し屋のはじめての殺意』（番外編集）をお手にとってくださり誠にありがとうございます。

        　以前配信した『殺し屋のはじめての殺意（上巻・下巻）』に入っていない番外編があり、今回番外編だけを詰めたものを配信させて頂きました。上下巻を購入くださった方々、今まで気づかず申し訳ございませんでした。そして今回番外編のご要望をくださった方、本当にありがとうございました。　

        　

        　攻めが受けを好きになった理由や過程を書くのが好きなので、特に『殺し屋は初恋を実らせたい』はぜひ読んで頂きたい番外編です。なので今回配信できてよかったです。

        　なお、加賀井の父、宗昌は生きています。遠い国で金持ちの青年に監禁されて、わりと幸せな日々を過ごしています。昔、殺しの仕事のついでに助けた少年が大きくなって宗昌を血眼で探し出し監禁、という設定です。もちろんヤンデレ攻めです。

        　

        　また、番外編に出て来た加賀井と宗昌が読み込んだ付箋だらけの『ババコン』ですが、苦い記憶が詰まっているので一度捨てていますが、その後本屋で見掛けてつい全巻買い集めてしまっています。ちなみに捨てられた付箋だらけの努力の結晶は、宗昌がこっそり拾ってクローゼットの奥に保管しています。

        　いつか加賀井と白月が部屋を掃除していたら出て来て、二人で一緒に読んで笑い合うのだと思います。「マーカーが引いてある漫画とか初めて見たんだけど」とお腹を抱えて笑う白月と、あの日言えなかった自分なりに考えていた感想をようやく話すことができ満足な加賀井、そんな二人のイメージがあります。

        　

        　長々と蛇足を書いてしまい申し訳ございません。

        　最後になりましたが、この物語に最後までお付き合い頂き、本当にありがとうございました。

        　

        きさきさき


        殺し屋のはじめての殺意（番外編集）

        　

        　発行日　令和三年　四月　六日　初版発行

        　著　者　きさきさき

        　発行所　林檎文庫

        　表紙イラスト　en（https://en194nk.wixsite.com/mysite）

        　表紙デザイン　舩木渡（http://funakidw.com）

        　漫画　ささ山（https://twitter.com/sasayr77）

        　Copyright c 2021 kisakisaki All Rights Reserved.
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